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令令和和６６年年度度指指定定ススーーパパーーササイイエエンンススハハイイススククーールル

研研究究開開発発実実施施報報告告書書・・第第１１年年次次

本校のスーパーサイエンスハイスクール（ SSH）指定は、平成 14 年度の第Ⅰ期以降、第Ⅳ

期を経て経過措置等の期間を含めますと 23 年目を迎えました。本年度は先導的改革型第Ⅰ

期 ３年間）の 1 年目で、研究開発課題は、「未来社会を切り拓く国際リーダーを育成する

ための『岡高リベラルアーツ形成・獲得プログラム』の開発」です。（「岡高リベラルアーツ」

を（「答えを見いだせていない課題を解決するために獲得した知識及び複数の視点 総合知）」

と定め、第Ⅳ期で提示した「岡高キー・コンピテンシー」 知識を統合する力、課題発見力、

仮設設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力）を（「岡高

リベラルアーツの形成・獲得」につながる資質・能力として位置づけています。

先導的改革型第Ⅰ期では、第Ⅳ期で設定した探究AKC（ 「 」は

の略）を「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得につながる（「岡高キー・コンピテンシー」の

向上に欠かせない本校 SSH 事業の核として捉え、一層の深化を目指しています。また、探究

AKC 等での課題研究の成果を発表する（「探究活動発表会」を新たに設け、本年度は、研究室

体験研修や米国研修、スーパーサイエンス部の活動等に関する口頭発表、３年生生徒全員に

よるポスター発表等を実施しました。

SSH 第Ⅰ期の平成 14 年 12 月、野依良治氏は本校での SSH 特別講演会で自らが尊敬する寺

田寅彦氏の次の言葉を引用されました。「科学上の知識の真価を知るには科学だけを知った

のでは不充分である。・・・・あらゆる非科学ことに形而上学のようなものと対照し、また

認識論というような鏡に照らして批評的に見た上でなければ科学はほんとうには理解され

るはずがない。」この言葉をもとに、野依氏は岡高生に対し「科学だけに邁進することなく、

広い思想のようなものを身につけてください。」と述べられました。本校といたしましても、

これまでの SSH 事業を通じて培った経験や組織力をもとに、全校生徒対象の課題研究の実施

に向けた指導体制の工夫、とりわけ文型分野の課題研究の指導方法の質を高め「文理融合プ

ログラム」の導入や「岡高リベラルアーツ」に取り組むとともに、成果の普及・還元に努め

つつ、各種事業の更なる充実・発展を図ってまいりたいと考えております。

結びに、御指導を賜りました文部科学省及び国立研究開発法人科学技術振興機構の皆様、

SSH 運営指導委員の方々をはじめ、御支援御協力を賜りましたすべての関係者の皆様方に心

からの敬意と感謝を申し上げます。今後も引き続き御指導御助言を賜りますようお願い申し

上げ、挨拶といたします。

令和７年３月吉日

愛知県立岡崎高等学 校長 髙井 俊直
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別紙様式１ 
愛知県立岡崎高等学校 基礎枠 

先導改革第Ⅰ期 ～

 
❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
① 研究開発課題  
未来社会を切り拓く国際リーダーを育成するための「岡高リベラルアーツ形成・獲得プログラム」

の開発 
② 研究開発の概要  
「岡高リベラルアーツ」を「答えを見いだせていない課題を解決するために獲得した知識及び複

数の視点（総合知）」と定義し、第Ⅳ期に提示した「岡高キー・コンピテンシー」を「岡高リベラ

ルアーツ」の形成・獲得につながる資質・能力として再定義する。岡高キー・コンピテンシーは、

①知識を統合する力、②課題発見力、仮説設定能力、③文章表現力、プレゼンテーション力、英語

コミュニケーション力からなる。

学校設定教科「探究 」や 学校設定科目「 」を中心に、国内外の研修や探究活動発

表会、部活動、科学三昧 あいち等の「 特別課外活動」においても、大学・研究機関・企業

・市との連携を深化させ、「分野融合プログラム」の開発を推進する。これらのプログラムによる

「岡高キー・コンピテンシー」の向上が、「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得につながることを

検証する。

③ 令和６年度実施規模  
 

学科・コース
年生 年生 年生 計

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

普通科
文型

理型

全校生徒 名を の対象生徒とする。
 

④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 
第 年次

（令和 年度（今年度））

・探究 Ⅰ（第 学年）開始。

・ 企画プロジェクトを中心に探究 Ⅱα・βのプログラム（第

学年）開発。

・ 学校設定科目や 特別課外活動で分野融合プログラムの開発

と実践。

・大学や研究機関の研究者による発表指導を導入（文型・理型）。

・データサイエンスに関する教材を開発。

・米国研修の改善、東南アジアと連携した新たな国際研修の開発。

・科学三昧 あいちをハイブリッド開催。

・ 学校設定科目（探究 Ⅰ、 ）や 特別課外活動（分野融

合プログラムを含む）で評価規準表を用いたパフォーマンス評価

の開始。

・「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得を評価するための評価規準
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表の開発。

第 年次

（令和 年度）

・探究 Ⅱα・β（第 学年）開始。

・ 企画プロジェクトを中心に探究 Ⅱα・βのプログラム（第

学年）開発。

・大学や研究機関の研究者による研究指導を導入（文型・理型）。

・大学・研究機関・企業・市と連携しデータサイエンスに関する教

材を開発・実践。

・東南アジアと連携した新たな国際研修の開発。

・科学三昧 あいちの公開規模を「東海地区」へ拡大。

・ 学校設定科目（探究 Ⅱα・β（第 学年））で評価規準表

を用いたパフォーマンス評価の開始。

・「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得に関する評価の開始。

第 年次

（令和 年度）

・探究 Ⅱα・β（第 学年）開始。

・東南アジアと連携した新たな国際研修の実施。

・科学三昧 あいちの公開規模を「全国区」へ拡大。

・探究 Ⅱα・β、分野融合プログラムの教材や研修実践例等を学

校ホームページ上で公開。

・ 学校設定科目（探究 Ⅱα・β（第 学年））で評価規準表

を用いたパフォーマンス評価の開始。

・「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得に関する評価の分析。

・ 年間の成果と課題の分析。

 
○教育課程上の特例 

学習指導要領の基準によらない教育課程上の特例は以下のとおりである。

学科・コース
開設する

科目名
単位数 代替科目名 単位数 対象

普通科 物理Ⅰ 物理基礎 第 学年

普通科 化学Ⅰ 化学基礎 第 学年

普通科 生物Ⅰ 生物基礎 第 学年

普通科 英語Ⅰ 英語コミュニケーションⅠ 第 学年

普通科 情報 情報Ⅰ 第 学年

普通科 探究 Ⅰ 総合的な探究の時間 第 学年

普通科 探究 Ⅱ 総合的な探究の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱ 総合的な探究の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱα 総合的な探究の時間 第 学年文型

普通科 探究 Ⅱα 総合的な探究の時間 第 学年文型

普通科 探究 Ⅱβ 総合的な探究の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱβ 総合的な探究の時間 第 学年理型

学校設定教科「探究 」の とは、 を表し、 学校

設定科目の の は 、 を、 は 、 をそれぞれ表している。

なお、探究 Ⅱα・βは令和 年度より開講予定。
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○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
令和 年度に実施した 学校設定教科・科目は以下のとおりである。

第 学年 探究 AKCⅠ、 物理Ⅰ、 生物Ⅰ、 英語Ⅰ、 情報

第 学年 探究 AKCⅡ、 数学、 物理Ⅱ、 化学Ⅰ、 化学Ⅱ、 生物Ⅰ、 生物Ⅱ、

英語Ⅱ

第 学年 探究 AKCⅡ、 物理Ⅱ、 化学Ⅱ、 生物Ⅱ、 化学生物

このうち、課題研究に関するものは下表のとおりである。

学科・コース 年生 年生 年生 対象

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数

普通科 探究 Ⅰ 探究 Ⅱ 探究 Ⅱ
年全員

･ 年理型全員

 
○具体的な研究事項・活動内容 
以下のうち、 ～ は 学校設定科目、 ～ は 特別課外活動である。

探究 Ⅰ、探究 Ⅱ、探究 Ⅱα・β

課題研究を主軸とした多教科連携の 学校設定科目である。今年度は、探究 AKCⅠ（第 学年）

において、紙と糊の不思議、科学的思考、 枚カードと数当てゲーム、紙コップの不思議、論理的

思考、科学と社会に関するディベート、分野融合基礎プログラム、実験データの取り方、理科に関

する課題研究等を実施した。探究 AKCⅡ（第 学年）において、 年の課題研究の振り返り、批判

的思考、課題発見力、課題研究、データの分析、ポスター・論文作成、成果発表会、 年生課題研

究発表会への参加等を実施した。探究 AKCⅡ（第 学年）において、ポスター・論文修正、発表準

備、探究活動発表会での発表、探究活動発表会の振り返り、高度な理数探究活動（回転体の運動、

滴定曲線とその応用、メダカの遺伝子分析）、分野融合プログラム（南海トラフ巨大地震）を実施

した。

探究 AKCⅡ（第 学年理型）の「課題研究」、探究 AKCⅡ（第 学年理型）の「探究活動発表会

での発表」では、自然科学研究機構の研究者による指導を導入している。また、探究 Ⅰ（第

学年）・Ⅱ（第 ・ 学年）において、さくらサイエンスプログラムと連動した国際プログラムも

実施した。令和７年度以降に開講予定の探究 Ⅱα（第 ・ 学年文型）に関しては、 企画プ

ロジェクトを中心に教材開発を行うとともに、名古屋大学（令和 年度に文型の課題研究指導のた

めの「学術コンサルティング」を締結）との連携を活かし、名古屋大学の研究者・大学院生による

課題研究指導や探究活動発表会での発表指導等を試行的に実施した。

数学

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な内容、分野融合を含む内容を扱う数学科の

学校設定科目である。今年度は、探究 AKCⅡと連携した授業実践を行った。

物理Ⅰ、 物理Ⅱ、 化学Ⅰ、 化学Ⅱ、 生物Ⅰ、 生物Ⅱ、 化学生物

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な内容、分野融合を含む内容を扱う理科の

学校設定科目である。今年度は、探究 AKCⅠ・探究 AKCⅡ・ 英語Ⅱ・数学Ⅱ・公共・音楽Ⅰと連

携した授業実践を行った。また、 物理Ⅱと 生物Ⅱで連携し、自然科学研究機構（基礎生物学

研究所・分子科学研究所）の研究者による出前講座を実施した。

 

表の開発。
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材を開発・実践。

・東南アジアと連携した新たな国際研修の開発。

・科学三昧 あいちの公開規模を「東海地区」へ拡大。

・ 学校設定科目（探究 Ⅱα・β（第 学年））で評価規準表

を用いたパフォーマンス評価の開始。

・「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得に関する評価の開始。

第 年次

（令和 年度）

・探究 Ⅱα・β（第 学年）開始。

・東南アジアと連携した新たな国際研修の実施。

・科学三昧 あいちの公開規模を「全国区」へ拡大。

・探究 Ⅱα・β、分野融合プログラムの教材や研修実践例等を学

校ホームページ上で公開。

・ 学校設定科目（探究 Ⅱα・β（第 学年））で評価規準表

を用いたパフォーマンス評価の開始。

・「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得に関する評価の分析。

・ 年間の成果と課題の分析。

 
○教育課程上の特例 

学習指導要領の基準によらない教育課程上の特例は以下のとおりである。

学科・コース
開設する

科目名
単位数 代替科目名 単位数 対象

普通科 物理Ⅰ 物理基礎 第 学年

普通科 化学Ⅰ 化学基礎 第 学年

普通科 生物Ⅰ 生物基礎 第 学年

普通科 英語Ⅰ 英語コミュニケーションⅠ 第 学年

普通科 情報 情報Ⅰ 第 学年

普通科 探究 Ⅰ 総合的な探究の時間 第 学年

普通科 探究 Ⅱ 総合的な探究の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱ 総合的な探究の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱα 総合的な探究の時間 第 学年文型

普通科 探究 Ⅱα 総合的な探究の時間 第 学年文型

普通科 探究 Ⅱβ 総合的な探究の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱβ 総合的な探究の時間 第 学年理型

学校設定教科「探究 」の とは、 を表し、 学校

設定科目の の は 、 を、 は 、 をそれぞれ表している。

なお、探究 Ⅱα・βは令和 年度より開講予定。
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英語Ⅰ、 英語Ⅱ

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な内容、分野融合を含む内容を扱う外国語科の

学校設定科目である。今年度は、探究 AKCⅠ・探究 AKCⅡ・ 化学Ⅰと連携した授業実践を行

った。

情報

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な内容、分野融合を含む内容を扱う情報科の

学校設定科目である。今年度は、探究 AKCⅠと連携した授業実践を行った。

米国研修

国際研修のうち、米国の大学、高校、博物館等で実施する研修である。今年度は、ハーバード大

学・マサチューセッツ工科大学（ ）・スミソニアン博物館群・ 等

において、研究室訪問や資料に関する英語プレゼンテーション、課題研究発表、授業参加、ホーム

ステイ等の研修を行う予定である。事前研修として、校内での 研修やポスター作成、発表練習

等を行った。

研修（ 研修）

国際研修のうち、外国出身の様々な分野の研究者や留学生、または本校英語教員を講師とした小

規模の講義・実習である。今年度は、 として名古屋大学機能有機化学研究室の研究

者による研修、 として名古屋大学大学院の留学生による分野融合に関す

る研修を実施した。

さくらサイエンスプログラム

科学技術振興機構（ ）が主催する事業で、国際研修の一環として実施した。アジア出身の海

外高校生 名を本校に受け入れ、本校生徒と合同で 特別講演会やランチタイム交流、合同研

究発表会、国際交流プログラム、部活動交流等を行った。 特別講演会では、名古屋大学未来材

料・システム研究所未来エレクトロニクス集積研究センターの天野浩センター長／教授による講演

『 ～

』を実施した。

研究室体験研修

東京大学等の研究室にて高度な課題研究を行うものである。今年度は、東京大学大学院 研究室

（工学系研究科、農学生命科学研究科）にて 名の生徒が 泊 日で研究を行った。また、東京大

学大学院農学生命科学研究科の研究者による出張講義も実施した。

研究施設・企業訪問研修

東海地区や茨城県つくば市等の研究施設・企業の見学実習である。今年度は、竹本油脂や 、

地図と測量の科学館、食と農の科学館、サイバーダインスタジオ、筑波宇宙センター（ ）、地

質標本館にて研修を行った。第 学年の研修に関しては、分野融合プログラムを導入し、初めて文

型・理型合同で実施した。また、第 学年全生徒を対象に、筑波大学の研究者によるオンライン講

義を実施した。

探究活動発表会

生徒の課題研究の成果発表会、及び国際的に活躍する科学技術系研究者による講演（今年度はさ
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くらサイエンスプログラムの一環として実施）である。今年度は、第 学年生徒全員によるポスタ

ー発表（文型：文系総合（ 件）、理型：探究 AKCⅡ（ 件））、各種研修参加者によるポスタ

ー発表（ 件）、代表生徒による口頭発表（探究 Ⅱ、文系総合、研究室体験研修、米国研修、

スーパーサイエンス部）を実施した（英語発表 件）。自然科学研究機構や名古屋大学の研究者

による発表指導も実施している。今年度は公開範囲を拡大し、高校関係者だけではなく、 年生保

護者や中学校関係者への公開を行った。

部活動（スーパーサイエンス部、数学部）

部員による探究活動を中心とした部活動である。各種発表会や科学コンテスト、科学オリンピッ

ク、本校主催の 事業、他校主催の 事業、地域の講演会・イベント等へも参加した。スーパ

ーサイエンス部は テーマ（物理班 件、化学班 件、生物班 件、北山湿地班 件）、数学部

は テーマについて研究を行った。また、学習会や調査会を開催し、部員以外の生徒や他校の生徒

・教員、一般市民も参加した。

科学三昧 あいち

愛知県の高校生を中心とした科学研究の発表会である。今年度は、 （水）に自然科学研究

機構岡崎コンファレンスセンターにて実施した。参加者数は 名（高校生 名、高校職員

名、教育委員会等 名、大学・研究機関・企業等 名）、発表件数は 件（高校生ポスター

件（うち英語 件）、高校生口頭 件（うち英語 件）、大学・研究機関・企業等 件）であ

った。今年度は初めてハイブリッド形式で開催し、会場での口頭発表を全国に向けてオンライン配

信した（アーカイブを カ月間公開）。動画の視聴申込者数は 名（うち県外 名）、動画視

聴回数は 回だった。

 
⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

大学・研究機関等と連携した課題研究指導

探究 における課題研究について、第Ⅳ期では理型の成果発表時にのみ研究者による指導を実

施していた。令和 年度は、理型の全生徒を対象に、課題研究の計画書を作成する段階でも自然科

学研究機構の研究者による指導を導入した。文型においても、名古屋大学と契約した「学術コンサ

ルティング」を活かし、令和 年度の「探究 Ⅱα」開講に向けて、特別講義や研究指導（問い

の立て方）、発表指導等のプログラムを試行的に実施することができた。

分野融合プログラムの開発と体系的な実践

学校設定科目や 特別課外活動において、複数の分野融合プログラムを開発して実践した。

特に探究 Ⅰ（第 学年）では、複数の教科の教員が連携して「分野融合基礎プログラム」を開

発し、学年単位で体系的に実践することができた。また、国際研修（米国研修・ 研修）や研究

施設・企業訪問研修（第 学年）、探究活動発表会等も内容を発展させ、分野融合を意識したプロ

グラムを積極的に導入した。パフォーマンス評価やアンケート調査の結果より、これらのプログラ

ムを通して多くの生徒が「複数の視点」を獲得したと判断できる。

新たな国際研修（さくらサイエンスプログラム・ ）の実施

さくらサイエンスプログラムでは、探究 Ⅰ（第 学年）において国際交流プログラム「ブラ

ックボックス」を開発し、海外高校生と合同で探究活動を行った。第 学年（文型・理型）は、海

外高校生と合同で課題研究発表会を実施し、文系総合や探究 Ⅱ、各種研修で取り組んだ課題研

 

英語Ⅰ、 英語Ⅱ

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な内容、分野融合を含む内容を扱う外国語科の

学校設定科目である。今年度は、探究 AKCⅠ・探究 AKCⅡ・ 化学Ⅰと連携した授業実践を行

った。

情報

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な内容、分野融合を含む内容を扱う情報科の

学校設定科目である。今年度は、探究 AKCⅠと連携した授業実践を行った。

米国研修

国際研修のうち、米国の大学、高校、博物館等で実施する研修である。今年度は、ハーバード大

学・マサチューセッツ工科大学（ ）・スミソニアン博物館群・ 等

において、研究室訪問や資料に関する英語プレゼンテーション、課題研究発表、授業参加、ホーム

ステイ等の研修を行う予定である。事前研修として、校内での 研修やポスター作成、発表練習

等を行った。

研修（ 研修）

国際研修のうち、外国出身の様々な分野の研究者や留学生、または本校英語教員を講師とした小

規模の講義・実習である。今年度は、 として名古屋大学機能有機化学研究室の研究

者による研修、 として名古屋大学大学院の留学生による分野融合に関す

る研修を実施した。

さくらサイエンスプログラム

科学技術振興機構（ ）が主催する事業で、国際研修の一環として実施した。アジア出身の海

外高校生 名を本校に受け入れ、本校生徒と合同で 特別講演会やランチタイム交流、合同研

究発表会、国際交流プログラム、部活動交流等を行った。 特別講演会では、名古屋大学未来材

料・システム研究所未来エレクトロニクス集積研究センターの天野浩センター長／教授による講演

『 ～

』を実施した。

研究室体験研修

東京大学等の研究室にて高度な課題研究を行うものである。今年度は、東京大学大学院 研究室

（工学系研究科、農学生命科学研究科）にて 名の生徒が 泊 日で研究を行った。また、東京大

学大学院農学生命科学研究科の研究者による出張講義も実施した。

研究施設・企業訪問研修

東海地区や茨城県つくば市等の研究施設・企業の見学実習である。今年度は、竹本油脂や 、

地図と測量の科学館、食と農の科学館、サイバーダインスタジオ、筑波宇宙センター（ ）、地

質標本館にて研修を行った。第 学年の研修に関しては、分野融合プログラムを導入し、初めて文

型・理型合同で実施した。また、第 学年全生徒を対象に、筑波大学の研究者によるオンライン講

義を実施した。

探究活動発表会

生徒の課題研究の成果発表会、及び国際的に活躍する科学技術系研究者による講演（今年度はさ
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究の成果を英語で発表した。また、 研修の一環として新たに「 」を企

画し、出身や研究分野（文理を含む）の異なる複数の講師を招き、少人数形式のグループワーク実

習も実施した。これらの国際研修を通し、生徒の「国際性」が大きく向上した。

科学三昧 あいちのハイブリッド開催

従来のポスター発表やブース発表に加え、高校生による口頭発表を実施し、会場での口頭発表を

全国に向けてオンライン配信した（アーカイブを カ月間公開）。発表件数は 件（高校生ポス

ター 件、高校生口頭 件、大学・研究機関・企業等 件）で、会場参加者数は 名（高校

生 名、高校職員 名、教育委員会等 名、大学・研究機関・企業等 名）、配信動画の視

聴申込者数は 名、動画視聴回数は 回だった。今年度の発表者や配信動画の視聴申込者の中

には、保護者や中学生、県外の高校生・教員、県外の大学・研究機関・企業等の関係者も含まれて

おり、本事業の対象・公開範囲が拡大しつつあるといえる。

生徒の探究活動の研究成果の科学コンテスト等での受賞

今年度は、スーパーサイエンス部の生徒が第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ）

で敢闘賞、第 回 サイエンス大賞で優秀賞（自然科学部門）を受賞した。また、外部プログ

ラム名大みらい育成プロジェクトで 年生 名、名大 で 年生 名が最終ステージに進

出した。名大 で最終ステージに進出した生徒の 名は、サイエンスカンファレンス

で研究発表を行い、全国 位に相当する審査員長特別賞を受賞した。

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

文理合同で実施する研修の充実

今年度は第 学年の研究施設・企業訪問研修に分野融合プログラムを取り入れ、初めて文理合同

で研修を実施することができた。一方で、現段階では理型のみで実施している研修も多い。今後は

より多くの研修に分野融合プログラムを導入し、文理合同で実施できるプログラムに改善すること

で、生徒の岡高キー・コンピテンシーの育成を図りたい。

探究活動におけるテーマ設定法の改善

第Ⅳ期には、探究 等で生徒が主体的に課題研究のテーマ設定を行えるプログラムを開発し

た。これらは岡高キー・コンピテンシーの育成に一定の効果を与えたが、テーマの新規性や発展性

が見えにくいという課題に直面している。また、探究 Ⅱ（第 学年）で実施する分野融合プロ

グラムでは、「核兵器」や「南海トラフ巨大地震」等をテーマに設定してきたが、問題の規模が大

きいため、生徒が具体的な課題や解決策を発見しにくいという問題点がある。

今後は、本校における過去の研究を参照しやすい環境を整えるなどし、テーマの発展につなげた

い。また、講座で共通の課題研究テーマを設定する（❷実施報告書（本文）： 参照）、生徒

により身近なテーマを扱うなどし、解決すべき課題を具体化した上で探究活動に取り組ませること

も検討している。

課題研究の質の向上につながるデータサイエンス教材の開発

探究 Ⅱ（第 ・２学年）や 数学、 情報、 学習会（誤差処理）等でデータサイエン

スに関する教材を開発して実践したが、学習内容を課題研究に活かせている生徒は少ない。今後は

学校設定科目をより強く連動させるとともに、大学・研究機関・企業・市等とも連携してデー
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タサイエンスに関する教材を開発することで、課題研究の質の向上につなげたい。

アジアの高校等と連携した新たな国際研修の開発

「国際性」はやや向上したものの、他の項目と比較し「英語による表現力・国際性」には今年度

も課題が残った。アジアの高校等と連携した新たな国際研修（オンライン研修も含む）の開発、

英語との連携を強化するなど、これらの資質・能力を育成する方策を考える必要がある。

科学コンテストへの出品・科学オリンピックへの出場等の奨励

第Ⅳ期には、探究 での課題研究が学生科学賞や高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ）

等で評価された。ただし、 事業をきっかけにして科学コンテスト・科学オリンピック等に自ら

積極的にチャレンジする生徒の数は多くはない。今後は、このような生徒を増やす方策を検討する

とともに、大学・研究機関・企業・市等とも連携し、科学コンテスト・科学オリンピック参加生徒

に対する指導を充実させていきたい。

「岡高リベラルアーツ」形成・獲得を評価する評価規準表の開発

第Ⅳ期には、「岡高キー・コンピテンシー」を基にした評価規準表（ルーブリック）を開発し、

これらを用いたパフォーマンス評価を実施した。先導的改革型Ⅰ期では、「岡高キー・コンピテン

シー」の向上が「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得につながったかどうか評価できる評価規準表

を開発し、評価を実施する予定である。今年度は、 企画プロジェクトを中心に評価規準の検討

を行ったが、具体的な評価規準を設定するという点で課題が残ったため、引き続き開発を進めてい

きたい。

 
 

 

究の成果を英語で発表した。また、 研修の一環として新たに「 」を企

画し、出身や研究分野（文理を含む）の異なる複数の講師を招き、少人数形式のグループワーク実

習も実施した。これらの国際研修を通し、生徒の「国際性」が大きく向上した。

科学三昧 あいちのハイブリッド開催

従来のポスター発表やブース発表に加え、高校生による口頭発表を実施し、会場での口頭発表を

全国に向けてオンライン配信した（アーカイブを カ月間公開）。発表件数は 件（高校生ポス

ター 件、高校生口頭 件、大学・研究機関・企業等 件）で、会場参加者数は 名（高校

生 名、高校職員 名、教育委員会等 名、大学・研究機関・企業等 名）、配信動画の視

聴申込者数は 名、動画視聴回数は 回だった。今年度の発表者や配信動画の視聴申込者の中

には、保護者や中学生、県外の高校生・教員、県外の大学・研究機関・企業等の関係者も含まれて

おり、本事業の対象・公開範囲が拡大しつつあるといえる。

生徒の探究活動の研究成果の科学コンテスト等での受賞

今年度は、スーパーサイエンス部の生徒が第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ）

で敢闘賞、第 回 サイエンス大賞で優秀賞（自然科学部門）を受賞した。また、外部プログ

ラム名大みらい育成プロジェクトで 年生 名、名大 で 年生 名が最終ステージに進

出した。名大 で最終ステージに進出した生徒の 名は、サイエンスカンファレンス

で研究発表を行い、全国 位に相当する審査員長特別賞を受賞した。

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

文理合同で実施する研修の充実

今年度は第 学年の研究施設・企業訪問研修に分野融合プログラムを取り入れ、初めて文理合同

で研修を実施することができた。一方で、現段階では理型のみで実施している研修も多い。今後は

より多くの研修に分野融合プログラムを導入し、文理合同で実施できるプログラムに改善すること

で、生徒の岡高キー・コンピテンシーの育成を図りたい。

探究活動におけるテーマ設定法の改善

第Ⅳ期には、探究 等で生徒が主体的に課題研究のテーマ設定を行えるプログラムを開発し

た。これらは岡高キー・コンピテンシーの育成に一定の効果を与えたが、テーマの新規性や発展性

が見えにくいという課題に直面している。また、探究 Ⅱ（第 学年）で実施する分野融合プロ

グラムでは、「核兵器」や「南海トラフ巨大地震」等をテーマに設定してきたが、問題の規模が大

きいため、生徒が具体的な課題や解決策を発見しにくいという問題点がある。

今後は、本校における過去の研究を参照しやすい環境を整えるなどし、テーマの発展につなげた

い。また、講座で共通の課題研究テーマを設定する（❷実施報告書（本文）： 参照）、生徒

により身近なテーマを扱うなどし、解決すべき課題を具体化した上で探究活動に取り組ませること

も検討している。

課題研究の質の向上につながるデータサイエンス教材の開発

探究 Ⅱ（第 ・２学年）や 数学、 情報、 学習会（誤差処理）等でデータサイエン

スに関する教材を開発して実践したが、学習内容を課題研究に活かせている生徒は少ない。今後は

学校設定科目をより強く連動させるとともに、大学・研究機関・企業・市等とも連携してデー

－11－



❷ 実施報告書（本文）

① 研究開発の課題

研究開発課題

未来社会を切り拓く国際リーダーを育成するための「岡高リベラルアーツ形成・獲得プログラム」

の開発

研究開発の目標

学校設定教科「探究 」や 学校設定科目「 」を中心に、国内外の研修や探究活動発表

会、部活動、科学三昧 あいち等の「 特別課外活動」においても、大学・研究機関・企業・市と

の連携を深化させ、「分野融合プログラム」の開発を推進する。これらのプログラムにより「岡高キー・

コンピテンシー（①知識を統合する力、②課題発見力・仮説設定能力、③文章表現力・プレゼンテー

ション力・英語コミュニケーション力）」を育成し、「岡高リベラルアーツ（答えを見いだせていない

課題を解決するために獲得した知識及び複数の視点（総合知））」の形成・獲得を図る。

研究開発の仮説

【仮説 】 各種発表会及び研修の発表者及び参加者の層を変えることにより、研究に必要な「岡高

リベラルアーツ」の形成・獲得を図ることができる。

【仮説 】 「分野融合」の取組を促進することにより、科学研究に必要な「岡高リベラルアーツ」

の形成・獲得を図ることができる。

【仮説 】 大学及び研究機関、企業、市との連携を深化させることにより、現代の研究者を取り巻

く諸問題の解決につなげることができる。

未来社会を切り拓く国際リーダーを育成するための「岡高リベラルアーツ形成・獲得プログラム」の開発
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研究テーマとねらい

第Ⅳ期に提示した「岡高キー・コンピテンシー」を「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得につなが

る資質・能力として再定義する。 学校設定教科・科目、 特別課外活動を実施し、「岡高キー・

コンピテンシー」を基にした評価規準表（ルーブリック）を用いたパフォーマンス評価を行う。評価

規準表は、サクセスクライテリアの考え方を参考にして作成し、成功体験を積み上げさせることによ

り岡高キー・コンピテンシーの向上を図る。

縦軸の評価規準の各項目は、岡高キー・コンピテンシーに則した具体的な評価項目を設定した。横

軸の評価基準は、ミニマムサクセスから「＊＊できた」とし、成功体験の積み重ねを図った。左端か

ら右に向かって高評価になっていくのが特徴である。各基準では「十分」「概ね」という表現を避け、

目標を明確化した。

（一般的な従来型の評価規準表）

優秀 普通 努力が必要

項目 □十分に＊＊すること

ができた。

□概ね＊＊することができ

た。

□＊＊することができなか

った。

項目 □十分に＊＊すること

ができた。

□概ね＊＊することができ

た。

□＊＊することができなか

った。

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

（本校が第Ⅳ期 で採用したサクセスクライテリア型の評価規準表）

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

項目 □＊することができた。 □＊＊することができた。 □＊＊＊することができた。

項目 □＊することができた。 □＊＊することができた。 □＊＊＊することができた。

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

教員対象の評価規準表も作成して各 事業を評価するとともに、「岡高キー・コンピテンシー」の

向上が「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得につながったかどうか評価できる評価規準表も開発し、

評価を実施する。

以下は研究テーマと研究のねらいである。 ～ は 学校設定教科・科目、 ～ は 特別課外

活動である。なお、以下の 学校設定教科「探究 」の とは

を指し、 学校設定科目の は と を、 は と を指す。

研究テーマ 研究のねらい

探究 Ⅰ、探究 Ⅱ、探

究 Ⅱα・β

知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プ

レゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成

数学 知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力の育成

❷ 実施報告書（本文）

① 研究開発の課題

研究開発課題

未来社会を切り拓く国際リーダーを育成するための「岡高リベラルアーツ形成・獲得プログラム」

の開発

研究開発の目標

学校設定教科「探究 」や 学校設定科目「 」を中心に、国内外の研修や探究活動発表

会、部活動、科学三昧 あいち等の「 特別課外活動」においても、大学・研究機関・企業・市と

の連携を深化させ、「分野融合プログラム」の開発を推進する。これらのプログラムにより「岡高キー・

コンピテンシー（①知識を統合する力、②課題発見力・仮説設定能力、③文章表現力・プレゼンテー

ション力・英語コミュニケーション力）」を育成し、「岡高リベラルアーツ（答えを見いだせていない

課題を解決するために獲得した知識及び複数の視点（総合知））」の形成・獲得を図る。

研究開発の仮説

【仮説 】 各種発表会及び研修の発表者及び参加者の層を変えることにより、研究に必要な「岡高

リベラルアーツ」の形成・獲得を図ることができる。

【仮説 】 「分野融合」の取組を促進することにより、科学研究に必要な「岡高リベラルアーツ」

の形成・獲得を図ることができる。

【仮説 】 大学及び研究機関、企業、市との連携を深化させることにより、現代の研究者を取り巻

く諸問題の解決につなげることができる。

未来社会を切り拓く国際リーダーを育成するための「岡高リベラルアーツ形成・獲得プログラム」の開発
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物理Ⅰ、 物理Ⅱ

化学Ⅰ、 化学Ⅱ

生物Ⅰ、 生物Ⅱ

化学生物

知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、プレゼンテーシ

ョン力の育成

英語Ⅰ、 英語Ⅱ 知識を統合する力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コ

ミュニケーション力の育成

情報 知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、プレゼンテーシ

ョン力の育成

米国研修 知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーショ

ン力、英語コミュニケーション力の育成

研

修（ 研修）

知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーショ

ン力、英語コミュニケーション力の育成

さくらサイエンスプログラ

ム

知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーショ

ン力、英語コミュニケーション力の育成

研究室体験研修 知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プ

レゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成

研究施設・企業訪問研修 知識を統合する力、課題発見力、プレゼンテーション力の育成

探究活動発表会 知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーショ

ン力、英語コミュニケーション力の育成

部活動（スーパーサイエン

ス部、数学部）

知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プ

レゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成

科学三昧 あいち 知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プ

レゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成
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② 研究開発の経緯

研究テーマ 研究開発の状況（時間的経過）

探究 Ⅰ

探究 Ⅱ（ 年）

探究 Ⅱ（ 年）

探究 Ⅱα・β

学期

学期

学期

学期

学期

学期

学期

学期

～ 学期

紙と糊の不思議、科学的思考、 枚カードと数当てゲー

ム、紙コップの不思議、さくらサイエンスプログラム

論理的思考、科学と社会に関するディベート

分野融合基礎プログラム、実験データの取り方、理科に

関する課題研究

年生の課題研究の振り返り、批判的思考、課題発見力、

さくらサイエンスプログラム

課題研究（テーマ設定、計画、データ分析等含む）

課題研究、ポスター・論文等作成、成果発表会、課題研

究成果発表会（ 年）への参加

ポスター・論文修正、発表練習、発表、探究活動発表会

の振り返り、さくらサイエンスプログラム

高度な理数探究活動、分野融合プログラム

教材開発、大学と連携した試行プログラム

数学 学期

学期

学期

数列

ベクトル、統計的な推測（データサイエンス）

平面上の曲線、複素数平面

物理Ⅰ、 物理Ⅱ

化学Ⅰ、 化学Ⅱ

生物Ⅰ、 生物Ⅱ

化学生物

～ 学期

学期

分野融合授業、探究型実験活動

課題研究の計画立案と実験実施、自然科学研究機構（基

礎生物学研究所・分子科学研究所）出前講座

英語Ⅰ

英語Ⅱ

学期

学期

学期

学期

学期

学期

英語によるプレゼンテーションの構造、基本的スキルの

習得、初歩的なプレゼンテーションの実践

プレゼンテーションの型ごとの特徴の理解、プレゼンテ

ーションおよび質疑応答の実践

プレゼンテーションの型ごとの特徴の理解、プレゼンテ

ーションおよび質疑応答の実践

説得型プレゼンテーションの手法の習得、プレゼンテー

ションの実践

問題解決型プレゼンテーションの手法の習得、プレゼン

テーションの実践

原因結果型プレゼンテーションの手法の習得、プレゼン

テーションの実践

情報 学期

学期

学期

システムとディジタル化、アルゴリズムとプログラミン

グ

情報社会と私たち、メディアとデザイン、ネットワーク

とセキュリティ

データ分析、モデル化とシミュレーション、データベー

ス

米国研修 ～ 月 訪問先への依頼、打合せ

物理Ⅰ、 物理Ⅱ

化学Ⅰ、 化学Ⅱ

生物Ⅰ、 生物Ⅱ

化学生物

知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、プレゼンテーシ

ョン力の育成

英語Ⅰ、 英語Ⅱ 知識を統合する力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コ

ミュニケーション力の育成

情報 知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、プレゼンテーシ

ョン力の育成

米国研修 知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーショ

ン力、英語コミュニケーション力の育成

研

修（ 研修）

知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーショ

ン力、英語コミュニケーション力の育成

さくらサイエンスプログラ

ム

知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーショ

ン力、英語コミュニケーション力の育成

研究室体験研修 知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プ

レゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成

研究施設・企業訪問研修 知識を統合する力、課題発見力、プレゼンテーション力の育成

探究活動発表会 知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーショ

ン力、英語コミュニケーション力の育成

部活動（スーパーサイエン

ス部、数学部）

知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プ

レゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成

科学三昧 あいち 知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プ

レゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成
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～ 月

～ 月

月

研修内容検討、生徒案内・募集、ガイダンス

事前研修、ポスター作成、発表練習、打ち合わせ

現地研修（予定）、レポート作成、振り返り

研修（

研修）

～ 月

～ 月

月

月

講師との打合せ、生徒案内・募集

本校教員による英語研修（ 回）

の実施

の実施

さくらサイエンスプロ

グラム

～ 月

月

打ち合わせ、研修準備、バディの募集・選出

プログラムの実施（ 特別講演会も含む）

研究室体験研修 ～ 月

～ 月

月

～ 月

研究室・講師への依頼と打合せ、生徒案内・募集

事前研修

研究室体験研修（現地研修・出張講義）の実施

事後指導、論文作成

研究施設・企業訪問研

修

～ 月

月

月

月

訪問先への依頼・打合せ、生徒募集

研究施設・企業訪問研修の実施（ 年）

研究施設・企業訪問研修の中止・延期（ 年文理）

研究施設・企業訪問研修の実施（ 年文理）

研究施設・企業訪問研修（オンライン研修）の実施（ 年

文理）

探究活動発表会 ～ 月

～ 月

月

講師への依頼と打合せ

発表生徒事前指導、資料作成、保護者・外部への案内

探究活動発表会、ポスター発表指導、 特別講演会

部活動 ～ 月 探究活動、各種発表会・ 学習会・科学コンテスト・

科学オリンピック・地域のイベント・北山湿地の保全活

動等への参加

科学三昧 あいち 月

～ 月

～ 月

月

月

あいち 連絡会・あいち科学技術教育推進協議会での

周知

参加校への案内、発表申込、参加申込受付、あいち科学

技術教育推進協議会での周知

プログラム作成、オンライン配信準備、オンライン配信

視聴申込、会場との打合せ

科学三昧準備、発表会、アーカイブの公開

アンケート結果集約、愛知県への報告

－16－



③ 研究開発の内容

令和 年度に実施した課題研究の取組、及び、必要となる教育課程の特例を下表に示す。これらは

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な学習内容の研究、分野融合の研究等を行うために

設定したものである。なお、探究 Ⅱα・βは令和 年度より開講する。

学科・コース 年生 年生 年生 対象

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数

普通科 探究 Ⅰ 探究 Ⅱ 探究 Ⅱ
年全員

･ 年理型全員

学科・コース 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数 対象

普通科 物理Ⅰ 物理基礎 第 学年

普通科 化学Ⅰ 化学基礎 第 学年

普通科 生物Ⅰ 生物基礎 第 学年

普通科 英語Ⅰ 英語コミュニケーションⅠ 第 学年

普通科 情報 情報Ⅰ 第 学年

普通科 探究 Ⅰ 総合的な探究の時間 第 学年

普通科 探究 Ⅱ 総合的な探究の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱ 総合的な探究の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱα 総合的な探究の時間 第 学年文型

普通科 探究 Ⅱα 総合的な探究の時間 第 学年文型

普通科 探究 Ⅱβ 総合的な探究の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱβ 総合的な探究の時間 第 学年理型

探究 Ⅰ

仮説

課題研究を主軸とした多教科連携、生徒自身が課題を設定する課題研究を行うことにより、岡高キ

ー・コンピテンシーのうち、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力を育成

することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「総合的な探究の時間」を 学校設定科目「探究 Ⅰ」として実施した（教育課程の特例）。

課題研究を行うために開設し、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力

を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年全員の 名を対象に、 単位実施した。また、 物理Ⅰ、 生物Ⅰ

と連携した授業を実施した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

～ 月

～ 月

月

研修内容検討、生徒案内・募集、ガイダンス

事前研修、ポスター作成、発表練習、打ち合わせ

現地研修（予定）、レポート作成、振り返り

研修（

研修）

～ 月

～ 月

月

月

講師との打合せ、生徒案内・募集

本校教員による英語研修（ 回）

の実施

の実施

さくらサイエンスプロ

グラム

～ 月

月

打ち合わせ、研修準備、バディの募集・選出

プログラムの実施（ 特別講演会も含む）

研究室体験研修 ～ 月

～ 月

月

～ 月

研究室・講師への依頼と打合せ、生徒案内・募集

事前研修

研究室体験研修（現地研修・出張講義）の実施

事後指導、論文作成

研究施設・企業訪問研

修

～ 月

月

月

月

訪問先への依頼・打合せ、生徒募集

研究施設・企業訪問研修の実施（ 年）

研究施設・企業訪問研修の中止・延期（ 年文理）

研究施設・企業訪問研修の実施（ 年文理）

研究施設・企業訪問研修（オンライン研修）の実施（ 年

文理）

探究活動発表会 ～ 月

～ 月

月

講師への依頼と打合せ

発表生徒事前指導、資料作成、保護者・外部への案内

探究活動発表会、ポスター発表指導、 特別講演会

部活動 ～ 月 探究活動、各種発表会・ 学習会・科学コンテスト・

科学オリンピック・地域のイベント・北山湿地の保全活

動等への参加

科学三昧 あいち 月

～ 月

～ 月

月

月

あいち 連絡会・あいち科学技術教育推進協議会での

周知

参加校への案内、発表申込、参加申込受付、あいち科学

技術教育推進協議会での周知

プログラム作成、オンライン配信準備、オンライン配信

視聴申込、会場との打合せ

科学三昧準備、発表会、アーカイブの公開

アンケート結果集約、愛知県への報告
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学期：紙と糊の不思議、科学的思考（仮説から検証）、 枚カードと数当てゲーム、紙コップの不

思議、海外生徒との交流／ブラックボックス（さくらサイエンスプログラム）

学期：論理的思考、科学と社会に関するディベート

学期：分野融合基礎プログラム、実験計画の立案、理科に関する課題研究、実験データの取り方、

実験結果の発表の仕方

イ 研究内容・手段・方法

全授業において、「教員指導案」、「教員指導資料」、「ワークシート」等を、昨年度までに作成さ

れたものを改訂、または新規作成をすることで、授業担当者で指導内容に差が生じないように配

慮した。

ｱ 学期

学期① 紙と糊の不思議（探究活動 ）

「水糊で紙にしわができるのはなぜか」という疑問を提示し、その疑問を解決するため、グルー

プで仮説（予想）、根拠、仮説を検証するための実験方法を考え、実際に実験をさせた。

学期② 科学的思考（仮説から検証）

実際の研究事例を題材に、生徒自身に仮説から検証までのプロセスを追体験させることにより、

科学的思考を身に付けさせた。その中で自然に「仮説演繹法」の手法を学ぶことができるように配

慮した。

学期③ 枚カードと数当てゲーム

探究のプロセスをモデル化した簡単なゲームをとおして、仮説検証における反証の重要性と確証

バイアスについて学習させた。教材の作成にあたり、戸田山和久（ ）「「科学的思考」のレッス

ン～学校で教えてくれないサイエンス」（ 出版新書）を参考にした。

学期④ 紙コップの不思議（探究活動 ）

「机の上に置いた紙コップにお湯を入れると、机にくもりができるのはなぜか」という疑問を提

示し、グループでその解決方法を考えさせた。その際、「仮説→実験→結果分析・考察」という流れ

を意識させ、探究活動の履歴をワークシートに記録させ、振り返りを行った。

学期⑤ 海外生徒との交流／ブラックボックス（さくらサイエンスプログラム）（探究活動 ）

仮説検証のプロセスの応用例として、ブラックボックスの内部構造を推定する活動を行った。「さ

くらサイエンスプログラム」の一環として来校したアジア諸国の生徒のうち 名（各クラス 名）

との協働活動とし、英語で実施した。ワークシートも英語で作成した。教材の作成にあたり、平成

年度の 教員研修会の内容を参考にした。

ｲ 学期

学期① 論理的思考

様々な題材を通して「論理的」とは何かを考えさせた。物事を論理的に説明するためには、「主題

→根拠→結論（序論→本論→結論）」という流れを意識することや、「前提」を確認することが重要

であると強調した。

学期② 科学と社会に関するディベート

名の班を各クラス 班編成し、各班が設定したテーマを基にしてディベートを実施した。なお、

事前にテーマに関する基本的な状況を議論するとともに、新聞やインターネットを用いた論文検索
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を通して調べ学習を行っている。探究 Ⅰの授業においては、各班でテーマに対する論題を決定

し、立論や反駁等の準備を行った。この時、自分たちの主張が根拠に基づいた「論理的」な主張に

なっているかどうか適宜確認させた。また、実際のディベートの試合は、「ディベート甲子園（全国

ディベート連盟主催）」を参考にして実施した。

ｳ 学期

学期① 分野融合基礎プログラム

分野融合に関する基礎プログラムとして、以下のテーマで活動を行った。

【飛鳥をあすかと読むのはなぜか】 （地理、国語、歴史 等）

先行研究の読解等をとおして、「飛ぶ鳥の」が「あすか」の枕詞であるとの手掛かりを得、

飛鳥をあすかと読む理由を議論させた。そして、古文等を題材に地理学的手法で歴史を論

証する過程を追体験することで、分野融合的な研究を理解できるよう配慮した。教材の作

成にあたり、足利健亮（ ）「地図から読む歴史」（講談社学術文庫）等を参考にした。

【方丈記を様々な角度から見てみよう】 （国語、歴史、理科 等）

方丈記にある文治地震（ ）の記述をもとに、文治地震がプレート内地震ともプレー

ト間地震とも言われていることを念頭に、被害の様子を推察させた。また、歴史的背景を

踏まえつつ当時の都の人々の気持ちを推察させた。教材の作成にあたり、小林一彦（ ）

「 「 分 名著」ブックス 鴨長明 方丈記」（ 出版）等を参考にした。

【ニュース番組の構成を考える】 （理科、情報、国語 等）

「 ニュース おはよう日本」の「おは ／ 」コーナーで紹介されたトピック

を題材に、聞き手に分かりやすく伝えるためのキーワードの順列を議論させ、発表させた。

のホームページから文系的、理系的な発想を必要とするものを選び、令和 年 月

日（金）の分子科学フォーラム「恋愛下手 それじゃ科学は伝わらない～ 何が人をその気

にさせるのか～」（講師：小林隆司氏（国立研究開発法人物質・材料研究機構 広報室室長））

の内容を参考に教材を作成した。

（ 、

）

担当教員 名を 名ずつの チームに分け、それぞれ 企画プロジェクトの教員をチーフと

してチームごとに授業計画の立案と教材の準備を行った。全クラスを 週にわたってローテーショ

ンして授業を実施した。

学期② 実験データの取り方

実験計画の例を提示し、問題点を指摘させるグループワークを実施することで、実験データを取

る際に「変数制御」や「定量的分析」、「誤差」を意識する必要があることを理解させた。また、「湯

治」に関する実験データや、「学力と朝食の関係」に関する調査データを紹介し、「四分割表の利用」

や「相関関係と因果関係」等、実験データを扱う際のポイントを理解させた。

学期③ 理科に関する課題研究

名の班を各クラス 班編成し、理科に関する課題研究を行った。分野は物理と生物の つとし、

各クラスで物理班 班・生物班 班とした。研究テーマや仮説の設定、実験計画の立案は、生徒が

中心となって行い、理科教員を中心に助言を行った。探究 Ⅰの授業で立案した実験計画を基に、

物理Ⅰ及び 生物Ⅰの授業と連携して予備実験と本実験を実施した。その後、探究 Ⅰの授

業において研究の振り返り、ポスターの作成、成果発表会を行った。

学期：紙と糊の不思議、科学的思考（仮説から検証）、 枚カードと数当てゲーム、紙コップの不

思議、海外生徒との交流／ブラックボックス（さくらサイエンスプログラム）

学期：論理的思考、科学と社会に関するディベート

学期：分野融合基礎プログラム、実験計画の立案、理科に関する課題研究、実験データの取り方、

実験結果の発表の仕方

イ 研究内容・手段・方法

全授業において、「教員指導案」、「教員指導資料」、「ワークシート」等を、昨年度までに作成さ

れたものを改訂、または新規作成をすることで、授業担当者で指導内容に差が生じないように配

慮した。

ｱ 学期

学期① 紙と糊の不思議（探究活動 ）

「水糊で紙にしわができるのはなぜか」という疑問を提示し、その疑問を解決するため、グルー

プで仮説（予想）、根拠、仮説を検証するための実験方法を考え、実際に実験をさせた。

学期② 科学的思考（仮説から検証）

実際の研究事例を題材に、生徒自身に仮説から検証までのプロセスを追体験させることにより、

科学的思考を身に付けさせた。その中で自然に「仮説演繹法」の手法を学ぶことができるように配

慮した。

学期③ 枚カードと数当てゲーム

探究のプロセスをモデル化した簡単なゲームをとおして、仮説検証における反証の重要性と確証

バイアスについて学習させた。教材の作成にあたり、戸田山和久（ ）「「科学的思考」のレッス

ン～学校で教えてくれないサイエンス」（ 出版新書）を参考にした。

学期④ 紙コップの不思議（探究活動 ）

「机の上に置いた紙コップにお湯を入れると、机にくもりができるのはなぜか」という疑問を提

示し、グループでその解決方法を考えさせた。その際、「仮説→実験→結果分析・考察」という流れ

を意識させ、探究活動の履歴をワークシートに記録させ、振り返りを行った。

学期⑤ 海外生徒との交流／ブラックボックス（さくらサイエンスプログラム）（探究活動 ）

仮説検証のプロセスの応用例として、ブラックボックスの内部構造を推定する活動を行った。「さ

くらサイエンスプログラム」の一環として来校したアジア諸国の生徒のうち 名（各クラス 名）

との協働活動とし、英語で実施した。ワークシートも英語で作成した。教材の作成にあたり、平成

年度の 教員研修会の内容を参考にした。

ｲ 学期

学期① 論理的思考

様々な題材を通して「論理的」とは何かを考えさせた。物事を論理的に説明するためには、「主題

→根拠→結論（序論→本論→結論）」という流れを意識することや、「前提」を確認することが重要

であると強調した。

学期② 科学と社会に関するディベート

名の班を各クラス 班編成し、各班が設定したテーマを基にしてディベートを実施した。なお、

事前にテーマに関する基本的な状況を議論するとともに、新聞やインターネットを用いた論文検索
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ウ 成果

学期の取組では、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルー

ブリック）を用い、主にワークシート等の成果物で班毎に評価を行った。その結果、仮説設定能

力について、多くの班が「フルサクセス」以上を選択し、教員による評価でも期待した結果が得

られた。また、今年度は「 枚カード」問題について、生徒の仮説設定能力のグループワーク前

後での変容をデータ化し、昨年度の結果と比較することができた（❸関係資料：④参照）。

学期の取組では、 学期と同様にサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて、ワークシ

ート等の成果物で評価を行った。その結果、論理的思考力・表現力について、多くの生徒が「フ

ルサクセス」以上を選択し、教員による評価でも期待した結果が得られた。

学期の取組では、 、 学期と同様にサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて、ポス

ター等の成果物で評価を行う予定である。また、研究成果発表会において、文章表現力・プレゼ

ンテーション力の評価も行う予定である。

探究 Ⅱ（ 年）

仮説

分野別に分かれたより専門性の高い課題研究を行うことにより、岡高キー・コンピテンシーのうち、

知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「総合的な探究の時間」を 学校設定科目「探究 Ⅱ」として実施した（教育課程の特例）。

課題研究を行うために開設し、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力を育

成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年理型生徒 名を対象に、 単位実施した。年間計画の概要は以下の

通りである。

学期： 年次の理科課題研究の振り返り、批判的思考、課題発見力、さくらサイエンスプログラム

学期：課題研究テーマ案発表会、課題研究の実施・検証、データ分析の方法

学期：研究結果の分析、ポスター・論文等作成、課題研究成果発表会、課題研究成果発表会（ 年

生）への参加

イ 研究内容・手段・方法

過年度の年間計画を見直し、「教員指導案」、「教員指導資料」、「ワークシート」等を改良または

新たに作成した。

ｱ 学期

学期① １年次の理科課題研究の振り返り

年次の理科課題研究で作成したポスターを用い、仮説設定や実験方法、結果の分析、考察につ

いての問題点・改善策をグループで協議させ、 年次で行う課題研究で意識すべき点を考えさせた。

学期② 批判的思考（レポート批評）

物理および生物の「課題研究レポート」の例を示し、そのレポートに対する問題点を個々で考え
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させた後、グループで協議させ、クラス全体で共有した。また、「批判的思考」とは何かを考えさせ、

「批判的思考」と１年次に学習した「論理的思考」のつながりについても理解させた。

１学期③ 課題発見力（ブレイン・ストーミング）

「教科書（物理）」を例にブレイン・ストーミングを行い、研究テーマ案を挙げさせた。また、そ

の中から課題研究に適したテーマ案とは何かを考えさせた。

１学期④ 国際交流プログラム（さくらサイエンスプログラム）

「さくらサイエンスプログラム」の一環として来校したアジア諸国の生徒のうち 名（各クラス

～ 名）との国際交流プログラムとして、レクリエーションを行った。企画・運営は生徒が行い、

説明や進行も全て英語で行った。

学期⑤ 課題発見力（数学の研究とは）

「ピザをカットしていく題材」を例に、数学における研究について学ばせた後、ルールを自分た

ちで変更することで研究テーマ案を挙げさせた。

１学期⑥ 課題発見力（研究テーマ設定）

課題研究を行う分野（数学・化学・物理・生物）の講座ごとに分かれ、「ブレイン・ストーミング」

や「マインドマップ」等の手法を用い、「探究活動発表会」での発表も参考にテーマ案を考えさせた。

ｲ 学期

学期① 課題研究テーマ案発表会

各自で考えた研究テーマ案を講座ごとに発表させ、興味・関心が近い者同士で課題研究班を編成

させた。 班あたり原則 名以下とした。

学期② 課題研究計画書の作成

課題研究班で各自のテーマ案を協議し、班の研究テーマを設定させた。文献・先行研究の調べ方

を指導した上で、設定したテーマについて「課題研究計画書」を作成させた。

学期③ 課題研究計画書の修正

自然科学研究機構の 名の研究者に来校していただき、全班を対象として課題研究計画について

直接指導をいただいた。

学期④ 課題研究の実施・検証

『「課題研究計画書」に基づいた研究（実験）→検証（振り返り）と研究計画の再構築』のサイク

ルを計 ～ 回実施した。理科の実験時には「実験ノート」、検証時には「検証シート」を書くよう

に指導し、「検証シート」の添削を通して班ごとの指導を行った。

学期⑤ データ分析の方法

課題研究の進行に合わせて、実験データの分析法として、「カイ 乗検定」、「測定誤差の計算法」、

「Ｑ検定」についてワークシートを用いて理解させた。

ｳ 学期

学期① 研究結果の分析・研究要旨作成

学期に実施した課題研究の結果を再度分析させ、課題研究の「要旨」を作成させた。提出され

た「要旨」を基に、担当教員による指導を行った。

学期② 日本語ポスター作成・課題研究成果発表会

要旨の修正を行った後に、研究成果を「日本語ポスター」にまとめさせ、講座ごとに課題研究成

果発表会を行った。

学期③ 日本語ポスター修正・日本語論文作成

ウ 成果

学期の取組では、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルー

ブリック）を用い、主にワークシート等の成果物で班毎に評価を行った。その結果、仮説設定能

力について、多くの班が「フルサクセス」以上を選択し、教員による評価でも期待した結果が得

られた。また、今年度は「 枚カード」問題について、生徒の仮説設定能力のグループワーク前

後での変容をデータ化し、昨年度の結果と比較することができた（❸関係資料：④参照）。

学期の取組では、 学期と同様にサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて、ワークシ

ート等の成果物で評価を行った。その結果、論理的思考力・表現力について、多くの生徒が「フ

ルサクセス」以上を選択し、教員による評価でも期待した結果が得られた。

学期の取組では、 、 学期と同様にサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて、ポス

ター等の成果物で評価を行う予定である。また、研究成果発表会において、文章表現力・プレゼ

ンテーション力の評価も行う予定である。

探究 Ⅱ（ 年）

仮説

分野別に分かれたより専門性の高い課題研究を行うことにより、岡高キー・コンピテンシーのうち、

知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「総合的な探究の時間」を 学校設定科目「探究 Ⅱ」として実施した（教育課程の特例）。

課題研究を行うために開設し、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力を育

成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年理型生徒 名を対象に、 単位実施した。年間計画の概要は以下の

通りである。

学期： 年次の理科課題研究の振り返り、批判的思考、課題発見力、さくらサイエンスプログラム

学期：課題研究テーマ案発表会、課題研究の実施・検証、データ分析の方法

学期：研究結果の分析、ポスター・論文等作成、課題研究成果発表会、課題研究成果発表会（ 年

生）への参加

イ 研究内容・手段・方法

過年度の年間計画を見直し、「教員指導案」、「教員指導資料」、「ワークシート」等を改良または

新たに作成した。

ｱ 学期

学期① １年次の理科課題研究の振り返り

年次の理科課題研究で作成したポスターを用い、仮説設定や実験方法、結果の分析、考察につ

いての問題点・改善策をグループで協議させ、 年次で行う課題研究で意識すべき点を考えさせた。

学期② 批判的思考（レポート批評）

物理および生物の「課題研究レポート」の例を示し、そのレポートに対する問題点を個々で考え
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成果発表会にて他の班の生徒や教員から指摘された点を参考に、「日本語ポスター」の内容の改善

を行った。また、「日本語ポスター」を基に「論文」を作成させた。

学期④ 課題研究成果発表会（１年生）への参加

年生による課題研究成果発表会において、学年の異なる生徒たちと双方向で議論し、研究の伝

え方を学んだ。

ウ 成果

学期の批判的思考および課題発見力の育成の取組により、課題研究のテーマ設定では多くの

班が検証可能で具体的なテーマを設定することができた。 学期は、大学・研究機関との連携と

して、自然科学研究機構の 名の研究員による課題研究計画書の修正に指導をいただいた。また

「検証シート」の添削等を通して、各班の進捗状況を把握し、生徒と密に連携して指導をするこ

とができた。その結果、各講座の特性にあった指導をすることができるようになり、各講座の担

当者が主体的に内容の改善を行えるようになった。一方で、「岡高キー・コンピテンシー」をはじ

めとした目標だけでなく、各講座での具体的な取り組みを担当者間で共有することで、良い取り

組みは全体で実施するなど、講座間での連携をとり一体感を持って進めていくことができた。

また、今年度は物理のうち 講座で試行的な取組を行った。共通の課題研究テーマ「𝑔𝑔の測定

～目指せ！有効数字 桁」を設け、講座全体で取り組ませた。初めに予備実験（斜面上の台車の

落下時間の測定、単振り子の周期の測定）とその処理（誤差処理、有効数字の検討）を行った後、

各班が独自に工夫して精度を高めていくものである。始めるときのテーマ自体は教員側が与える

ものではあったが、解決すべき問題を明確にしやすいため、生徒たちはよく議論し試行錯誤を繰

り返しながら取り組んでいた。生徒の課題発見力と仮説設定能力を育成するためには、有効な方

法の一つだと確信することができた。

学期の取組では、「要旨」および「日本語ポスター」の添削等を通して丁寧に指導を行った結

果、多くの班が自分たちの研究成果を論理的にまとめることができている。

課題研究全般の取組に関して、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテ

リア（ルーブリック）を用い、成果物である「要旨」および「日本語ポスター」を基に評価を行

う予定である。

探究 Ⅱ（ 年）

仮説

専門性の高い課題研究の内容について英語で発表を行ったり、高度な内容についての実験を行った

り、明確な答えのない問題に対して多様な意見に触れたりすることにより、岡高キー・コンピテンシ

ーのうち、知識を統合する力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することが

できる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「総合的な探究の時間」を 学校設定科目「探究 Ⅱ」として実施した（教育課程の特例）。

課題研究等を行うために開設し、知識を統合する力、プレゼンテーション力、英語コミュニケー

ション力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年理型生徒 名を対象に、 単位実施した。年間指導計画の概要は以

成果発表会にて他の班の生徒や教員から指摘された点を参考に、「日本語ポスター」の内容の改善

を行った。また、「日本語ポスター」を基に「論文」を作成させた。

学期④ 課題研究成果発表会（１年生）への参加

年生による課題研究成果発表会において、学年の異なる生徒たちと双方向で議論し、研究の伝

え方を学んだ。

ウ 成果

 学期の批判的思考および課題発見力の育成の取組により、課題研究のテーマ設定では多くの

班が検証可能で具体的なテーマを設定することができた。  学期は、大学・研究機関との連携と

して、自然科学研究機構の 名の研究者による課題研究計画書の修正に指導をいただいた。また

「検証シート」の添削等を通して、各班の進捗状況を把握し、生徒と密に連携して指導をするこ

とができた。その結果、各講座の特性にあった指導をすることができるようになり、各講座の担

当者が主体的に内容の改善を行えるようになった。一方で、「岡高キー・コンピテンシー」をは

じめとした目標だけでなく、各講座での具体的な取り組みを担当者間で共有することで、良い取

り組みは全体で実施するなど、講座間での連携をとり一体感を持って進めていくことができた。

また、今年度は物理のうち  講座で試行的な取組を行った。共通の課題研究テーマ「𝑔𝑔の測

定～目指せ！有効数字 桁」を設け、講座全体で取り組ませた。初めに予備実験（斜面上の台車

の落下時間の測定、単振り子の周期の測定）とその処理（誤差処理、有効数字の検討）を行った

後、各班が独自に工夫して精度を高めていくものである。始めるときのテーマ自体は教員側が与

えるものではあったが、解決すべき問題を明確にしやすいため、生徒たちはよく議論し試行錯誤

を繰り返しながら取り組んでいた。生徒の課題発見力と仮説設定能力を育成するためには、有効

な方法の一つだと確信することができた。

学期の取組では、「要旨」および「日本語ポスター」の添削等を通して丁寧に指導を行った

結果、多くの班が自分たちの研究成果を論理的にまとめることができている。

課題研究全般の取組に関して、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテ

リア（ルーブリック）を用い、成果物である「要旨」および「日本語ポスター」を基に評価を行

う予定である。

探究 Ⅱ（ 年）

仮説

専門性の高い課題研究の内容について英語で発表を行ったり、高度な内容についての実験を行った

り、明確な答えのない問題に対して多様な意見に触れたりすることにより、岡高キー・コンピテンシ

ーのうち、知識を統合する力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することが

できる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「総合的な探究の時間」を 学校設定科目「探究 Ⅱ」として実施した（教育課程の特例）。

課題研究等を行うために開設し、知識を統合する力、プレゼンテーション力、英語コミュニケー

ション力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年理型生徒 名を対象に、 単位実施した。年間指導計画の概要は以
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下のとおりである。

学期：「探究活動発表会」に向けた発表原稿等の作成、発表練習、「探究活動発表会」での発表、

「探究活動発表会」の振り返り、さくらサイエンスプログラム

学期：高度な理数探究活動、分野融合プログラム「南海トラフ巨大地震」

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 学期（①～⑨）

授業ごとに「教員指導案」を作成し、担当者で指導内容に差がでないよう配慮した。

学期は、 年次に班で行った課題研究の成果を「探究活動発表会」で発表するための準備を

行った。新たな取り組みとして、令和 年度の「探究活動発表会」では、基本は日本語での発

表とするが、希望した班は英語での発表に挑戦し、英語担当教員も英語ポスターの添削及び発

表練習の指導に加わるという形態とし、持続可能な指導形態を模索した。「探究活動発表会」の

発表では、各講座を担当した理科・数学と英語の教員で各班の取組の評価を行った。また、生

徒にはサクセスクライテリアに基づくルーブリックを提示し、自己評価を行わせた。

学期①② ポスター・論文の修正

年次に作成させたポスター（日本語又は英語）、及び論文（日本語）について、理科・数学及び

英語担当教員が添削したものを返却し、修正させた。多くの班は を効果的に活用し、作業の

分担をしていた。

学期③④ 発表準備（発表原稿・補助資料の作成）

完成させたポスターや論文を基に、発表原稿を作成させた。また、必要に応じて発表補助資料（ス

ライドや語彙リストなど）を作成させた。英語発表の班については、日本語で原稿を作成させたの

ち、英語の原稿を作成させた。発表原稿が早めに完成した班については、班どうしで発表練習を行

わせ、意味の伝わりにくい箇所や表現の整合性のとれない箇所を指摘し合った。

学期⑤⑥ 発表練習

週にかけて、各班一度ずつ、理科・数学担当教員（英語発表班については英語担当教員も同席）

の前で発表練習を行わせ、指導を行った。出番ではない班については、同じ分野の班どうしで発表

練習を行わせ、問題点を指摘し合った。

学期 「探究活動発表会」での発表

月 日（火）に実施した「探究活動発表会」において、全ての班が日本語、または英語で課題

研究の成果をポスター発表した。探究 Ⅱの代表班（物理班）に関しては、全校生徒の前で口頭

発表も行った。聴者は評価シートを用い、発表者に対する評価を行った。

学期⑦ 「探究活動発表会」の振り返り

「探究活動発表会」でのポスター発表及び 年次から行った課題研究全体の振り返り活動を行っ

た。サクセスクライテリアに基づくルーブリックを活用し、自己評価と班評価を行わせた。

１学期⑧⑨ 合同研究発表会（さくらサイエンスプログラム）

「探究活動発表会」で英語発表した班のうち発表を希望した班が、「さくらサイエンスプログラ

ム」の合同研究発表会にてポスター発表を行った。

成果発表会にて他の班の生徒や教員から指摘された点を参考に、「日本語ポスター」の内容の改善

を行った。また、「日本語ポスター」を基に「論文」を作成させた。

学期④ 課題研究成果発表会（１年生）への参加

年生による課題研究成果発表会において、学年の異なる生徒たちと双方向で議論し、研究の伝

え方を学んだ。

ウ 成果

学期の批判的思考および課題発見力の育成の取組により、課題研究のテーマ設定では多くの

班が検証可能で具体的なテーマを設定することができた。 学期は、大学・研究機関との連携と

して、自然科学研究機構の 名の研究員による課題研究計画書の修正に指導をいただいた。また

「検証シート」の添削等を通して、各班の進捗状況を把握し、生徒と密に連携して指導をするこ

とができた。その結果、各講座の特性にあった指導をすることができるようになり、各講座の担

当者が主体的に内容の改善を行えるようになった。一方で、「岡高キー・コンピテンシー」をはじ

めとした目標だけでなく、各講座での具体的な取り組みを担当者間で共有することで、良い取り

組みは全体で実施するなど、講座間での連携をとり一体感を持って進めていくことができた。

また、今年度は物理のうち 講座で試行的な取組を行った。共通の課題研究テーマ「𝑔𝑔の測定

～目指せ！有効数字 桁」を設け、講座全体で取り組ませた。初めに予備実験（斜面上の台車の

落下時間の測定、単振り子の周期の測定）とその処理（誤差処理、有効数字の検討）を行った後、

各班が独自に工夫して精度を高めていくものである。始めるときのテーマ自体は教員側が与える

ものではあったが、解決すべき問題を明確にしやすいため、生徒たちはよく議論し試行錯誤を繰

り返しながら取り組んでいた。生徒の課題発見力と仮説設定能力を育成するためには、有効な方

法の一つだと確信することができた。

学期の取組では、「要旨」および「日本語ポスター」の添削等を通して丁寧に指導を行った結

果、多くの班が自分たちの研究成果を論理的にまとめることができている。

課題研究全般の取組に関して、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテ

リア（ルーブリック）を用い、成果物である「要旨」および「日本語ポスター」を基に評価を行

う予定である。

探究 Ⅱ（ 年）

仮説

専門性の高い課題研究の内容について英語で発表を行ったり、高度な内容についての実験を行った

り、明確な答えのない問題に対して多様な意見に触れたりすることにより、岡高キー・コンピテンシ

ーのうち、知識を統合する力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することが

できる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「総合的な探究の時間」を 学校設定科目「探究 Ⅱ」として実施した（教育課程の特例）。

課題研究等を行うために開設し、知識を統合する力、プレゼンテーション力、英語コミュニケー

ション力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年理型生徒 名を対象に、 単位実施した。年間指導計画の概要は以
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ｲ 学期（前半：①～⑥）

課題研究等で身に付けたスキルを基にした高度な理数探究活動を行った。

（計 回：化学 回、物理・生物 回）

化学分野 滴定曲線とその応用

酢酸と水酸化ナトリウム水溶液を用いた「滴定曲線の作成実験」を基に、その結果からわかる実

験の本来の目的について考察し、レポートにまとめた。また、酢酸の代わりに別の酸性物質を用い

た実験計画（目的・仮説・実験方法）を立て、その結果について考察し、レポートにまとめた。

物理分野 回転体の運動

角運動量、慣性モーメント、回転運動の運動方程式とエネルギーについて学習した。その上で実

験を行い、輪・円盤・球殻・球が斜面を転がる加速度を計測し、その結果について考察を行った。

また、統計誤差・誤差の伝搬について学び、数学的なアプローチでデータの分析を行った。データ

の分析には、生徒全員に配付されたタブレット を利用した。

生物分野 メダカの遺伝子分析 ～チトクローム 遺伝子の地理的な変異～

制限酵素処理を含む による 分析の基礎を学ぶ実験を行った。その過程で、ミトコ

ンドリア の学習、 の抽出、 反応（ の増幅）、電気泳動等の分子生物学的基本操作を

一通り学習した。また得られた結果をグループ内で考察し、論文のデータと比較してレポートにま

とめた。

ｳ 学期（後半：⑦～⑩）

探究 の集大成として、「南海トラフ巨大地震」をテーマに、様々な視点をもって社会問題

と向き合うことの重要性を考えさせる「分野融合プログラム」を実施した。

学期⑦ 分野融合プログラム①

「南海トラフ巨大地震」（ ）を視聴させ、南海トラフ地震についての基本的情報を学ばせると

ともに、感じたことを各自で記録させた。授業は文型・理型に分かれて実施した。

学期⑧ 分野融合プログラム②

分野融合プログラム①で感じたことを班で共有させた。また、南海トラフ地震が起きたときに生

じる課題とその解決策を考えさせた。授業は文型・理型に分かれて実施した。

学期⑨ 分野融合プログラム③

分野融合プログラム②で挙げた課題と問題点について、文理融合班で共有させた。その後、「紙で

できた避難所」（ × ）を視聴させ、地震に関する問題への新たな視点を与えた。

学期⑩ 分野融合プログラム④

分野融合プログラム③と同じ文理融合班で、最も関心のある地震に関する問題を一つ選択させ、

その解決策を議論させた。その際、分野融合を意識し、多角的に解決策を挙げさせた。議論した内

容を班ごとにホワイトボードにまとめさせ、各教室で発表させた。ホワイトボードについては、

を活用して学年全体で共有した。また、分野融合プログラムを振り返り、学んだことや気付

いたことを各自でワークシートにまとめさせた。

ウ 成果

学期の取組では、全ての班が課題研究の成果をポスターと論文にまとめ、その内容を他の生

徒に対して日本語または英語で分かりやすく説明することができた。発表当日における教員の評

価や生徒の自己評価にも、生徒のプレゼンテーション力、英語コミュニケーション力が向上した

様子が顕著に見られた。今年度の新たな取り組みである希望班による英語発表については、英語
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担当教員が英語発表に挑戦したいという強い希望を持った班のポスター添削及び発表練習の指導

に集中することができた。 年生の全生徒にとっても、各班の課題研究の内容や完成度に合わせ

て発表言語を選ぶことで、研究成果を聴衆に分かりやすく伝えるために最適な方法を探るきっか

けとなり、英語発表を希望する生徒にとっては英語コミュニケーション力を養うことができた。

また、昨年度までの課題であった、「探究活動発表会では、 年生は自分たちの班の発表もあるた

め、他班の発表を聴く時間を確保できない」という生徒の意見について、さくらサイエンスプロ

グラムにて合同研究発表会を設けることで、他班の発表を聴く時間を増やすことができた。

学期前半の取組では、高度な理数探究活動を通して、多くの生徒が課題研究や教科の学習で

学んできた知識を高い次元で統合することができた。また、レポートにおいて、これらの実験内

容について大学でより深く学びたいと答えた生徒も多く、理科に対する生徒の興味関心を高める

ことができたと考えられる。 学期後半の取組では、「南海トラフ巨大地震」を題材にした議論を

通して、文型・理型それぞれの考えを共有することができた。振り返りを行ったワークシートで

は、様々な視点をもって社会問題と向き合うことの重要性に気がついたと答えている生徒が多か

った。

以上より、この一年の取り組みを通して、生徒の知識を統合する力、プレゼンテーション力、

英語コミュニケーション力を向上させることができたと考えられる。

探究 Ⅱα・β（令和７年度開講）

仮説

分野別に分かれたより専門性の高い課題研究を行うことにより、岡高キー・コンピテンシーのうち、

知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニ

ケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

令和 年度から、第 学年文型・理型において、「総合的な探究の時間」をそれぞれ 学校設

定科目「探究 Ⅱα」、「探究 Ⅱβ」として実施予定である（教育課程の特例）。令和 年度

からは、第 学年文型・理型においても、 学校設定科目「探究 Ⅱα」、「探究 Ⅱβ」を

実施予定である。

今年度は、次年度以降の開講に向けて、「探究 Ⅱα」の教材開発、連携大学である名古屋大

学との指導法の打ち合わせや試行プログラム等を実施した。なお、「探究 Ⅱβ」はこれまでの

「探究 Ⅱ」の内容を引き継ぐ形で実施していく予定である。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 「探究 Ⅱα」の教材開発

企画プロジェクトを中心に、「ガイダンス」、「読解発表」、「問いを立てる」、「論文作成」

等の教材を開発した。「教員指導案」、「教員指導資料」、「ワークシート」を作成し、全教員が指

導を担当できる体制作りをした。

ｲ 名古屋大学との打ち合わせとプログラムの試行的な実施

本校は文型の課題研究指導を充実させる目的で、令和 年度より名古屋大学と「学術コンサ

ルティング」を契約した。今年度は年間 回以上会議を行い（オンライン会議を含む）、今後の

指導について担当者間で議論を行った。また、名古屋大学と連携し、 ・ 年文型の「総合的な

ｲ 学期（前半：①～⑥）

課題研究等で身に付けたスキルを基にした高度な理数探究活動を行った。

（計 回：化学 回、物理・生物 回）

化学分野 滴定曲線とその応用

酢酸と水酸化ナトリウム水溶液を用いた「滴定曲線の作成実験」を基に、その結果からわかる実

験の本来の目的について考察し、レポートにまとめた。また、酢酸の代わりに別の酸性物質を用い

た実験計画（目的・仮説・実験方法）を立て、その結果について考察し、レポートにまとめた。

物理分野 回転体の運動

角運動量、慣性モーメント、回転運動の運動方程式とエネルギーについて学習した。その上で実

験を行い、輪・円盤・球殻・球が斜面を転がる加速度を計測し、その結果について考察を行った。

また、統計誤差・誤差の伝搬について学び、数学的なアプローチでデータの分析を行った。データ

の分析には、生徒全員に配付されたタブレット を利用した。

生物分野 メダカの遺伝子分析 ～チトクローム 遺伝子の地理的な変異～

制限酵素処理を含む による 分析の基礎を学ぶ実験を行った。その過程で、ミトコ

ンドリア の学習、 の抽出、 反応（ の増幅）、電気泳動等の分子生物学的基本操作を

一通り学習した。また得られた結果をグループ内で考察し、論文のデータと比較してレポートにま

とめた。

ｳ 学期（後半：⑦～⑩）

探究 の集大成として、「南海トラフ巨大地震」をテーマに、様々な視点をもって社会問題

と向き合うことの重要性を考えさせる「分野融合プログラム」を実施した。

学期⑦ 分野融合プログラム①

「南海トラフ巨大地震」（ ）を視聴させ、南海トラフ地震についての基本的情報を学ばせると

ともに、感じたことを各自で記録させた。授業は文型・理型に分かれて実施した。

学期⑧ 分野融合プログラム②

分野融合プログラム①で感じたことを班で共有させた。また、南海トラフ地震が起きたときに生

じる課題とその解決策を考えさせた。授業は文型・理型に分かれて実施した。

学期⑨ 分野融合プログラム③

分野融合プログラム②で挙げた課題と問題点について、文理融合班で共有させた。その後、「紙で

できた避難所」（ × ）を視聴させ、地震に関する問題への新たな視点を与えた。

学期⑩ 分野融合プログラム④

分野融合プログラム③と同じ文理融合班で、最も関心のある地震に関する問題を一つ選択させ、

その解決策を議論させた。その際、分野融合を意識し、多角的に解決策を挙げさせた。議論した内

容を班ごとにホワイトボードにまとめさせ、各教室で発表させた。ホワイトボードについては、

を活用して学年全体で共有した。また、分野融合プログラムを振り返り、学んだことや気付

いたことを各自でワークシートにまとめさせた。

ウ 成果

学期の取組では、全ての班が課題研究の成果をポスターと論文にまとめ、その内容を他の生

徒に対して日本語または英語で分かりやすく説明することができた。発表当日における教員の評

価や生徒の自己評価にも、生徒のプレゼンテーション力、英語コミュニケーション力が向上した

様子が顕著に見られた。今年度の新たな取り組みである希望班による英語発表については、英語
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探究の時間」において以下のプログラムを試行的に実施した。

学年 実施日 実施内容

（木） 名古屋大学博士課程教育推進機構の森典華特任准教授を講師として招聘し

てご講演いただき、文系分野におけるポスター作製やプレゼンテーション

の手法を学んだ。

（木） 名古屋大学大学院環境科学研究科社会環境科学専攻の室井研二准教授を講

師として招聘してご講演いただき、文系分野における「問いの立て方」を学

び、問いを検証するための具体的な手法を学んだ。

（木） 名古屋大学大学院生 名、名古屋大学博士課程教育推進機構の森典華特任

准教授、寺澤ますみ学術上席専門職を講師として招聘し、文系分野での課題

研究における「問い」の立て方を学んだ。

ウ 成果

（探究 Ⅱα・βは令和６年度は未実施のため、成果は記載しない。なお、参考資料として、

現教育課程における「総合的な探究の時間」において、文型生徒（ ・ 年）が実施した課題研究

のテーマを「❸関係資料：⑧」に記載した。）

数学

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続にかかる高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力を育成することが

できる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「数学 」と「数学 」を 学校設定科目「 数学」として実施した（教育課程の特例に該

当しない）。発展的な内容を扱い、数学的思考力・論理的思考力を育成するために開設し、知識を

統合する力、課題発見力、仮説設定能力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年理型選択者 名を対象に、主体的・対話的な学習活動、探究 Ⅱ

と連携した授業を 単位実施した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

学期 数列

学期 ベクトル、統計的な推測（データサイエンス）

学期 平面上の曲線（ 次曲線・媒介変数表示と極座標）、複素数平面

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 漸化式・数学的帰納法の応用・発展

漸化式では、 項間、分数型、連立漸化式の解法および確率等との関連について研究した。

帰納法では、 段階の仮定や、𝑛𝑛 ≦ 𝑘𝑘すべてを仮定する証明法を研究した。また、数学的帰納法

は本当に帰納法なのかについても考察した。
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ｲ 空間における直線・平面・球の方程式

ベクトルを用いた解法と、空間座標の方程式を用いた解法との違いについて研究した。

ｳ 仮説・検定を用いたデータサイエンス

与えられたデータに対して、仮説を立て、検定をするというデータサイエンスについて研究

した。

ｴ 媒介変数表示された曲線の図示

サイクロイド曲線（エピサイクロイド・ハイポサイクロイド）を図示する際に、ベクトルを

利用して軌跡を求める解法について研究した。リサージュ・正葉曲線などについて、周期性を

考慮した上で点をプロットし、グラフを描いた。

ウ 成果

漸化式・数学的帰納法の応用では、多様な漸化式や帰納法に対して、自ら解法を考え検証した。

特に帰納法の証明で、必要な仮定をどのように設定すればよいか、論理的に求めた。空間におけ

る直線・平面・球の方程式の取組では、既習の 次元の内容を 次元に拡張するとどう定義され

るのか、という仮説を自ら設定し、それを検証することができた。仮説・検定を用いたデータサ

イエンスでは、オープンソースの都道府県別のデータから、生徒自ら仮説を立て、それに対して、

教科書で習う有意水準５％の仮説検定や、探究 で学んだカイ２乗検定や 検定を用いて検定

を行った。また、平面上の曲線の分野において、サイクロイド、エピサイクロイド、ハイポサイ

クロイドなどの曲線を、ベクトルを用いて媒介変数表示した。さらに、曲線のグラフを描くに当

たり、媒介変数のまま微分し、どのような増減表を書けばよいか、面積や孤の長さを求めるため

にはどのような積分計算をすればよいか、についても議論した。

今後は、理科などの他教科間連携授業を積極的に実施し、知識を整理するとともに、それを統

合する力を育成できるようにしたい。

物理Ⅰ

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続にかかる高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、プレゼンテーシ

ョン力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「物理基礎」を 学校設定科目「 物理Ⅰ」として実施した（教育課程の特例）。物理現象

を総合的に科学的視点で捉え、高大接続に係る高度な内容を扱うため、また主体的・対話的な学

習活動、及び探究活動を行うために開設し、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、プ

レゼンテーション力を育成することを目標とした。第 学年全員の 名を対象に、 単位実施

した。

令和 年度は、探究 Ⅰ、数学Ⅱ（数学α）、音楽Ⅰと連携した授業を実施した。年間指導計

画の概要は以下のとおりである。

学期 物体の運動、運動の法則、力のつりあい（直線上の運動のみ）

学期 圧力、浮力、摩擦、仕事と力学的エネルギー、熱とエネルギー、波の性質

探究の時間」において以下のプログラムを試行的に実施した。

学年 実施日 実施内容

（木） 名古屋大学博士課程教育推進機構の森典華特任准教授を講師として招聘し

てご講演いただき、文系分野におけるポスター作製やプレゼンテーション

の手法を学んだ。

（木） 名古屋大学大学院環境科学研究科社会環境科学専攻の室井研二准教授を講

師として招聘してご講演いただき、文系分野における「問いの立て方」を学

び、問いを検証するための具体的な手法を学んだ。

（木） 名古屋大学大学院生 名、名古屋大学博士課程教育推進機構の森典華特任

准教授、寺澤ますみ学術上席専門職を講師として招聘し、文系分野での課題

研究における「問い」の立て方を学んだ。

ウ 成果

（探究 Ⅱα・βは令和６年度は未実施のため、成果は記載しない。なお、参考資料として、

現教育課程における「総合的な探究の時間」において、文型生徒（ ・ 年）が実施した課題研究

のテーマを「❸関係資料：⑧」に記載した。）

数学

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続にかかる高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力を育成することが

できる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「数学 」と「数学 」を 学校設定科目「 数学」として実施した（教育課程の特例に該

当しない）。発展的な内容を扱い、数学的思考力・論理的思考力を育成するために開設し、知識を

統合する力、課題発見力、仮説設定能力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年理型選択者 名を対象に、主体的・対話的な学習活動、探究 Ⅱ

と連携した授業を 単位実施した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

学期 数列

学期 ベクトル、統計的な推測（データサイエンス）

学期 平面上の曲線（ 次曲線・媒介変数表示と極座標）、複素数平面

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 漸化式・数学的帰納法の応用・発展

漸化式では、 項間、分数型、連立漸化式の解法および確率等との関連について研究した。

帰納法では、 段階の仮定や、𝑛𝑛 ≦ 𝑘𝑘すべてを仮定する証明法を研究した。また、数学的帰納法

は本当に帰納法なのかについても考察した。
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学期 音波、平面の運動

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 米国の物理教育研究の成果を取り入れた単元構成

力学の単元構成を見直し、「水平の等加速度直線運動→水平の運動方程式（力のつりあいを含

む）→鉛直の運動方程式（重力、落体の運動を含む）」とした。 学期の力学では全て直線の運

動のみを扱い、平面の運動は 学期に扱った。これらは米国の教科書「 」

を参考にしたものである。 は米国の物理教育研究の成果としてまとめ

られた教材群「物理スイート」の教科書である。

ｲ 波動の導入部における反転授業の取組

波動の導入部において反転授業を実施した。予習用動画の視聴をさせた後の最初の対面授業

では、動画で提示した課題に対するグループワークから始めた。授業の効率化を図るとともに、

より生徒が主体的・対話的に取り組めるように配慮した。この方法は、 の

教授（平成 年度 米国研修で訪問）が提唱した （アクティ

ブ・ラーニングの一形態）を参考にしたものである。

ｳ 仮説設定能力の育成を意識した学習活動の実施

生徒自身に仮説を設定させ実験方法を考えさせる探究活動（生徒実験）、「予想・観察・説明」

を主軸としたグループワーク等を実施した。授業で用いたワークシートには、仮説設定能力を

評価項目とするサクセスクライテリアを記載した。

ｴ 課題研究

学期に課題研究を実施した。研究計画の立案、データの分析とまとめ、ポスターの作成等

は探究 Ⅰの授業時間に行い、実験・観察は 物理Ⅰ／ 生物Ⅰの授業時間を中心に実施

した。各クラスで物理分野の課題を希望した生徒が、 班あたり 人で 班を編制し、研究テ

ーマは生徒自身に設定させた。

ｵ 他教科教員と共同開発した教材の利用

正弦波の発展的な学習として、三角関数を利用した表現の初歩的な内容を扱う授業を、数学

Ⅱの教員と共同開発したワークシートを用いて実施した。また、音波の発展的な学習として、

音律と音階をテーマとした授業を、音楽Ⅰの教員と共同開発したワークシートを用いて実施し

た。

参考文献

エドワード･ ･レディッシュ著、日本物理教育学会監訳 「科学をどう教えるか―

アメリカにおける新しい物理教育の実践―」丸善出版

、 、 、

、

小方厚（ ）「音律と音階の科学 新装版 ドレミ…はどのように生まれたか」（講談社

ブルーバックス）

ウ 成果

サクセスクライテリア（ルーブリック）による評価では、生徒実験を含む探究活動において、

仮説設定能力を「フルサクセス」以上と判断できる生徒が多数であった。ただし、これらはワー

クシートの記述内容を主な評価対象としているため、実際のパフォーマンスと一致しない場合も

あった。より正当に評価するための研究はこれからも続けていきたい。
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物理Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続にかかる高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、英語コミュニケ

ーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「物理」を 学校設定科目「 物理Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

物理の発展的な内容、及び数学、化学、生物との融合分野を扱うために開設し、知識を統合する

力、課題発見力、仮説設定能力、英語コミュニケーション力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年理型物理選択者 名、第 学年理型物理選択者 名を対象に、第

学年 単位、第 学年 単位実施した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

第 学年 学期 平面運動と放物運動、剛体のつりあい、運動量の保存

学期 円運動と単振動、気体の性質と分子の運動

学期 波の性質、音波、光波、研究者による出前講座

第 学年 学期 光波、電場と電位

学期 電流、電流と磁場、電磁誘導と交流

学期 電子と光、原子と原子核、総合学習

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 糸巻きの運動を用いた探究活動（第 学年）

糸を引いたときの糸巻きが回転する向きを予想させることで、仮説設定能力を高めるための

学習活動である。

ｲ 運動量保存に関する探究活動（第 学年）

衝突前後の力学台車の速さの測定を通して、誤差の統計処理を学ぶ学習活動である。

ｳ 等速円運動に関する探究活動（第 学年）

円錐振り子の周期の測定を通して、変数制御を意識した仮説設定の方法を学習する活動であ

る。

ｴ 外部講師を招聘した出前講座の実施（第 学年）

基礎生物学研究所の鈴木賢一特任准教授と分子科学研究所の片柳英樹助手を招聘し、それぞ

れ「イモリに聞く再生の秘密」、「機械仕掛けの世界の中の、あなたの未来の自由について」と

いうテーマで、最新の研究内容や教科横断的な内容を含めて講演をしていただいた。今年度は

生物Ⅱと合同で実施した（令和 年 月 日実施）。

ｵ 科学法則と微分方程式（第 学年）

物理現象について微分方程式を用いて考察できるように学習内容を構成した。指導にあたっ

ては、本校が独自に開発したテキスト「 物理Ⅱテキスト 科学法則と微分方程式」を使用し

た。内容としては、微分方程式の基本形について学んだ後、それを空気抵抗による力を受ける

物体やコンデンサーの充電、放電などに適用した。また、実験により実際にコンデンサーが放

電する際の電位差を測定し、微分方程式で得られた解と比較して考察した。

ｶ 微分方程式の数値解（第 学年）

解析的に解くことが困難である微分方程式について、 を用いて数値解を出す演習であ

学期 音波、平面の運動

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 米国の物理教育研究の成果を取り入れた単元構成

力学の単元構成を見直し、「水平の等加速度直線運動→水平の運動方程式（力のつりあいを含

む）→鉛直の運動方程式（重力、落体の運動を含む）」とした。 学期の力学では全て直線の運

動のみを扱い、平面の運動は 学期に扱った。これらは米国の教科書「 」

を参考にしたものである。 は米国の物理教育研究の成果としてまとめ

られた教材群「物理スイート」の教科書である。

ｲ 波動の導入部における反転授業の取組

波動の導入部において反転授業を実施した。予習用動画の視聴をさせた後の最初の対面授業

では、動画で提示した課題に対するグループワークから始めた。授業の効率化を図るとともに、

より生徒が主体的・対話的に取り組めるように配慮した。この方法は、 の

教授（平成 年度 米国研修で訪問）が提唱した （アクティ

ブ・ラーニングの一形態）を参考にしたものである。

ｳ 仮説設定能力の育成を意識した学習活動の実施

生徒自身に仮説を設定させ実験方法を考えさせる探究活動（生徒実験）、「予想・観察・説明」

を主軸としたグループワーク等を実施した。授業で用いたワークシートには、仮説設定能力を

評価項目とするサクセスクライテリアを記載した。

ｴ 課題研究

学期に課題研究を実施した。研究計画の立案、データの分析とまとめ、ポスターの作成等

は探究 Ⅰの授業時間に行い、実験・観察は 物理Ⅰ／ 生物Ⅰの授業時間を中心に実施

した。各クラスで物理分野の課題を希望した生徒が、 班あたり 人で 班を編制し、研究テ

ーマは生徒自身に設定させた。

ｵ 他教科教員と共同開発した教材の利用

正弦波の発展的な学習として、三角関数を利用した表現の初歩的な内容を扱う授業を、数学

Ⅱの教員と共同開発したワークシートを用いて実施した。また、音波の発展的な学習として、

音律と音階をテーマとした授業を、音楽Ⅰの教員と共同開発したワークシートを用いて実施し

た。

参考文献

エドワード･ ･レディッシュ著、日本物理教育学会監訳 「科学をどう教えるか―

アメリカにおける新しい物理教育の実践―」丸善出版

、 、 、

、

小方厚（ ）「音律と音階の科学 新装版 ドレミ…はどのように生まれたか」（講談社

ブルーバックス）

ウ 成果

サクセスクライテリア（ルーブリック）による評価では、生徒実験を含む探究活動において、

仮説設定能力を「フルサクセス」以上と判断できる生徒が多数であった。ただし、これらはワー

クシートの記述内容を主な評価対象としているため、実際のパフォーマンスと一致しない場合も

あった。より正当に評価するための研究はこれからも続けていきたい。
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る。各生徒に配付されたタブレット を活用した。

ウ 成果

岡高キー・コンピテンシーの育成のために、幅広い活動を行うことができた。グループワーク

は、「個人による予想→グループでの予想→実験・観察→グループ内議論（→発表）」をベースに、

構成に統一感を持たせることで生徒が取り組みやすくなるように配慮した。それぞれサクセスク

ライテリアのルーブリックを設定することで、各活動が何を目標としているかを意識して取り組

ませることができた。提出された生徒のルーブリックからは、知識を統合する力や仮設設定能力

の伸長などについて一定の成果を認めることができた。外部講師を招聘した出前講座では、高校

授業の先にどのような先端分野が繋がるのかを示す授業であり、今学んでいる内容がどのように

発展し役立つのかが分かり、生徒の学ぶ意欲が増した。また、 生物Ⅱと連携して実施すること

で、複数の視点で物事を考察することの重要性を理解した。

化学Ⅰ

化学Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続にかかる高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、仮説設定能力、プレゼンテーション力、英語

コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「化学基礎」を 学校設定科目「 化学Ⅰ」（教育課程の特例）、「化学」を 学校設定科

目「 化学Ⅱ」として実施した。化学を系統的に学習するとともに高大接続にかかる高度な内容

を扱うため、また他教科と連携して主体的・対話的な学習活動を行うために開設し、知識を統合

する力、仮説設定能力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することを目

標とした。

令和 年度は、 化学Ⅰについては第 学年全員 名を対象に 単位、 化学Ⅱについて

は第 学年理型 名を対象に 単位、第 学年理型 名を対象に 単位実施した。なお、第

２学年理型は 化学Ⅰと 化学Ⅱの計 単位（期間履修）で実施した。年間指導計画の概要は

以下のとおりである。

第 学年 理型（ 化学Ⅰ＋ 化学Ⅱ） 文型（ 化学Ⅰ）

学期 物質の構成と化学結合、結晶、物質量と化学反応式 物質の構成と化学結合

学期 化学反応と熱、反応速度、化学平衡、酸・塩基 結晶、物質量と化学反応式

学期 酸化・還元 電池・電気分解を含む 、三態、気体、溶液 化学平衡、酸・塩基

第 学年 理型（ 化学Ⅱ）

学期 無機物質、有機化合物（脂肪族化合物）

学期 有機化合物（芳香族化合物）、高分子化合物

学期 総合演習
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イ 研究内容・手段・方法

ｱ 主体的・対話的な学習活動を用いた「論理的思考力」、「知識を統合する力」を育成する授業

化学現象の本質的理解を促すために、学習順序を工夫した（上表の下線部）。また、「化学基

礎」や「化学」の内容に関連した発展的内容を用いて主体的・対話的に考えさせる授業内容を

実現した。

※ 発展的内容例 第 学年：電子軌道、電子対反発則（ 則）、混成軌道 等

第 学年：金属錯体、有機電子論、立体構造 等

ｲ 探究型実験活動の実施（実験手順や改善点の考察等、第 学年）

「化学反応式の量的関係」及び「時計反応」の実験において、授業で学習した知識等を活用

して探究することができる教材を開発し、生徒が受動的に実験操作を行うのではなく、能動的

に取り組める形態を目指した。（実験手順を考えさせる等の工夫を行った。）また、「中和滴定」

及び「酸化還元滴定」の実験において、操作上の問題点及びその改善点をレポートで考察させ

た。

ｳ 教科横断型授業の実施①（ 化学Ⅰと 英語Ⅱの連携、第 学年）

「中和滴定」及び「時計反応」の生徒実験について、英語で板書及び操作説明を行い、実験

させた。

ｴ 教科横断型授業の実施②（ 化学Ⅰと公共の連携、第 学年）

公共担当教員と連携して教材開発を行い、 で実施した。「化学の基礎法則」の単元におい

て、５つの基礎法則の内容及び発見者の生い立ちや当時の時代背景について、班ごとに指定さ

れた法則に関する授業プリントを作成させ、発表させた。その後、「科学史を学ぶ意義」として、

公共担当教員が哲学的視点から、化学担当教員が実験技術の発展という観点から、科学の発展

が社会の変化と密接に関連していることを説明し、生徒に考察させた。

ウ 成果

上記の取組では、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）を用い、主にワークシート、実験レポート等の成果物で評価を行った。評価結果は、ほ

とんどの生徒が「フルサクセス」以上であった。多面的な視点を取り入れた授業によって、授業

で扱った基礎的な知識を複合的に使い、身近にある科学現象を積極的に理解しようとする生徒の

姿が見られた。

イ ｲ「探究型実験活動」については、授業で学んだ知識を活用して誤差が生じる可能性があっ

た操作を考察したことがわかるレポートの記述が多く見られた。イ ｴ「科学史を学ぶ意義」につ

いては、授業プリントの作成や発表をとおして化学と哲学がつながっていることに自ら気付いた

生徒が見られ、知識を統合する力やプレゼンテーション力を養うことができた。

仮説設定能力、プレゼンテーション力の育成は、探究 Ⅱと連携して行った。実際の課題研

究においては、授業で扱った発展的な内容にかかわるテーマを設定した班が多くあった。

今後も他教科との連携を推進し、主体的・対話的な深い学びに向けた取り組みを行っていく。

生物Ⅰ

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続にかかる高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、プレゼンテーション力を育成す

ることができる。

る。各生徒に配付されたタブレット を活用した。

ウ 成果

岡高キー・コンピテンシーの育成のために、幅広い活動を行うことができた。グループワーク

は、「個人による予想→グループでの予想→実験・観察→グループ内議論（→発表）」をベースに、

構成に統一感を持たせることで生徒が取り組みやすくなるように配慮した。それぞれサクセスク

ライテリアのルーブリックを設定することで、各活動が何を目標としているかを意識して取り組

ませることができた。提出された生徒のルーブリックからは、知識を統合する力や仮設設定能力

の伸長などについて一定の成果を認めることができた。外部講師を招聘した出前講座では、高校

授業の先にどのような先端分野が繋がるのかを示す授業であり、今学んでいる内容がどのように

発展し役立つのかが分かり、生徒の学ぶ意欲が増した。また、 生物Ⅱと連携して実施すること

で、複数の視点で物事を考察することの重要性を理解した。

化学Ⅰ

化学Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続にかかる高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、仮説設定能力、プレゼンテーション力、英語

コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「化学基礎」を 学校設定科目「 化学Ⅰ」（教育課程の特例）、「化学」を 学校設定科

目「 化学Ⅱ」として実施した。化学を系統的に学習するとともに高大接続にかかる高度な内容

を扱うため、また他教科と連携して主体的・対話的な学習活動を行うために開設し、知識を統合

する力、仮説設定能力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することを目

標とした。

令和 年度は、 化学Ⅰについては第 学年全員 名を対象に 単位、 化学Ⅱについて

は第 学年理型 名を対象に 単位、第 学年理型 名を対象に 単位実施した。なお、第

２学年理型は 化学Ⅰと 化学Ⅱの計 単位（期間履修）で実施した。年間指導計画の概要は

以下のとおりである。

第 学年 理型（ 化学Ⅰ＋ 化学Ⅱ） 文型（ 化学Ⅰ）

学期 物質の構成と化学結合、結晶、物質量と化学反応式 物質の構成と化学結合

学期 化学反応と熱、反応速度、化学平衡、酸・塩基 結晶、物質量と化学反応式

学期 酸化・還元 電池・電気分解を含む 、三態、気体、溶液 化学平衡、酸・塩基

第 学年 理型（ 化学Ⅱ）

学期 無機物質、有機化合物（脂肪族化合物）

学期 有機化合物（芳香族化合物）、高分子化合物

学期 総合演習
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研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「生物基礎」を 学校設定科目「 生物Ⅰ」として実施した（教育課程の特例）。生命現象

を総合的に科学的視点で捉え、知識を統合する力、課題発見力、プレゼンテーション力を育成す

ることを目標とした。

令和 年度は、第１学年全員の 名を対象に、 単位実施した。令和 年度は、探究 Ⅰと

連携した授業を実施した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

学期 生物の多様性と共通性（分類階級、学名）、エネルギーと代謝（酵素、呼吸と光合成）

学期 遺伝情報の発現（半保存的複製、タンパク質の立体構造）、ゲノム、生物の体内環境

（自律神経系、内分泌系、体液）

学期 生物の体内環境（血糖濃度調節、血液凝固、免疫のはたらき）

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 毎授業における主体的・対話的な学習活動の実施

生命現象の本質的理解を促すために、学習順序を工夫した。また、「生物基礎」や「生物」の

内容に関連した発展的内容（上記範囲の下線部）を取り入れ、主体的・対話的に考えさせる授

業を実施した。

ｲ 動画や画像、実物を効果的に用いた授業の実施

知識を統合する力や課題発見力の育成のきっかけとするため、適切なタイミングで動画や画

像、実物を用いた授業を行うことで科学的興味を刺激するよう努めた。特に免疫分野では、新

型コロナウイルス感染症（ ）や抗体検査等に関する内容も取り入れるなど、深い理解

に繋がる授業を実施した。

ｳ 探究型実験活動の実施

実験において学習したい目的に加え、その知識を活用して探究することができるようにワー

クシートを工夫し、生徒が受動的に実験作業を行うのではなく能動的に取り組める形態を目指

した。また、一人一台タブレットの導入に伴い、体細胞分裂の観察においては、各班で顕微鏡写真

を撮影したのち、そのデータを提出させた。

ｴ 課題研究

学期には各クラスで生物分野の課題を希望した生徒が、 班あたり 人で 班を編成し、

研究テーマを各班で決めさせた。各教科担任が研究計画の立案、必要物品の相談、レポートの

作成などの指導にあたり、課題研究を実施した。

ウ 成果

上記の取組では、主に実験および課題研究について、岡高キー・コンピテンシーを評価するた

めのサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて評価を行った。結果、知識を統合する力、

課題発見力について、ほとんどの生徒が「フルサクセス」以上であった。プレゼンテーション能

力については今後の課題研究で育成を行う予定である。

また、課題研究では、授業で扱った発展的な内容に関わるテーマや教科横断的なテーマを設定

した班が多く、日常的な生命現象の謎を解き明かすために熟考する姿が観察された。今後も授業・

実験内容の検討・改善を随時行い、目的とする力をより一層育成できる機会にしていきたい。
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生物Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続にかかる高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力を育成することが

できる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「生物」を 学校設定科目「 生物Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

生命現象を総合的に科学的視点で捉えて高大接続事業に繋がる高度な生物の内容を扱うため、ま

た他教科と連携して主体的・対話的な学習活動を行うために開設し、知識を統合する力、課題発

見力、仮説設定能力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年理型生物選択者 名、第 学年理型生物選択者 名を対象に、第

学年 単位、第 学年 単位で実施した。令和 年度は、探究 Ⅱや 物理Ⅱと連携した授業

や研究機関による出前講座も実施した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

第 学年 第 学年

学期 植生の多様性と分布、物質生産、腎臓の解剖

実験

代謝、発酵の実験、脱水素酵素の実験、遺伝

情報の発現と発生

学期 生態系とその保全、窒素同化、生物の進化、

の抽出実験

動物の反応と行動、植物の環境応答、遺伝

子分析実験

学期 細胞と分子、代謝、研究者による出前講座 生物群集と生態系

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 毎授業における主体的・対話的な学習活動の実施（第 ・ 学年）

生徒同士での対話や振り返りを促したり、生徒自らが考え学習内容を説明する機会を設けた

りすることによって、一方的に教えるよりも深い理解を生む授業を実現した。

ｲ 動画や画像、実物を効果的に用いた授業の実施（第 ・ 学年）

知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力の育成のきっかけとするため、効果的なタイ

ミングで動画や画像、実物を用いた授業を行い、科学的興味を刺激するよう努めた。特に第

学年の「遺伝情報の発現と発生」の分野では、実際の論文等を用いて、大学や研究機関で実施

されている最先端の研究内容とその成果について解説した。

ｳ 探究型実験活動の実施（第 ・ 学年）

実験において学習したい目的に加え、その知識を活用して探究することができるテーマを加

えることで、生徒が受動的に実験作業を行うのではなく、能動的に取り組める形態を目指した。

ｴ 外部講師を招聘した出前講座の実施（第 学年）

基礎生物学研究所の鈴木賢一特任准教授と分子科学研究所の片柳英樹助手を招聘し、それぞ

れ「イモリに聞く再生の秘密」、「機械仕掛けの世界の中の、あなたの未来の自由について」と

いうテーマで、最新の研究内容や教科横断的な内容を含めて講演をしていただいた。今年度は

物理Ⅱと合同で実施した。（令和 年 月 日実施）。

ｵ メダカの遺伝子分析 ～チトクローム 遺伝子の地理的な変異～（第 学年）

生物Ⅱと探究 Ⅱの授業を連携し、制限酵素処理を含む による 分析の

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「生物基礎」を 学校設定科目「 生物Ⅰ」として実施した（教育課程の特例）。生命現象

を総合的に科学的視点で捉え、知識を統合する力、課題発見力、プレゼンテーション力を育成す

ることを目標とした。

令和 年度は、第１学年全員の 名を対象に、 単位実施した。令和 年度は、探究 Ⅰと

連携した授業を実施した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

学期 生物の多様性と共通性（分類階級、学名）、エネルギーと代謝（酵素、呼吸と光合成）

学期 遺伝情報の発現（半保存的複製、タンパク質の立体構造）、ゲノム、生物の体内環境

（自律神経系、内分泌系、体液）

学期 生物の体内環境（血糖濃度調節、血液凝固、免疫のはたらき）

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 毎授業における主体的・対話的な学習活動の実施

生命現象の本質的理解を促すために、学習順序を工夫した。また、「生物基礎」や「生物」の

内容に関連した発展的内容（上記範囲の下線部）を取り入れ、主体的・対話的に考えさせる授

業を実施した。

ｲ 動画や画像、実物を効果的に用いた授業の実施

知識を統合する力や課題発見力の育成のきっかけとするため、適切なタイミングで動画や画

像、実物を用いた授業を行うことで科学的興味を刺激するよう努めた。特に免疫分野では、新

型コロナウイルス感染症（ ）や抗体検査等に関する内容も取り入れるなど、深い理解

に繋がる授業を実施した。

ｳ 探究型実験活動の実施

実験において学習したい目的に加え、その知識を活用して探究することができるようにワー

クシートを工夫し、生徒が受動的に実験作業を行うのではなく能動的に取り組める形態を目指

した。また、一人一台タブレットの導入に伴い、体細胞分裂の観察においては、各班で顕微鏡写真

を撮影したのち、そのデータを提出させた。

ｴ 課題研究

学期には各クラスで生物分野の課題を希望した生徒が、 班あたり 人で 班を編成し、

研究テーマを各班で決めさせた。各教科担任が研究計画の立案、必要物品の相談、レポートの

作成などの指導にあたり、課題研究を実施した。

ウ 成果

上記の取組では、主に実験および課題研究について、岡高キー・コンピテンシーを評価するた

めのサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて評価を行った。結果、知識を統合する力、

課題発見力について、ほとんどの生徒が「フルサクセス」以上であった。プレゼンテーション能

力については今後の課題研究で育成を行う予定である。

また、課題研究では、授業で扱った発展的な内容に関わるテーマや教科横断的なテーマを設定

した班が多く、日常的な生命現象の謎を解き明かすために熟考する姿が観察された。今後も授業・

実験内容の検討・改善を随時行い、目的とする力をより一層育成できる機会にしていきたい。
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基礎を学ぶ実験を行った。また得られた結果をグループ内で考察し、論文のデータと比較して、

レポートにまとめた。ほとんどの生徒が大学レベルの分子生物学の実験手法を十分に習得し、

分析の有用性を理解できたと肯定的に回答した。

ウ 成果

上記の取組では、通常の授業については授業アンケート、実験については岡高キー・コンピテ

ンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて評価を行った。結果、

授業アンケートでは「主体的・積極的に取り組んでいる」「考える授業がなされている」につい

て「あてはまる」と回答する生徒の割合が高く、また実験については課題発見力、知識を統合す

る力について「フルサクセス」を満たす者が多かった。仮説設定能力については、探究 Ⅱと

連携する中での育成が主となった。外部講師を招聘した出前授業では、高校授業の先にどのよう

な先端分野が繋がるのかを示す授業であり、今学んでいる内容がどのように発展し役立つのかが

分かり、生徒の学ぶ意欲が増した。また、 物理Ⅱと連携して実施することで、複数の視点で物

事を考察することの重要性を理解した。

化学生物

仮説

主体的・対話的な学習活動や化学基礎・生物基礎より高度な内容、分野融合を含む内容を扱うこと

により、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力を育成す

ることができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「化学基礎」、「生物基礎」を基に総合的な内容を扱う 学校設定科目「 化学生物」（教

育課程の特例に該当しない）として実施した。現代の科学的な問題について科学的視点で捉える

力を養い、また化学分野、生物分野を系統的かつ総合的に学習するために開設し、知識を統合す

る力、課題発見力、仮説設定能力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年文型 名を対象に、 単位実施した。なお、化学分野と生物分野を

単位ずつで授業展開した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

化学分野 生物分野

学期 酸・塩基（化学平衡を含む）、酸化・還元 植生の分布とバイオーム、生物の多様性

学期 酸化・還元（電池・電気分解を含む） 生態系のバランスとその保全

学期 総合演習

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 主体的・対話的な学習活動を用いた「知識を統合する力」を育成する授業

化学分野

化学現象の本質的理解を促すために、「化学基礎」の内容だけでなく、「化学」の内容に関

連した発展的内容（表 の下線部）を用いて主体的・対話的に考えさせる授業内容を実現し

た。特に、化学的性質が原子や分子の電子の状態で決まり、化学変化が電子の状態の変化で
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あることを理解させた。

※ 発展的内容例：化学平衡、酸化数の本質、電池・電気分解の反応のしくみ 等

生物分野

日々変化する環境問題に対し自分自身で考える力・実態を捉える力をつけられるよう、学

習内容に関連する最新の情報やデータをその都度提示することで主体的・対話的に考えさせ

る授業を実現した。

※ 発展的内容例：日本から海外へ渡った外来生物（イタドリやクズ）と植生の分布、

生態系のバランス、新型コロナウイルスと ワクチン 等

ｲ 科目横断型、探究型実験活動の実践

これまで学習した知識等を活用して原理・現象を理解するところまで到達できるような科目

（化学・生物）横断型、探究型実験活動を計画した。具体的には、生物分野の実験である「

の抽出実験」を題材に、 の化学的性質や、実験で使用した試薬の化学的意味などを考えさ

せることで、生物学と化学の知識を統合し、より深く現象を理解させた。

ウ 成果

上記の取組では、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）による評価を行った。科目横断型、探究型実験活動におけるレポートにおいては、「化

学と生物学の関連性を感じることができた。」「実験操作を化学の視点でみると分子レベルでし

くみを理解できて感動した。」等、知識を統合する力や課題発見力の育成を中心に一定の成果が

得られた。

今後も、科目・教科横断型、探究型実験活動の充実を図り、他教科との連携を模索しながら、

効果的な授業・実験内容の開発を行いたい。

英語Ⅰ

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コ

ミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「英語コミュニケーションⅠ」を 学校設定科目「 英語Ⅰ」として実施した（教育課程の

特例）。目的に応じたプレゼンテーションの型とその構造を理解・習得し、自ら目的をもって発表

する活動を通して、論理的な展開を意識した英語によるプレゼンテーション力とコミュニケーシ

ョン力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年全員の 名を対象に、 単位実施した。

令和 年度は、英語によるプレゼンテーション力の習得に重点を置いた指導を行った。年間指

導計画の概要は以下のとおりである。

学期 英語によるプレゼンテーションの構造、基本的スキルの習得およびそれらを活用し

た初歩的なプレゼンテーションの実践

基礎を学ぶ実験を行った。また得られた結果をグループ内で考察し、論文のデータと比較して、

レポートにまとめた。ほとんどの生徒が大学レベルの分子生物学の実験手法を十分に習得し、

分析の有用性を理解できたと肯定的に回答した。

ウ 成果

上記の取組では、通常の授業については授業アンケート、実験については岡高キー・コンピテ

ンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて評価を行った。結果、

授業アンケートでは「主体的・積極的に取り組んでいる」「考える授業がなされている」につい

て「あてはまる」と回答する生徒の割合が高く、また実験については課題発見力、知識を統合す

る力について「フルサクセス」を満たす者が多かった。仮説設定能力については、探究 Ⅱと

連携する中での育成が主となった。外部講師を招聘した出前授業では、高校授業の先にどのよう

な先端分野が繋がるのかを示す授業であり、今学んでいる内容がどのように発展し役立つのかが

分かり、生徒の学ぶ意欲が増した。また、 物理Ⅱと連携して実施することで、複数の視点で物

事を考察することの重要性を理解した。

化学生物

仮説

主体的・対話的な学習活動や化学基礎・生物基礎より高度な内容、分野融合を含む内容を扱うこと

により、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力を育成す

ることができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「化学基礎」、「生物基礎」を基に総合的な内容を扱う 学校設定科目「 化学生物」（教

育課程の特例に該当しない）として実施した。現代の科学的な問題について科学的視点で捉える

力を養い、また化学分野、生物分野を系統的かつ総合的に学習するために開設し、知識を統合す

る力、課題発見力、仮説設定能力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年文型 名を対象に、 単位実施した。なお、化学分野と生物分野を

単位ずつで授業展開した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

化学分野 生物分野

学期 酸・塩基（化学平衡を含む）、酸化・還元 植生の分布とバイオーム、生物の多様性

学期 酸化・還元（電池・電気分解を含む） 生態系のバランスとその保全

学期 総合演習

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 主体的・対話的な学習活動を用いた「知識を統合する力」を育成する授業

化学分野

化学現象の本質的理解を促すために、「化学基礎」の内容だけでなく、「化学」の内容に関

連した発展的内容（表 の下線部）を用いて主体的・対話的に考えさせる授業内容を実現し

た。特に、化学的性質が原子や分子の電子の状態で決まり、化学変化が電子の状態の変化で
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学期 プレゼンテーションの型ごとの特徴の理解と、その特徴を生かしたプレゼンテーシ

ョンおよび質疑応答の実践

学期 プレゼンテーションの型ごとの特徴の理解と、その特徴を生かしたプレゼンテーシ

ョンおよび質疑応答の実践

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 学期はプレゼンテーションの構造および基本的スキルについて映像を用いて学んだ。聞き

手に伝わりやすくする手段としてボディランゲージについても学び、それらを活用して自分の

好きな漫画やアニメについて 分程度で紹介した。

ｲ 学期は「情報を提供することを目的としたプレゼンテーション」の型のうち、列挙型プレ

ゼンテーションについて学んだ。その特徴を理解した上で、実際に列挙型を用いて各々設定し

たテーマに沿って 分程度のプレゼンテーションを行った。また、発表の内容について質疑応

答し、理解を深める時間も設けた。

ｳ 学期は「情報を提供することを目的としたプレゼンテーション」の型のうち、分類型プレ

ゼンテーションについて学んだ。それぞれの特徴を理解したうえで、実際にスライド等の資料

を作成し、分類型を用いてグループで 分程度のプレゼンテーションを行った。意見や感想を

述べる時間を設けて、即興性の高い双方向のコミュニケーション活動につながるように工夫し

た。

ウ 成果

学期はプレゼンテーションの基本的な「型」とよく使う表現を学んだ。指定されたテーマに

ついて、基本的な「型」と表現のみを用いるプレゼンテーションを作成し、口頭で発表しあうペ

アワークを繰り返し行った。これにより基本の「型」と表現をよく定着させることができた。 学

期はプレゼンテーションの目的と発表する情報の種類によって、リスト型や分類型といった発展

的な「型」を使い分けることを学んだ。また、ポスターのレイアウトや発表時のジェスチャーを

学んだ。生徒が使用する英語の語彙や表現の種類も増えた。 学期には、口頭発表に加えてポス

ターを用いたプレゼンテーションも実施。与えられたテーマについて資料を示しながらジェスチ

ャーにも意識を払いながら説明することができた。生徒個人の発表レベルは大きく向上してきた

一方、質疑応答において聞き手から質問がでないことが多く、このことは今後の課題である。

英語Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コ

ミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「外国語」を 学校設定科目「 英語Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

目的に応じたプレゼンテーションの型とその構造を理解・習得し、自ら目的をもって発表する活

動を通して、論理的な展開を意識した英語によるプレゼンテーション力とコミュニケーション力

を育成することを目標とした。
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令和 年度は、第 学年 名を対象に 単位実施した。

令和 年度は、論理的な自己発信力及び、コミュニケーション能力の育成に重点を置いた指導

を行った。年間を通じて、パワーポイントを用いて、説得・提案型のプレゼンテーションをグル

ープで準備・作成・発表する活動を行った。

学期：説得型プレゼンテーションの構成を学び、それを生かしたプレゼンテーションの実践

学期：問題解決型プレゼンテーションの構成を学び、それを生かしたプレゼンテーションの

実践

学期：原因結果型プレゼンテーションの構成を学び、それを生かしたプレゼンテーションの

実践

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 学期は説得型プレゼンテーションの構成を学び、少人数のグループで説得したいテーマと

相手を設定し、「導入・根拠・結論」に分けて役割分担してプレゼンを行った。複数の視点を提

示するように促した。

ｲ 学期は問題解決型プレゼンテーションの構成を学び、少人数のグループで解決したいテー

マを設定し、「導入・問題点・の提案」に分けて役割分担してプレゼンを行った。原稿を見ない

で発表するように促した。

ｳ 学期は原因結果型プレゼンテーションの構成を学び、少人数のグループで解決したいテー

マを設定し、「導入・プラスおよびマイナスの影響・結論」に分けて役割分担してプレゼンを行

った。オーディエンスの立場から質問を考えながら発表を聞くように促し、双方向のコミュニ

ケーション活動となることを意識させた。

ウ 成果

学期に行ったプレゼンテーションでは、予め用意した原稿をただ読みあげるだけの生徒も散

見されたが、説得力あるプレゼンを行った一部の生徒が他の生徒の意欲を刺激する結果となり、

学期の活動では著しい成長が見られた。「原稿を見ない」ように促したことで、パワーポイント

を活用して、必要な情報を提示した上で、画面を指さしながらプレゼンテーションを行う生徒が

増えたことで、発表者自身あまり緊張せずに自然に英語を話すことができただけでなく、聞き手

にも内容が理解しやすくなった。 学期、 学期と進むにつれて生徒同士が触発し合って、「良い

プレゼン」をお手本とするようになり、最初に聴衆の注意をひきつける問いかけをおこなったり、

説得力のあるデータを提示したりするなど、全体として、聞き手に伝わることを最優先するプレ

ゼンテーション力が身についてきた。一方で、聞き手として発表に興味を持ったことを示すよう

な感想や質問をする力については、まだまだ個人差が大きい。今後は聞き手としてのコミュニケ

ーション力の養成のための実践も工夫していきたいと考えている。

情報

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続にかかる高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、プレゼンテーシ

ョン力を育成することができる。

学期 プレゼンテーションの型ごとの特徴の理解と、その特徴を生かしたプレゼンテーシ

ョンおよび質疑応答の実践

学期 プレゼンテーションの型ごとの特徴の理解と、その特徴を生かしたプレゼンテーシ

ョンおよび質疑応答の実践

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 学期はプレゼンテーションの構造および基本的スキルについて映像を用いて学んだ。聞き

手に伝わりやすくする手段としてボディランゲージについても学び、それらを活用して自分の

好きな漫画やアニメについて 分程度で紹介した。

ｲ 学期は「情報を提供することを目的としたプレゼンテーション」の型のうち、列挙型プレ

ゼンテーションについて学んだ。その特徴を理解した上で、実際に列挙型を用いて各々設定し

たテーマに沿って 分程度のプレゼンテーションを行った。また、発表の内容について質疑応

答し、理解を深める時間も設けた。

ｳ 学期は「情報を提供することを目的としたプレゼンテーション」の型のうち、分類型プレ

ゼンテーションについて学んだ。それぞれの特徴を理解したうえで、実際にスライド等の資料

を作成し、分類型を用いてグループで 分程度のプレゼンテーションを行った。意見や感想を

述べる時間を設けて、即興性の高い双方向のコミュニケーション活動につながるように工夫し

た。

ウ 成果

学期はプレゼンテーションの基本的な「型」とよく使う表現を学んだ。指定されたテーマに

ついて、基本的な「型」と表現のみを用いるプレゼンテーションを作成し、口頭で発表しあうペ

アワークを繰り返し行った。これにより基本の「型」と表現をよく定着させることができた。 学

期はプレゼンテーションの目的と発表する情報の種類によって、リスト型や分類型といった発展

的な「型」を使い分けることを学んだ。また、ポスターのレイアウトや発表時のジェスチャーを

学んだ。生徒が使用する英語の語彙や表現の種類も増えた。 学期には、口頭発表に加えてポス

ターを用いたプレゼンテーションも実施。与えられたテーマについて資料を示しながらジェスチ

ャーにも意識を払いながら説明することができた。生徒個人の発表レベルは大きく向上してきた

一方、質疑応答において聞き手から質問がでないことが多く、このことは今後の課題である。

英語Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動や高大接続に係る高度な内容、分野融合を含む内容を扱うことにより、

岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コ

ミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「外国語」を 学校設定科目「 英語Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

目的に応じたプレゼンテーションの型とその構造を理解・習得し、自ら目的をもって発表する活

動を通して、論理的な展開を意識した英語によるプレゼンテーション力とコミュニケーション力

を育成することを目標とした。
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研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「情報の科学」を 学校設定科目「 情報」として実施した（教育課程の特例）。情報の科

学的な理解を中心に、単元間、教科間でつながりのある授業展開を行う中で、知識を統合する力

を育成すること、また、主体的・対話的な活動や発展的な内容を通して深い学びを実現し、思考

力・判断力・表現力をバランス良く育てることで、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能

力、プレゼンテーション力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年全員の 名を対象に、 単位実施した。

令和 年度は、データ分析、シミュレーション、プログラミングにおいて、 物理、数学、探

究 との関連を意識した授業を実施した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

学期 システムとディジタル化、アルゴリズムとプログラミング

学期 情報社会と私たち、メディアとデザイン、ネットワークとセキュリティ

学期 データ分析、モデル化とシミュレーション、データベース

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 情報の科学的な理解についての単元・教科間でつながりのある授業展開

プログラミングの実習を行う中で、コンピュータのしくみなどの知識を結びつけて取り扱い、

科学的な理解を体験的に学習させた。また、アルゴリズムの計算量についての単元では、指数

対数や等差数列の和など、数学で未習の分野にも触れた。オープンデータを使ったデータ分析

や、モデル化とシミュレーションでは、探究 Ⅰ、探究 Ⅱや文型総合などの研究での活用

を意識させるよう留意した。

ｲ 学び合いを通した総合的な問題解決能力の育成

情報モラルや情報セキュリティの分野について、グループごとにテーマ研究を行い、プレゼ

ンテーションをする中で、全ての生徒が主体的・対話的に活動できる場を設定し、総合的な問

題解決能力の育成に努めた。発表後には、リハーサルと本番の比較や、自己評価と他者の評価

を比較して自己の発表を振り返る場面を設定し、その反省を探究 Ⅰで行うポスター発表や

レポート作成に生かすことを意識させ、つながりのある学習に留意した。

ｳ プログラミングにおける発展的内容の扱い

プログラミングでは、発展課題として日本情報オリンピックの予選問題に取り組ませた。今

年度より、実習で使用する言語を から に変更し、アルゴリズムの学習だけでなく、

関数のグラフ描画を で行い、数学との連携を意識した内容も扱った。また今後は、

のライブラリを利用したデータ分析や機械学習についての入口となるような授業展開を考え

ていきたい。

ウ 成果

進法、指数対数、等差数列の和など、数学的な内容にも踏み込んで触れることで、教科間の

つながりを意識した授業展開を行うことができた。

探究 Ⅰで行ったポスター発表では、 情報で行ったプレゼンテーションの反省点が活かさ

れ、文章の配置やフォントの工夫、カラーユニバーサルデザインを意識した配色、発表態度の工

夫が見られた。また、主体的・対話的な活動を取り入れることで、情報社会の諸問題について、

生徒に当事者意識を持たせることができた。
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プログラミングについては、授業で扱った高度な内容により関心を持った２名の生徒が、日本

情報オリンピックの予選にチャレンジし、一次予選を突破した。今後も、授業の内容から更に高

度な内容へ意欲関心を持ち、積極的に学習を深めていく生徒を増やしていきたい。

米国研修

仮説

海外の最先端の施設見学や様々な分野で国際的に活躍する研究者による講義と研究室見学、および

現地の高校生徒の交流を通して、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、

文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成を行うことができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置づけ

未来社会を切り拓く国際リーダーを育成するための特別課外活動（国際研修）として実施し、

知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション

力の育成を目標とする。志願理由書、及び校内での面接にて選考された 名 男子４名、女子８

名 が参加する。事前研修として、現地研究機関や施設、および現地高校で発表するための研究を

行うとともに、校内での 研修や研究レポート、ポスターの作成、発表練習等を行う。実施後は

研修レポートを作成し、学校内外に向けて成果を発表する。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 事前研修

現地研究機関等で研修を行うための事前学習

現地研究機関等で研究発表するためのポスター・英語発表原稿作成、発表練習

ｲ 海外研修

アメリカ合衆国の やハーバード大学において、研究者による講義と研究室見学を実施す

る。 ミュージアムやスミソニアン博物館群では、分野融合の視点を意識し、展示物を用い

た英語プレゼンテーションを実施する。スミソニアン博物館群での研修は

の生徒と合同で実施する。

では、本校生徒が課題研究の成果を発表し、現地高校生との交

流を行う。また、 の生徒がホストとなり、ホームステイによる交

流も行う。

令和 年度の研修では、以下の講師に研修を依頼している。

・ 脳・認知科学部門 学習・記憶研究所

・ハーバード大学 ハーバード・スミソニアン宇宙物理学センター

・ハーバード大学 医学部・ブリガム＆ウィメンズ病院

ウ 成果

展示物に関する事前学習や英語による発表原稿・ポスター作成、発表練習等の事前研修を通し

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「情報の科学」を 学校設定科目「 情報」として実施した（教育課程の特例）。情報の科

学的な理解を中心に、単元間、教科間でつながりのある授業展開を行う中で、知識を統合する力

を育成すること、また、主体的・対話的な活動や発展的な内容を通して深い学びを実現し、思考

力・判断力・表現力をバランス良く育てることで、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能

力、プレゼンテーション力を育成することを目標とした。

令和 年度は、第 学年全員の 名を対象に、 単位実施した。

令和 年度は、データ分析、シミュレーション、プログラミングにおいて、 物理、数学、探

究 との関連を意識した授業を実施した。年間指導計画の概要は以下のとおりである。

学期 システムとディジタル化、アルゴリズムとプログラミング

学期 情報社会と私たち、メディアとデザイン、ネットワークとセキュリティ

学期 データ分析、モデル化とシミュレーション、データベース

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 情報の科学的な理解についての単元・教科間でつながりのある授業展開

プログラミングの実習を行う中で、コンピュータのしくみなどの知識を結びつけて取り扱い、

科学的な理解を体験的に学習させた。また、アルゴリズムの計算量についての単元では、指数

対数や等差数列の和など、数学で未習の分野にも触れた。オープンデータを使ったデータ分析

や、モデル化とシミュレーションでは、探究 Ⅰ、探究 Ⅱや文型総合などの研究での活用

を意識させるよう留意した。

ｲ 学び合いを通した総合的な問題解決能力の育成

情報モラルや情報セキュリティの分野について、グループごとにテーマ研究を行い、プレゼ

ンテーションをする中で、全ての生徒が主体的・対話的に活動できる場を設定し、総合的な問

題解決能力の育成に努めた。発表後には、リハーサルと本番の比較や、自己評価と他者の評価

を比較して自己の発表を振り返る場面を設定し、その反省を探究 Ⅰで行うポスター発表や

レポート作成に生かすことを意識させ、つながりのある学習に留意した。

ｳ プログラミングにおける発展的内容の扱い

プログラミングでは、発展課題として日本情報オリンピックの予選問題に取り組ませた。今

年度より、実習で使用する言語を から に変更し、アルゴリズムの学習だけでなく、

関数のグラフ描画を で行い、数学との連携を意識した内容も扱った。また今後は、

のライブラリを利用したデータ分析や機械学習についての入口となるような授業展開を考え

ていきたい。

ウ 成果

進法、指数対数、等差数列の和など、数学的な内容にも踏み込んで触れることで、教科間の

つながりを意識した授業展開を行うことができた。

探究 Ⅰで行ったポスター発表では、 情報で行ったプレゼンテーションの反省点が活かさ

れ、文章の配置やフォントの工夫、カラーユニバーサルデザインを意識した配色、発表態度の工

夫が見られた。また、主体的・対話的な活動を取り入れることで、情報社会の諸問題について、

生徒に当事者意識を持たせることができた。
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て、生徒の知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニ

ケーション力を育成することができた。 月に実施予定の現地研修や事後研修を通して、岡高キ

ーコンピテンシーのさらなる育成を図りたい。

研修（ 研修）

仮説

外国出身の様々な分野の研究者や留学生を講師とした小規模の講義・実習や、主体的・対話的な学

習活動を通して、岡高キー・コンピテンシーのうち知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プ

レゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成を行うことができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動（国際研修）として実施し、今年度は 、 と

海外派遣者英語研修を主な活動とした。 と では異文化を

英語で学ぶことによる知識を統合する力・課題発見力・英語コミュニケーション力の育成、海外

派遣者英語研修では文章表現力・プレゼンテーション力の育成に重点を置いた。本校で展開して

いる海外派遣者英語研修の対象は 特別課外活動「米国研修」と 事業「英国研修」の つ

である。令和 年度に対象とした生徒は以下の通りである。

・ （外国人研究者による講演会）： ・ 年生約 〜 名

・ （多分野の留学生によるワークショップ）： ・ 年生約 〜 名

・海外派遣者英語研修：米国研修参加者（ 名）、英国研修参加者（ 名）

イ 研究内容・手段・方法

ｱ （ ）

事前研修として、専門用語の語彙予習のために講師から提供された関連資料を配布した。当

日は、第一部で講師の自己紹介や出身国について、第二部で研究内容についてわかりやすく講

演していただいた（ 分）。その後質疑応答の時間をとり、活発な議論を促した（ 分）。

名古屋大学機能有機化学研究室 氏（ドイツ）

「分子夾雑模倣系における超分子重合の精密制御」

ｲ （ ）

名古屋大学大学院で研究活動を行っている様々な国出身・研究分野の海外留学生 名 を講

師として招き、少人数のグループで、講師の出身国や研究内容についてわかりやすく講演して

いただいた（ 分）。その後質疑応答の時間をとり、活発な議論を促した（ 分）。このサイク

ルを 回行い、できるだけ多くの講師と触れ合う機会を設けた。

・ 氏（ ・ ）

・ 氏（ ・ ）

・ 氏（ ・ ）

・ 氏（ ・ ）
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・ 氏（ ・ ）

・ 氏（ ・ ）

ｳ 海外派遣者英語研修（ ・ 、 ・ 、 、 ・ の計 回）

本校英語科教員による指導のもと、英語によるディベート、ディスカッションを実施した。

海外研修にて現地で発表するための英語原稿とポスターを、英語科の各担当教員の指導のも

と作成した。 月上旬には自由テーマで英語プレゼンテーション、 月下旬には科学三昧

あいち での英語発表の聴講、 月上旬には英語によるポスター発表練習等を行った。

ウ 成果

上記の取組では、アンケートを用いて評価を行った。

については、「英語の理解」、「研究内容の理解」という項目に対し、「理解でき

た」という回答が９割を超えた。同様に、「再度外国人研究者による講演」について、「聞きたい」

という回答が 割を超えた。 については、「異文化や英語について興味

をもてた」、「英語をさらに学習したい」という項目に対し、全ての生徒が「全くそうだと思う」、

「そうだと思う」と回答した。また、「複数の視点を得ることができた」という項目に対しても、

約 の生徒が「全くそうだと思う」、「そうだと思う」と回答した。以下は「研修を通して学ん

だことや身についた力（自由記述）」についての抜粋である。

【 】

・ がん細胞を発光させる仕組みを知った。物理や化学と、生物学の融合による発見だと思

う。多くの分野で知見を融合させることの有効さを学んだ。

・ 超分子のことを知って、それを用いて環境に貢献するようなプラスチックを作れるので

はないかと思ったくらい汎用性の高いものがあると知ってとても面白いと思いました。

特に、超分子によって異なる発色をさせることができること、小型の車を作ることがで

きることなどとても興味深いと思いました。

【 】

・ 今回の研修で国際的な視点と科学的な視点を持つことができたと思います。特にアフガ

ニスタンの方のお話では、日本とアフガニスタンを比較して考えることで人口問題や女

性差別問題に興味を持つことができたと思います。

・ 自分のよく知らない国や学問について学べたので視野を広げることができました。

・ 英語を聞いて少しでも理解しようとする力が身についた。自分から話にいかないと話す

力はずっとつかないと思う。いろんな分野の話を聞いて、国際開発についての新しい視

点を知れた。

・ 母国語が英語でなくても、研究内容など専門的なものを英語で発表できていて感心した。

英語での表現の仕方を学びました。

積極的に講師の方へ英語で質問をする生徒が多く、異文化や様々な研究内容を英語で学ぶとい

う取り組みは、知識を統合する力や課題発見力、英語コミュニケーション力の向上に十分な効果

を持っていると考えられる。海外派遣者英語研修については、ポスター作成や発表を通し、文章

表現力やプレゼンテーション力を向上させることができた。

て、生徒の知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニ

ケーション力を育成することができた。 月に実施予定の現地研修や事後研修を通して、岡高キ

ーコンピテンシーのさらなる育成を図りたい。

研修（ 研修）

仮説

外国出身の様々な分野の研究者や留学生を講師とした小規模の講義・実習や、主体的・対話的な学

習活動を通して、岡高キー・コンピテンシーのうち知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プ

レゼンテーション力、英語コミュニケーション力の育成を行うことができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動（国際研修）として実施し、今年度は 、 と

海外派遣者英語研修を主な活動とした。 と では異文化を

英語で学ぶことによる知識を統合する力・課題発見力・英語コミュニケーション力の育成、海外

派遣者英語研修では文章表現力・プレゼンテーション力の育成に重点を置いた。本校で展開して

いる海外派遣者英語研修の対象は 特別課外活動「米国研修」と 事業「英国研修」の つ

である。令和 年度に対象とした生徒は以下の通りである。

・ （外国人研究者による講演会）： ・ 年生約 〜 名

・ （多分野の留学生によるワークショップ）： ・ 年生約 〜 名

・海外派遣者英語研修：米国研修参加者（ 名）、英国研修参加者（ 名）

イ 研究内容・手段・方法

ｱ （ ）

事前研修として、専門用語の語彙予習のために講師から提供された関連資料を配布した。当

日は、第一部で講師の自己紹介や出身国について、第二部で研究内容についてわかりやすく講

演していただいた（ 分）。その後質疑応答の時間をとり、活発な議論を促した（ 分）。

名古屋大学機能有機化学研究室 氏（ドイツ）

「分子夾雑模倣系における超分子重合の精密制御」

ｲ （ ）

名古屋大学大学院で研究活動を行っている様々な国出身・研究分野の海外留学生 名 を講

師として招き、少人数のグループで、講師の出身国や研究内容についてわかりやすく講演して

いただいた（ 分）。その後質疑応答の時間をとり、活発な議論を促した（ 分）。このサイク

ルを 回行い、できるだけ多くの講師と触れ合う機会を設けた。

・ 氏（ ・ ）

・ 氏（ ・ ）

・ 氏（ ・ ）

・ 氏（ ・ ）
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さくらサイエンスプログラム

仮説

海外高校生との交流や合同研究発表会を通して、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合す

る力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成すること

ができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動（国際研修）として実施した。なお、本事業は科学技術振興機構（ ）の経営企

画部さくらサイエンスプログラム推進本部が主催している。海外高校生との合同プログラムを通

して、知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケー

ション力の育成することを目標とした。

イ 研究内容・手段・方法

海外高校生が本校を１日訪問し、本校生徒と合同で研修を行った。 特別講演会、ランチタ

イム交流、合同研究発表会、国際交流プログラム、部活動交流などを実施した。

ｱ 日時・日程

令和 年 月 日（水） ～

ｲ 場所・対象

場所：本校

対象：本校生徒全員・教職員、海外高校生 名（インド 名、台湾 名、ベトナム

名、カンボジア 名、モルディブ 名、カザフスタン 名）、 引率教師など 名、

日本人同行者 名（通訳兼務者、科学技術振興機構関係者含む）

ｳ 特別講演会

名古屋大学未来材料・システム研究所未来エレクトロニクス集積研究センターの天野浩セ

ンター長／教授を講師としてお招きし、『 ～

（冒険に溢れた挑戦～日本の貧乏な大学が、どうやって 開発の分

野で革命を起こし、社会のスマート化をリードしてきたか？～）』を演題として講演会を行っ

た。生徒は事前学習資料を用いて講演内容を予習した上で講演に臨んだ。なお、講演は英語

で実施され、質疑応答も英語で行っている。

ｴ ランチタイム交流

・ 年生の各クラスの担当者が海外高校生とバディを組み、英語でコミュニケーションを

図りながらランチタイム交流を行った。担当者はバディの出身国の文化などについて事前に

学習した上で研修に参加した。

ｵ 合同研究発表会

第 学年の代表班 班（文系総合、探究 、各種研修など）と海外高校生 班（各国

班）が課題研究の成果や自国の文化について英語でポスター発表した。発表者以外の生徒

の一部は、海外高校生とバディを組み、英語でコミュニケーションを図りながら研修補助を

行った。質疑応答も英語で行っている。なお、さくらサイエンスプログラムにおける発表生

徒及び発表テーマ一覧は「❸関係資料：⑧」に記載した。

ｶ 国際交流プログラム

第 学年は「海外生徒との交流／ブラックボックスを実施した。「ブラックボックス」で
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は、海外高校生と英語でコミュニケーションを図りながら仮説を検証し、ブラックボックス

の中身を考察した。検証結果については、班ごとにホワイトボードにまとめ、根拠を示しな

がら英語で発表を行った。第 学年は各クラスで考案した「レクリエーション」を実施した。

海外高校生に対するルール説明なども全て英語で行っている。

ｷ 部活動交流

つの部活動が部活動体験プログラムを考案し、海外高校生と英語でコミュニケーション

を図りながら交流を行った。担当部活動やプログラム内容は以下の通りである。

部活動 プログラム

書道部

剣道・柔道部

茶道部

華道部

コーラス部

弓道部

ウ 成果

特別講演会では、ノーベル賞受賞者である天野浩センター長／教授の研究経歴や研究マイ

ンドを知ることで、多くの生徒が世界を舞台に活躍するために必要な資質を学ぶことができた。

事前学習を行った上で講演に臨んだため、英語で活発に質疑を行うこともできた。また、合同研

究発表会では、３年生が課題研究の成果を海外高校に対して英語でプレゼンテーションするとと

もに、海外高校生と活発に議論を行い、様々な国の研究や文化について学ぶことができた。ラン

チタイム交流や探究プログラム、部活動交流では、生徒自らが立案した企画や仮説等を英語で表

現し、多くの生徒が積極的に英語でコミュニケーションを図っていた。以上の結果より、さくら

サイエンスプログラムを通して、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発

見力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することができた

といえる。今後は、海外を訪問する研修だけでなく、海外高校生を受け入れるプログラムを企画

し、多くの生徒が海外高校生と交流できるよう働きかけ、生徒の国際性のさらなる育成を図りた

い。

研究室体験研修

仮説

大学の研究室において、高度な研究分野に触れるとともに、実際に研究活動を行う。研修の最後に、

成果発表と論文の作成をする。これらの活動により、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合

する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション

力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

平成 年度から実施している事業であり、特別課外活動として実施した。興味・関心、理数系

学力や英語力の高い生徒を対象とし、大学教授や （大学院生）の指導のもと、授業時間内では

さくらサイエンスプログラム

仮説

海外高校生との交流や合同研究発表会を通して、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合す

る力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成すること

ができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動（国際研修）として実施した。なお、本事業は科学技術振興機構（ ）の経営企

画部さくらサイエンスプログラム推進本部が主催している。海外高校生との合同プログラムを通

して、知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケー

ション力の育成することを目標とした。

イ 研究内容・手段・方法

海外高校生が本校を１日訪問し、本校生徒と合同で研修を行った。 特別講演会、ランチタ

イム交流、合同研究発表会、国際交流プログラム、部活動交流などを実施した。

ｱ 日時・日程

令和 年 月 日（水） ～

ｲ 場所・対象

場所：本校

対象：本校生徒全員・教職員、海外高校生 名（インド 名、台湾 名、ベトナム

名、カンボジア 名、モルディブ 名、カザフスタン 名）、 引率教師など 名、

日本人同行者 名（通訳兼務者、科学技術振興機構関係者含む）

ｳ 特別講演会

名古屋大学未来材料・システム研究所未来エレクトロニクス集積研究センターの天野浩セ

ンター長／教授を講師としてお招きし、『 ～

（冒険に溢れた挑戦～日本の貧乏な大学が、どうやって 開発の分

野で革命を起こし、社会のスマート化をリードしてきたか？～）』を演題として講演会を行っ

た。生徒は事前学習資料を用いて講演内容を予習した上で講演に臨んだ。なお、講演は英語

で実施され、質疑応答も英語で行っている。

ｴ ランチタイム交流

・ 年生の各クラスの担当者が海外高校生とバディを組み、英語でコミュニケーションを

図りながらランチタイム交流を行った。担当者はバディの出身国の文化などについて事前に

学習した上で研修に参加した。

ｵ 合同研究発表会

第 学年の代表班 班（文系総合、探究 、各種研修など）と海外高校生 班（各国

班）が課題研究の成果や自国の文化について英語でポスター発表した。発表者以外の生徒

の一部は、海外高校生とバディを組み、英語でコミュニケーションを図りながら研修補助を

行った。質疑応答も英語で行っている。なお、さくらサイエンスプログラムにおける発表生

徒及び発表テーマ一覧は「❸関係資料：⑧」に記載した。

ｶ 国際交流プログラム

第 学年は「海外生徒との交流／ブラックボックスを実施した。「ブラックボックス」で
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充分な取組みができない発展的内容の課題研究を行った。高校での事前学習の後、 日間にわた

り大学の研究室に所属し、研究室体験および課題研究を行った。研究室体験終了後には、レポー

トと日報の作成・提出を課した。提出物は大学教官や とメール等で内容のやりとりをし、完成

度を高めた後に論文形式にまとめ、日報とともに「課題研究論文集」の冊子にまとめた。これに

より、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章

表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することを目標とした。

また、今年度は東京大の研究者による出張講義も実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等（東京大学での現地研修）

日 時：令和 年 月 日（月）～令和 年 月 日（金） 泊 日

対 象：第 学年理型生徒 名

実施場所：東京大学大学院

連携先研究室：

研究科等 専攻、研究室等 代表者 参加人数

工学系研究科 システム創成学専攻 青山和浩 教授

農学生命科学研究科 応用生命工学専攻 堀内裕之 教授

ｲ 実施内容（東京大学での現地研修）

各研究室での研修内容は下表の通りである。

指導：青山和浩 教授（工学系研究科システム創成学専攻） 生徒 名

システムダイナミクスのソフトウェア（ ）を用いて、各生徒が設定したテーマにつ

いての因果ループ図、シミュレーションモデルを作成し検証した。研修最終日に研究発表を行った。

指導：堀内裕之 教授、岩間亮 助教（農学生命科学研究科応用生命工学専攻） 生徒 名

酵母と糸状菌の生育の様子、細胞形態、細胞小器官を観察した。また、飢餓状態時における酵母

のオートファジー現象を蛍光顕微鏡で観察し、ウェスタン解析から確認した。

国立感染症研究所にて、水池彩 主任研究官による講義・研究室見学も実施した。研修最終日に

研究発表を行った。

ｳ 実施日程等（出張講義）

日 時：令和 年 月 日（月）

対 象：本校第 学年希望者（理型）

実施場所：本校経営保育室

ｴ 実施内容（出張講義）

研修前には を利用して質問を募集し、それに対して講義を中心に行った。

また当日は、質疑応答の時間をしっかりと確保し、双方向的な研修になるように配慮した。研

修内容は以下のとおりである。

講 師：東京大学大学院 農学生命科学研究科 応用生命化学専攻 高橋裕 助教

テーマ：「研究を仕事にする～大学、企業での生命科学研究の実際～」

参加者：第 学年希望者（理型） 名
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ウ 成果

ｱ 東京大学での現地研修の成果

研修の事前・事後で岡高キー・コンピテンシーの評価を行い、生徒の変容を確認した。結果

は下記のとおりである。数値は人数を表す。

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を統合する力 事前 → 事後 事前 → 事後 事前 → 事後

文章表現力 事前 → 事後 事前 → 事後 事前 → 事後

プレゼンテーション力 事前 → 事後 事前 → 事後 事前 → 事後

課題発見力 事前 → 事後 事前 → 事後 事前 → 事後

すべての項目において、研修後のミニマムサクセスの人数が明らかに減少し、エクストラサ

クセスの人数が増加している。これにより、岡高キー・コンピテンシーの伸長を確認できた。

また、生徒の感想（自由記述）として、以下のような記述がみられた。

・ システムダイナミクスの一端を学ぶことができたとともに、実際の大学生活を具体的に

イメージすることができるようになった貴重な機会だった。（工学系）

・ 自分が考えた複雑な思考の過程を第三者に伝えることが難しいと感じ、プレゼンテーシ

ョンや論文の作成時には客観的に見て分かりやすい文章を書くように意識するようにな

った。（工学系）

・ 物理選択なので、生物系の研究についていけるか心配だったが、 の方や教授、同じ研

究室の仲間の力を借りて、研究の結果を出すことができた。（農学系）

・ 研究発表の際、パワーポイントが見づらいつくりになってしまったということで、パワ

ーポイントを初めて見る人の気持ちになってより見やすいものが作れるよう努力したい

です。（農学系）

以上のことより、上記の取組から岡高キー・コンピテンシーのうち、「知識を統合する力」、

「文章表現力」「プレゼンテーション力」を特に育成することができたと評価できる。

ｲ 出張講義の成果

生徒の感想（自由記述）は以下のとおりである。

・ 勉強と研究は全く異なるものだとわかった。

・ 大学での研究と企業での研究のそれぞれのメリット・デメリットがよくわかったのでよ

かった。

・ 農学部に入りたいとは思っていましたが、研究など具体的に何をして、どういうことを

学び、役立つのかを知ることができてよかったです。

・ 大学に進学した後も、修士課程や博士課程など多くの道があり、自分に合った将来を歩

めるように、色々チャレンジしていきたいと思った。

・ 先生が研究していた 細胞についての研究がおもしろそうだと思った。

以上のことより、上記の取組から岡高キー・コンピテンシーのうち、「知識を統合する力」、

「課題発見力」を特に育成することができたと評価できる。

充分な取組みができない発展的内容の課題研究を行った。高校での事前学習の後、 日間にわた

り大学の研究室に所属し、研究室体験および課題研究を行った。研究室体験終了後には、レポー

トと日報の作成・提出を課した。提出物は大学教官や とメール等で内容のやりとりをし、完成

度を高めた後に論文形式にまとめ、日報とともに「課題研究論文集」の冊子にまとめた。これに

より、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章

表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することを目標とした。

また、今年度は東京大の研究者による出張講義も実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等（東京大学での現地研修）

日 時：令和 年 月 日（月）～令和 年 月 日（金） 泊 日

対 象：第 学年理型生徒 名

実施場所：東京大学大学院

連携先研究室：

研究科等 専攻、研究室等 代表者 参加人数

工学系研究科 システム創成学専攻 青山和浩 教授

農学生命科学研究科 応用生命工学専攻 堀内裕之 教授

ｲ 実施内容（東京大学での現地研修）

各研究室での研修内容は下表の通りである。

指導：青山和浩 教授（工学系研究科システム創成学専攻） 生徒 名

システムダイナミクスのソフトウェア（ ）を用いて、各生徒が設定したテーマにつ

いての因果ループ図、シミュレーションモデルを作成し検証した。研修最終日に研究発表を行った。

指導：堀内裕之 教授、岩間亮 助教（農学生命科学研究科応用生命工学専攻） 生徒 名

酵母と糸状菌の生育の様子、細胞形態、細胞小器官を観察した。また、飢餓状態時における酵母

のオートファジー現象を蛍光顕微鏡で観察し、ウェスタン解析から確認した。

国立感染症研究所にて、水池彩 主任研究官による講義・研究室見学も実施した。研修最終日に

研究発表を行った。

ｳ 実施日程等（出張講義）

日 時：令和 年 月 日（月）

対 象：本校第 学年希望者（理型）

実施場所：本校経営保育室

ｴ 実施内容（出張講義）

研修前には を利用して質問を募集し、それに対して講義を中心に行った。

また当日は、質疑応答の時間をしっかりと確保し、双方向的な研修になるように配慮した。研

修内容は以下のとおりである。

講 師：東京大学大学院 農学生命科学研究科 応用生命化学専攻 高橋裕 助教

テーマ：「研究を仕事にする～大学、企業での生命科学研究の実際～」

参加者：第 学年希望者（理型） 名
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研究施設・企業訪問研修（第 学年）

仮説

最先端の研究施設の見学を通して、先端的研究内容や研究者、技術者の考え方にふれることで、岡

高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中に希望者のみを対象として特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

日 時：令和 年 月 日（金） 時 分から 時 分

実施場所：竹本油脂株式会社（愛知県蒲郡市港町２番地５）

株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング（ ）

（愛知県蒲郡市三谷北通 丁目 番地の ）

対 象：第 学年希望者 名

ｲ 事前指導

月に概要・内容説明を行い、 月に直前指導として見学地での留意点等の周知を行った。

ｳ 実施内容

企業での主体的・対話的な学習活動を実施することで、知識を統合する力、課題発見力を育

成することを目標とした。

竹本油脂

全体で会社概要説明を受けた後、班に分かれて化学製品を利用した実験演習を行った。界

面活性剤のはたらきや応用方法、食品に利用されている化学技術、製品の流通などを学んだ。

ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング

再生医療と事業説明に関する講義を全体で受けた後、人工角膜と人工皮膚を活用した手

術方法に関するデモンストレーションを見たり、実物に触れたりするなどの体験をした。ま

た、質疑応答を行い、研究や進路選択に関しての理解を深めた。

ウ 成果

上記の取組では、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）を用いて評価を行った。アンケート結果は以下のとおりである。

回答 ％ ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を統合する力

課題発見力

上記の取組では、知識を統合する力と課題発見力についてどちらもフルサクセス以上の自己評

価をした生徒が 割以上出たことから、目的としていた知識を統合する力と課題発見力を育成す

る研修であったと評価できる。

【感想（自由記述）】抜粋
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・企業の技術について触れ、界面活性剤、及び再生医療についての興味・関心が深まりました。

・実際の社会でどのように科学が使われているのかイメージを持つことができました。

では手術の実習もさせていただけて、医療関係の職業に就きたい私としては、素晴らしい機

会になりました。

研究施設・企業訪問研修（第 学年）

仮説

様々な分野の研究施設・企業の実習を通して、先端的研究内容や研究者、技術者の考え方にふれる

ことで、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、プレゼンテーション力

を育成することができる。また、研究施設や企業との連携を深めることができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中に希望者を対象として特別課外活動として企画したが、台風の影響で冬季休業中に

実施した。今年度は分野融合プログラムを導入し、初めて文理合同で研修を行った。また、筑波

大学の研究者による講義（オンライン）を２月 日（水）に実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

企業訪問研修

日 時：令和 年 月 日（木）～令和 年 月 日（金）

実施場所：地図と測量の科学館（茨城県つくば市北郷１番）

食と農の科学館（茨城県つくば市観音台 ）

サイバーダインスタジオ（茨城県つくば市学園南 街区 ）

筑波宇宙センター（茨城県つくば市千現 ）

地質標本館（茨城県つくば市東１丁目１−１）

対 象：第 学年希望者 名（文型・理型）

研究者によるオンライン講義

日 時：令和 年 月 日（水）

実施場所：岡崎高等学校第 学年各教室（オンライン講義）

対 象：第 学年（文型・理型）

ｲ 事前指導

月に概要説明、 月に参加生徒の選考、 月に直前指導として注意事項の周知を行った。

ｳ 実施内容

様々な分野の研究機関・企業での見学実習と体験実習を実施することで、知識を統合する力、

課題発見力、プレゼンテーション力を育成することを目標とした。

・地図と測量の科学館

国土地理院の紹介ビデオを見た後、地図や測量に関する歴史、原理や仕組み、新しい

技術などを見学した。

・農研機構 食と農の科学館

食と農の科学館についての説明を受けた後、農業・林業・水産業・食料・環境に関す

研究施設・企業訪問研修（第 学年）

仮説

最先端の研究施設の見学を通して、先端的研究内容や研究者、技術者の考え方にふれることで、岡

高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中に希望者のみを対象として特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

日 時：令和 年 月 日（金） 時 分から 時 分

実施場所：竹本油脂株式会社（愛知県蒲郡市港町２番地５）

株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング（ ）

（愛知県蒲郡市三谷北通 丁目 番地の ）

対 象：第 学年希望者 名

ｲ 事前指導

月に概要・内容説明を行い、 月に直前指導として見学地での留意点等の周知を行った。

ｳ 実施内容

企業での主体的・対話的な学習活動を実施することで、知識を統合する力、課題発見力を育

成することを目標とした。

竹本油脂

全体で会社概要説明を受けた後、班に分かれて化学製品を利用した実験演習を行った。界

面活性剤のはたらきや応用方法、食品に利用されている化学技術、製品の流通などを学んだ。

ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング

再生医療と事業説明に関する講義を全体で受けた後、人工角膜と人工皮膚を活用した手

術方法に関するデモンストレーションを見たり、実物に触れたりするなどの体験をした。ま

た、質疑応答を行い、研究や進路選択に関しての理解を深めた。

ウ 成果

上記の取組では、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）を用いて評価を行った。アンケート結果は以下のとおりである。

回答 ％ ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を統合する力

課題発見力

上記の取組では、知識を統合する力と課題発見力についてどちらもフルサクセス以上の自己評

価をした生徒が 割以上出たことから、目的としていた知識を統合する力と課題発見力を育成す

る研修であったと評価できる。

【感想（自由記述）】抜粋
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るさまざまな研究が示してあるポスターを自由に見学した。

・サイバーダインスタジオ

研究の概要についての映像を見た後、ロボットスーツ の動作を体験した。

・筑波宇宙センター

展示館「スペースドーム」（ロケット広場、ミュージアムショップ、広報・情報棟）を

自由に見学後、施設の紹介映像を見て、宇宙飛行士養成エリアの見学、「きぼう」運用管

制室の見学を行った。

・地質標本館

地質標本館についての概要説明を受けた後、岩石・鉱物・化石・地球の成り立ち・火

山・地震等の展示を自由に見学した。

・研究者による講義（オンライン）

筑波大学生存ダイナミクス研究センターの小林悟教授による「ショウジョウバエの生

殖細胞の発生を制御する遺伝子群」というテーマの講義を受講し、発生学における最先

端の研究内容や研究者としてのマインドを学んだ。

ウ 成果

研修実施後のアンケート結果は以下のとおりである。数値は％を表す。

全くそう

だと思う

そう

だと思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった

内容を理解できた

科学について興味・関心が高まった

見学の内容について興味が持てた

見学した内容をさらに学習したい

参加した生徒全員が科学について興味・関心が高まった、見学の内容について興味が持てた、

見学した内容をさらに学習したいと答えている。

また、サクセスクライテリア（ルーブリック）での評価の結果は以下の通りである。

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を

統合する力

これまでの学習で学んだこ

とを、研修内容・講義の理解

に、 つ以上つなげることが

できた。

％

これまでの学習で学んだこ

とを、研修内容・講義の理解

に、 つ以上つなげることが

できた。

％

これまでの学習で学んだこ

とを、研修内容・講義の理解

に、 つ以上つなげることが

できた。

％

課題発見力

研修内容から、自分の興味

があるものごとや、課題に

気づくことができた。

％

研修内容から、自分の興味

があるものごとや課題に気

づくことができ、それを深

めるためにどのような知識

が必要か知ることができ

た。

％

研修内容から、自分の興味

があるものごとや課題に気

づくことができ、それを深

めるために必要な知識につ

いて知り、具体的な手だて

や方法を考えた。

％
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以下は、「様々な分野の研究施設・企業を訪問することの意義についてあなたが思うことを教え

てください」という問いに対する生徒の回答の抜粋である。

・ 自分の普段の学習は「知識を入れる」ことに偏りがちだが、様々な研究施設・企業を訪問

することで、知識を得ることに加えて他分野との繋がりなどを肌で感じることができる。

・ 今まで興味がないと思い込んでいたことに新しい発見を見つけられる。

・ 生物選択で生物を中心に勉強していたが、様々な分野の施設を訪れ、他の分野との知識を

融合させることができた。

・ 今回訪問したどの施設でも、１つの学問分野だけを用いているところはなかった。現代に

おいては、様々な分野の専門家が協力することの大切さを感じた。

知識を統合する力と課題発見力についてどちらもフルサクセス以上の自己評価をした生徒が

割程度出たことから、目的としていた力を育成する研修であったと評価できる。また生徒の感想

より、様々な分野の研究施設・企業を見学することで、分野融合の重要性を理解した生徒が存在

することが分かった。今後は、文型・理型の合同班において、学んだ内容に関する議論をした上

で発表を行うなどのプログラムを導入し、プレゼンテーション力の育成にも努めたい。

探究活動発表会

仮説

生徒の課題研究や各種研修等の様々な分野の成果発表会、国際的に活躍する研究者による講演を通

して、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、文章表現力、プレゼンテ

ーション力、英語コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

代表班（生徒）による口頭発表、第 学年生徒全員（文型、理型、スーパーサイエンス部、数

学部、各種研修参加者）と第 学年生徒（各種研修参加者）によるポスター発表の 部構成とし

た。また、さくらサイエンスプログラム（別日程）の一環として、海外留学生と合同で 特別

講演会も実施した。特別講演会の詳細は「❷実施報告書（本文）： 」に記載した。

ｱ 日時・日程

口頭発表・ポスター発表 令和 年 月 日（火） ～

ｲ 場所・対象

場所：本校

対象：本校生徒全員・教職員、 年生保護者（ 名）、自然科学研究機構職員（ 名）、名

古屋大学職員（ 名）、あいち科学技術教育推進協議会連携校職員（ 名）、市内中

学校関係者（ 名）、科学技術振興機構関係者（ 名）など

ｳ 口頭発表

発表件数： 件（探究 件、文型総合 件、研究室体験研修 件、米国研修 件（英

語）、スーパーサイエンス部 件）

るさまざまな研究が示してあるポスターを自由に見学した。

・サイバーダインスタジオ

研究の概要についての映像を見た後、ロボットスーツ の動作を体験した。

・筑波宇宙センター

展示館「スペースドーム」（ロケット広場、ミュージアムショップ、広報・情報棟）を

自由に見学後、施設の紹介映像を見て、宇宙飛行士養成エリアの見学、「きぼう」運用管

制室の見学を行った。

・地質標本館

地質標本館についての概要説明を受けた後、岩石・鉱物・化石・地球の成り立ち・火

山・地震等の展示を自由に見学した。

・研究者による講義（オンライン）

筑波大学生存ダイナミクス研究センターの小林悟教授による「ショウジョウバエの生

殖細胞の発生を制御する遺伝子群」というテーマの講義を受講し、発生学における最先

端の研究内容や研究者としてのマインドを学んだ。

ウ 成果

研修実施後のアンケート結果は以下のとおりである。数値は％を表す。

全くそう

だと思う

そう

だと思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった

内容を理解できた

科学について興味・関心が高まった

見学の内容について興味が持てた

見学した内容をさらに学習したい

参加した生徒全員が科学について興味・関心が高まった、見学の内容について興味が持てた、

見学した内容をさらに学習したいと答えている。

また、サクセスクライテリア（ルーブリック）での評価の結果は以下の通りである。

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を

統合する力

これまでの学習で学んだこ

とを、研修内容・講義の理解

に、 つ以上つなげることが

できた。

％

これまでの学習で学んだこ

とを、研修内容・講義の理解

に、 つ以上つなげることが

できた。

％

これまでの学習で学んだこ

とを、研修内容・講義の理解

に、 つ以上つなげることが

できた。

％

課題発見力

研修内容から、自分の興味

があるものごとや、課題に

気づくことができた。

％

研修内容から、自分の興味

があるものごとや課題に気

づくことができ、それを深

めるためにどのような知識

が必要か知ることができ

た。

％

研修内容から、自分の興味

があるものごとや課題に気

づくことができ、それを深

めるために必要な知識につ

いて知り、具体的な手だて

や方法を考えた。

％
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代表生徒（班）は、課題研究・各種研修の成果をスライドを用いて口頭発表した。発表生

徒及び研究テーマは以下の通りである。なお、米国研修参加者は英語で発表を行った。

事業名 発表者（人） 研究テーマ

探究 ダイラタント流体に加わる力と硬化時間の関係

文系総合 日本の賃金停滞と国民性

研究室体験研修 真核微生物の観察とオートファジーの解析

米国研修

スーパーサイエンス部 紙の構造体で反発係数をコントロールする

ｴ ポスター発表

発表件数： 件（文型 件、理型 件、部活動や各種研修 件、うち英語 件）

令和 年度に行った課題研究・各種研修の成果をポスター発表した。文型は個人で、理型

は主にグループで行った研究を発表した。聴者である生徒による評価シートを作成し、発表

の振り返りの充実を図った。また、分野融合プログラムとして、様々な分野の発表を聴講し、

課題を解決するために必要な「複数の視点」を身につけられるよう新たなルーブリックを作

成するなど工夫した。英語の発表については、英語でのコミュニケーションがより充実した

ものとなるよう、発表者が作成した発表の日本語概要や英語語彙リストを事前に予習する時

間を設けた。部活動や各種研修などの研究テーマは以下の通りである（すべて個人）。

事業名 研究テーマ

スーパーサイエンス部 テスラコイルの放電距離をのばす

数学部 漸化式から広げる高次元空間の考察

東大研修 システムダイナミクスを用いたモデルの作成

名大 人流データとアンケートデータを活用し、「地方都市における公共交通機

関の最適化提案」

森林から一貫した木造劇場建築の設計提案

愛知宇宙イベント 模擬人工衛星 を飛ばしてみた

米国研修

英国研修

ｵ ポスター発表指導

ポスター発表に対し、理型の生徒は自然科学研究機構、文型の生徒は名古屋大学の研究者
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等から指導を受けた。指導者は以下の通りである。

・自然科学研究機構 基礎生物学研究所 特任助教

生理学研究所 小野寺孝興 助教

分子科学研究所 片柳英樹 助手

・名古屋大学大学院 博士課程教育推進機構 森典華 特任准教授

環境学研究科 室井研二 教授

学生支援部 大塚毬絵 氏

ウ 成果

生徒全員を対象とした、探究活動発表会に関するアンケートの結果、ルーブリック評価の結果

を以下に示す。問 の ・ 、問 は令和 年度に新たに追加した項目である。問 の ・

に関しては、学年別に解析を行った。

問 生徒によるポスター発表についてどのように思いますか。あてはまる番号を答えてください。

（数値は％を表す。 ～ の右の小さい数字は令和 年度の結果を表す。）

全くそう

だと思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった

内容を理解できた

内容に対する興味・関心が持てた

将来の進路を考える上で有意義だった

知識を統合する力

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

つ以上（発表者は つ以

上）の分野の発表を聴講す

ることができた。

英語発表を含む、 つ以上

の（発表者は つ以上）の

分野の発表を聴講し、新た

な気づきを得ることがで

きた。

英語発表を含む、全て（発

表者は つ以上）の分野の

発表を聴講し、新たな気づ

きを得ることができた。

年生

年生

年生

課題発見力・英語

コミュニケーション力

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

発表を聴講し、質問を考え

ることができた。

発表を聴講し、１回以上質

問をすることができた。

発表を聴講し、３回以上質

問をすることができた。ま

た、英語で質問することが

できた。

年生

年生

年生

代表生徒（班）は、課題研究・各種研修の成果をスライドを用いて口頭発表した。発表生

徒及び研究テーマは以下の通りである。なお、米国研修参加者は英語で発表を行った。

事業名 発表者（人） 研究テーマ

探究 ダイラタント流体に加わる力と硬化時間の関係

文系総合 日本の賃金停滞と国民性

研究室体験研修 真核微生物の観察とオートファジーの解析

米国研修

スーパーサイエンス部 紙の構造体で反発係数をコントロールする

ｴ ポスター発表

発表件数： 件（文型 件、理型 件、部活動や各種研修 件、うち英語 件）

令和 年度に行った課題研究・各種研修の成果をポスター発表した。文型は個人で、理型

は主にグループで行った研究を発表した。聴者である生徒による評価シートを作成し、発表

の振り返りの充実を図った。また、分野融合プログラムとして、様々な分野の発表を聴講し、

課題を解決するために必要な「複数の視点」を身につけられるよう新たなルーブリックを作

成するなど工夫した。英語の発表については、英語でのコミュニケーションがより充実した

ものとなるよう、発表者が作成した発表の日本語概要や英語語彙リストを事前に予習する時

間を設けた。部活動や各種研修などの研究テーマは以下の通りである（すべて個人）。

事業名 研究テーマ

スーパーサイエンス部 テスラコイルの放電距離をのばす

数学部 漸化式から広げる高次元空間の考察

東大研修 システムダイナミクスを用いたモデルの作成

名大 人流データとアンケートデータを活用し、「地方都市における公共交通機

関の最適化提案」

森林から一貫した木造劇場建築の設計提案

愛知宇宙イベント 模擬人工衛星 を飛ばしてみた

米国研修

英国研修

ｵ ポスター発表指導

ポスター発表に対し、理型の生徒は自然科学研究機構、文型の生徒は名古屋大学の研究者
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問 生徒による口頭発表についてどのように思いますか。あてはまる番号を答えてください。

（数値は％を表す。小さい数字は令和 年度の結果を表す。）

全くそう

だと思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった

内容を理解できた

内容に対する興味・関心が持てた

将来の進路を考える上で有意義だった

以上の結果より、ポスター作成や発表練習、探究活動発表会での発表を通して、岡高キー・コ

ンピテンシーのうち、文章表現力、プレゼンテーション力を育成することができたといえる。ま

た、事前に発表内容に関する予備知識を予習する時間を設けるとともに、聴者である生徒による

評価シートを作成たり、ルーブリックを新たに作成して質疑応答の活性化を図ることで、岡高キ

ー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力を高めることもできた。さらに、

件の英語による発表や発表指導を実施したことで、英語コミュニケーション力についても育成す

ることができたと考えている。とりわけ、問 の結果より、課題発見力や英語コミュニケーシ

ョン力は 年生でより育成されているといえる。一方、問 や問 の結果より、将来の進路

を考える上で有意義だったと答えた生徒がやや少ないので、大学や研究機関、企業等で研修を行

った生徒の発表を充実させるなどの改善が必要であると考えられる。

部活動（スーパーサイエンス部）

仮説

部員による探究活動等により、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、

仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することがで

きる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

部員による探究活動を中心に様々な活動を実施した。研究成果は各種発表会にて発表し、科学

コンテストに出品した。また、科学オリンピック、研究室体験研修や 研修など校内の 事

業、講演会、地域のイベント、他校の 事業などへも参加した。今年度は テーマ（物理班

件、化学班 件、生物班 件、北山湿地班 件）について研究を行った。

ｱ 部員の構成

名（ 年生 名、 年生 名、 年生 名）

ｲ 今年度の研究テーマ

物理班 紙の構造体で反発係数をコントロールする、テスラコイルの動作解析、エネル

ギー効率の高いレールガンの開発、真空砲における筒に占める球の断面積の割
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合と球の運動の関係、温度と反発係数及び動摩擦係数の関係

化学班 コーヒーの成分と水の硬度の関係、 流体の材料と性質の関係

生物班 植物発電の発電量増加について、イシクラゲを用いたマルチング材の開発、ゾ

ウリムシの電気走性、 植物の昼夜の班別

北山湿地班 北山湿地におけるトウカイハルリンドウとヒメカンアオイの調査と 湿地の再

生

ｳ 活動内容

月 北山湿地の環境保全活動・生態調査、岡崎市のタンポポの野外調査・遺伝子分析

月 部活動学習会（誤差処理）

月 北山湿地の環境保全活動・生態調査、化学グランプリチャレンジ、探究活動発表会

月 分子科学フォーラム、物理チャレンジ第 チャレンジ、 東海フェスタ、生物学

オリンピック予選、化学グランプリ一次選考、せいりけん市民講座、北山湿地の環

境保全活動・生態調査、自然科学研究機構若手研究者賞記念講演、部活動学習会

（ ）、研究室体験研修（～ 月）、課題研究交流会、化学グランプリチャレン

ジ

月 生徒研究発表会、科学の甲子園に向けた合同学習会、北山湿地の環境保全活動・生

態調査、研究施設・企業訪問研修（ 年）、部活動学習会（化学）、ウスバキトンボ調

査会、あいち宇宙イベントキックオフミーティング

月 文化祭、北山湿地の環境保全活動・生態調査、高校生・高専生科学技術チャレンジ

（ ）出品

月 分子科学研究所一般公開、分子科学フォーラム、岡崎市小中学校理科作品展、北山

湿地の環境保全活動・生態調査

月 東海地区高等学校化学研究発表交流会、分子科学フォーラム、あいち科学の甲子園、

北山湿地の環境保全活動・生態調査

月 研修、 サイエンス大賞、北山湿地の環境保全活動・生態調査、科学三昧 あ

いち 、研究施設・企業訪問研修（ 年）

月 ･ 会、分子科学フォーラム、北山湿地の環境保全活動・生態調査、あいち宇宙

イベント共同実験・研究発表会

月 高文連自然科学専門部研究発表会、 研修、北山湿地の環境保全活動・生態調査

月 米国研修、北山湿地の環境保全活動・生態調査、おかしん先端科学奨学金制度成果

発表会

ウ 成果

ｱ アンケート結果

上記の取組について、岡高キー・コンピテンシーが身についたか 自己評価するためのアン

ケート調査を実施した。対象は ･ 年部員である。結果は以下のとおりである。

部活動に参加して身についた資質・能力について（数値は％を表す、右の小さい数値は令和 年度）

全くそう

だと思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

できるようになったこと

（具体例）

知識を

統合する力

・ 自分たちの持っている情報を共有し、ともに考え

ることで、目的を達成するために必要なものを考

えられるようになった。

問 生徒による口頭発表についてどのように思いますか。あてはまる番号を答えてください。

（数値は％を表す。小さい数字は令和 年度の結果を表す。）

全くそう

だと思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった

内容を理解できた

内容に対する興味・関心が持てた

将来の進路を考える上で有意義だった

以上の結果より、ポスター作成や発表練習、探究活動発表会での発表を通して、岡高キー・コ

ンピテンシーのうち、文章表現力、プレゼンテーション力を育成することができたといえる。ま

た、事前に発表内容に関する予備知識を予習する時間を設けるとともに、聴者である生徒による

評価シートを作成たり、ルーブリックを新たに作成して質疑応答の活性化を図ることで、岡高キ

ー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力を高めることもできた。さらに、

件の英語による発表や発表指導を実施したことで、英語コミュニケーション力についても育成す

ることができたと考えている。とりわけ、問 の結果より、課題発見力や英語コミュニケーシ

ョン力は 年生でより育成されているといえる。一方、問 や問 の結果より、将来の進路

を考える上で有意義だったと答えた生徒がやや少ないので、大学や研究機関、企業等で研修を行

った生徒の発表を充実させるなどの改善が必要であると考えられる。

部活動（スーパーサイエンス部）

仮説

部員による探究活動等により、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、

仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することがで

きる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

部員による探究活動を中心に様々な活動を実施した。研究成果は各種発表会にて発表し、科学

コンテストに出品した。また、科学オリンピック、研究室体験研修や 研修など校内の 事

業、講演会、地域のイベント、他校の 事業などへも参加した。今年度は テーマ（物理班

件、化学班 件、生物班 件、北山湿地班 件）について研究を行った。

ｱ 部員の構成

名（ 年生 名、 年生 名、 年生 名）

ｲ 今年度の研究テーマ

物理班 紙の構造体で反発係数をコントロールする、テスラコイルの動作解析、エネル

ギー効率の高いレールガンの開発、真空砲における筒に占める球の断面積の割
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・ 得意分野が違う部員と話せる環境のおかげで、疑

問を気軽に尋ねられるようになった。また、知識

にも繋がりを感じられるようになった。

・ 学校で習った数学や生物の知識を応用して、研究

に生かすことができるようになった。

・ 部活動の研究発表会で学んだことを自分の研究

に活かしたり、授業でその考え方を使ったりする

ことができるようになった。

・ 現象を幾何学的に、あるいは統計学的に解析する

方法を理解することができるようになった。

・ 自分の専門とは違う分野の発表を聞くことで、自

分の持っている知識と合わせて考えることがで

きるようになった。

・ 化学的な知識を用いて研究の仮説を設定できた。

・ 研究資料をまとめる過程で、実験の仮説、考察な

どを考える能力がついた。

課題発見力

・ 研究を進めていく中で、自分に足りないものを見

つけられるようになった。

・ ポスター発表で積極的に質問できるようになっ

た。

・ 生物学の授業で発展内容として触れたことを調

べるようになり、新しい課題を発見できるように

なった。

・ 研究発表会等で様々な視点から身の回りの事象

を考えている様子を見て触発され、日頃から、物

事の裏にはどんな原理があるのかを考え、そこか

ら興味のあるものを見つけられるようになった。

・ 実験でうまくいかなかったとき、また仮説と異な

る結果が得られたとき、何が要因だったのかを考

え、どのように解決すればよいかを考えられるよ

うになった。

・ 新たな研究を考える際に、その軸を見つけること

ができるようになった。

仮説設定

能力

・ 課題に対して、様々な情報から仮説を立てられる

ようになった。

・ 研究するにあたり、どんな結果になるかを考え、

検証することができた。

・ 等での実験で、データから考えられる原因を

いくつも考えつけるようになった。

・ 分子の構造や電子の動きを踏まえて、現象をイメ

ージできるようになった。

・ 植物発電の構造と経験則から、もっとも妥当な選

択肢を選んで仮説を立てることができた。
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文章表現力

・ 研究分野に特有の表現をしたり、字数に合うよう

に文章を推敲したりできるようになった。

・ ポスターのスペースを有効活用して、伝えたいこ

とを簡潔に書けるようになった

・ 文化祭やワークショップにおいて、来場者に実験

の原理を順序立てて説明できるようになった。

・ 数学的に物理現象を説明することができるよう

になった。

・ 自然科学に興味を引いてもらうようなチラシを

作るスキルが向上した。

・ 発表を論文等にまとめる際に、どう書けば誤解な

く伝えられるかを考えられるようになった。

・ 論文やポスターのクオリティが向上した。

プレゼンテ

ーション力

・ 適切なスピードで発表できるようになった。

・ サイエンスショーで自信をもって披露すること

ができた。

・ 即興性のあるプレゼンテーションができるよう

になった。

・ 知識を持っていない人にも分かるように、動機な

どを面白く伝える工夫をすることができた。

・ 効果的にポスターの資料を使い発表できた。

英語コミュ

ニケーショ

ン力

・ 普段から英語に親しむことができた。 研修

（ ）では、英語で質問できるように

なった。

・ 英語の発表を聞くことで、まとめ方、問いかけ方

を学んだ。

感想（抜粋）

・ 発表準備に焦ってしまうことが多かったので、計画性を大事にしていきたい。

・ 研究だけでなく、個性豊かな先輩や友達とお互いに高めあえた、最高の一年だった。文

化祭では互いに協力し合い、一つの作品を作ることができた。研究を早く進めたい。

・ 北山湿地の活動では、論理的に 湿地を再生することができていないと感じる。湿地の

性質や成立条件について掘り下げてから実験して、結果に応じて考察、追実験を行うと

いう実験本来の流れにそって進められるようにしていきたい。

・ 失敗を多く経験し、思うような成果は挙げられなかったが、試行錯誤をひたすら繰り返

すことは楽しかったので入部してよかった。

・ 学業と両立するのが大変だったが、たくさんの研究発表や交流を通して、自然科学への

関心を維持し、研究をより身近に感じることができた。

・ 実験の回数を増やしたい。

・ 年間で、失敗を踏まえて仮説を立てて発展させながら、さまざまな実験をすることがで

きた。充実した時間だった。また、プレゼンの仕方やポスターの作り方などを学べてよ

かった。

・ 植物発電についてもっと鋭い視点から掘り下げられるとよかった。

・ 得意分野が違う部員と話せる環境のおかげで、疑

問を気軽に尋ねられるようになった。また、知識

にも繋がりを感じられるようになった。

・ 学校で習った数学や生物の知識を応用して、研究

に生かすことができるようになった。

・ 部活動の研究発表会で学んだことを自分の研究

に活かしたり、授業でその考え方を使ったりする

ことができるようになった。

・ 現象を幾何学的に、あるいは統計学的に解析する

方法を理解することができるようになった。

・ 自分の専門とは違う分野の発表を聞くことで、自

分の持っている知識と合わせて考えることがで

きるようになった。

・ 化学的な知識を用いて研究の仮説を設定できた。

・ 研究資料をまとめる過程で、実験の仮説、考察な

どを考える能力がついた。

課題発見力

・ 研究を進めていく中で、自分に足りないものを見

つけられるようになった。

・ ポスター発表で積極的に質問できるようになっ

た。

・ 生物学の授業で発展内容として触れたことを調

べるようになり、新しい課題を発見できるように

なった。

・ 研究発表会等で様々な視点から身の回りの事象

を考えている様子を見て触発され、日頃から、物

事の裏にはどんな原理があるのかを考え、そこか

ら興味のあるものを見つけられるようになった。

・ 実験でうまくいかなかったとき、また仮説と異な

る結果が得られたとき、何が要因だったのかを考

え、どのように解決すればよいかを考えられるよ

うになった。

・ 新たな研究を考える際に、その軸を見つけること

ができるようになった。

仮説設定

能力

・ 課題に対して、様々な情報から仮説を立てられる

ようになった。

・ 研究するにあたり、どんな結果になるかを考え、

検証することができた。

・ 等での実験で、データから考えられる原因を

いくつも考えつけるようになった。

・ 分子の構造や電子の動きを踏まえて、現象をイメ

ージできるようになった。

・ 植物発電の構造と経験則から、もっとも妥当な選

択肢を選んで仮説を立てることができた。
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・ 物理研究と北山湿地、どちらもある程度のことはできた。発表も何回か経験できた。し

かし物理研究はようやく研究の軸が固まってきたくらいで、まだ仮説の検証にほど遠い。

仮説自体まだ論理的説明ができるほどに固まっていない。北山湿地もどのような研究を

するか、どのように進めるかのビジョンをまだ明確にもてていない。中途半端だ。

ｲ 受賞等

今年度も、複数の研究が科学コンテスト等で評価していただいた。以下にまとめて示す。

・第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ）

敢闘賞 「テスラコイルの動作解析」 年 新宅隼士

・第 回 サイエンス大賞

優秀賞（自然科学部門）

「イシクラゲを用いたマルチング材の開発」 年 加納柊馬

部活動（数学部）

仮説

互いと協力しながらの研究活動、数学の学習会の実施、研究内容の発表、数学オリンピックへの参

加等を通して、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、

文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別活動として実施した。数学や理数系に深く興味をもつ生徒を募集し、現在部員数は 名

（ 年生 名、 年生 名、 年生 名）である。部活動における取組を通常授業（探究 や

数学）に反映させている生徒も存在する。年間活動計画の概要は以下のとおりである。

学期 研究、発表準備

学期 数学オリンピックに向けた数学的思考力の育成、発表準備、発表

学期 発表準備、発表

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 東海フェスタ

年 月 日（土）に名城大学天白キャンパス共通講義棟及びタワー で開催された。

各校の取り組みを知るために 名（ 年生 名、 年生 名）が参加した。

ｲ 課題研究交流会

年 月 日（水）に名古屋大学野依記念学術交流館で開催された。 名（ 年生 名、

年生 名）が参加し、 年生が 件のポスター発表を行った。

ｳ 科学三昧 あいち

年 月 日（水）に自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンターで開催された。

名（ 年生 名、 年生 名）が参加し、 年生が１件、 年生が 件のポスター発表を行った。

ｴ 数学オリンピック

年 月 日（月）に開催された数学オリンピック予選に 名（ 年生 名、 年生
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名）が参加した。

ウ 成果

指定校の生徒が多く参加する課題研究発表会に参加したことで、多様な研究テーマや研究

方法に触れることができた。また、ポスター発表や理数系コンテストへの参加、生徒が主体的に

開催する学習会の実施等を通して、より高度な数学的思考力が育成されるとともに、知識を統合

する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力を高めることができた。

部活動（学習会・誤差処理）

仮説

簡単な力学実験を通して、有効数字、統計処理、読み取り誤差の処理、誤差の伝播の学習を行うこと

で、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、仮説設定能力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

本校スーパーサイエンス部を含む希望者を対象に、特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

テ ー マ：「物理チャレンジのための誤差処理学習会」

日 時：令和 年 月 日（土） 時 分から 時 分

実施場所：本校物理教室

参加生徒：岡崎高校及びあいち科学技術教育推進協議会連携校の希望生徒 名

（岡崎高校 名、岡崎北高校 名、一宮高校 名）

ｲ 実施内容

本校では昨年度まで、物理チャレンジの参加者を対象に校内で誤差処理学習会を開催してい

たが、成果の普及の一環として、今年度、初めて他校と合同で開催した。

題材とした実験は、力学台車が斜面上を運動する時間を測定し、重力加速度の大きさ𝑔𝑔を求

めるという、至ってシンプルなものである。目標は、測定結果を𝑔𝑔 〇〇 ではなく𝑔𝑔 〇

〇±○○m/s と記述することである。台車の運動時間の誤差の統計処理、斜面の長さと高さの

読み取り誤差の処理、それらの誤差の重力加速度への伝播について考慮する必要がある。もち

ろん有効数字の基本も理解しなければならない。本学習会では、本校が独自に作成したテキス

トを用いて、生徒自身が を操作しながら時間をかけて取り組めるように配慮した。

ウ 成果

偏微分の内容が含まれるため、 ・ 年生の参加者にはやや難しかったが、誤差処理の方針につ

いてはイメージさせることができた。参加者の反応も上々であった。残念ながら、今年度は本校

から物理チャレンジの全国本選に進出できた生徒はいなかったが、来年度以降も学習会を継続し、

本選出場・日本代表選出を目指したい。

・ 物理研究と北山湿地、どちらもある程度のことはできた。発表も何回か経験できた。し

かし物理研究はようやく研究の軸が固まってきたくらいで、まだ仮説の検証にほど遠い。

仮説自体まだ論理的説明ができるほどに固まっていない。北山湿地もどのような研究を

するか、どのように進めるかのビジョンをまだ明確にもてていない。中途半端だ。

ｲ 受賞等

今年度も、複数の研究が科学コンテスト等で評価していただいた。以下にまとめて示す。

・第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ）

敢闘賞 「テスラコイルの動作解析」 年 新宅隼士

・第 回 サイエンス大賞

優秀賞（自然科学部門）

「イシクラゲを用いたマルチング材の開発」 年 加納柊馬

部活動（数学部）

仮説

互いと協力しながらの研究活動、数学の学習会の実施、研究内容の発表、数学オリンピックへの参

加等を通して、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、

文章表現力、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別活動として実施した。数学や理数系に深く興味をもつ生徒を募集し、現在部員数は 名

（ 年生 名、 年生 名、 年生 名）である。部活動における取組を通常授業（探究 や

数学）に反映させている生徒も存在する。年間活動計画の概要は以下のとおりである。

学期 研究、発表準備

学期 数学オリンピックに向けた数学的思考力の育成、発表準備、発表

学期 発表準備、発表

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 東海フェスタ

年 月 日（土）に名城大学天白キャンパス共通講義棟及びタワー で開催された。

各校の取り組みを知るために 名（ 年生 名、 年生 名）が参加した。

ｲ 課題研究交流会

年 月 日（水）に名古屋大学野依記念学術交流館で開催された。 名（ 年生 名、

年生 名）が参加し、 年生が 件のポスター発表を行った。

ｳ 科学三昧 あいち

年 月 日（水）に自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンターで開催された。

名（ 年生 名、 年生 名）が参加し、 年生が１件、 年生が 件のポスター発表を行った。

ｴ 数学オリンピック

年 月 日（月）に開催された数学オリンピック予選に 名（ 年生 名、 年生
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部活動（学習会・化学）

仮説

高大接続にかかる高度な実験実習を行うことで、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合す

る力、課題発見力、文章表現力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中にスーパーサイエンス部を含む希望者（主に第 学年理型生徒）を対象に、特別課

外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 背景

本プログラムは、平成 年度から平成 年度までの 年間に、名古屋大学で実施したスー

パーサイエンス特別課外活動を基に、本校教員が校内で指導できるように修正、改善したもの

である。

ｲ 実施日程等

テーマ：有機化学実験」 実験 「酢酸エチル」の合成・精製（蒸留）

実験 「アセトアニリド」の合成・精製（再結晶）と加水分解反応

日 時：令和 年 月 日 金 時 分～ 時 分 事前指導

月 日 月 時 分～ 時 分 実験実習

場 所：本校化学教室

参加者：岡崎高校及びあいち科学技術教育推進協議会連携校の希望生徒 名

（岡崎高校 年生 名、岡崎北高校 名、大府東高校 名、豊橋東高校 名）

ｳ 実施内容

事前指導 では、実験ノートの書き方や「酢酸エチル」、「アセトアニリド」の性質及び有機

電子論を用いた合成反応の反応機構を学習、考察させた。また、実験上の注意事項や各実験操

作の意味を考えさせることで、生徒が化学的視点をもって実験実習に取り組めるように指導内

容を工夫した。

実験実習 では、実験班ごとに実験 と実験 を午前と午後で入れ替えて実施した。その際、

生成物の収率を求めたり、融点測定法を用いた精製純度の評価を行ったりした。

ウ 成果

上記の取組では、本校生徒 名について、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセ

スクライテリア（ルーブリック）を用いた自己評価及び実験レポートにより評価を行った。

表 ルーブリックを用いた評価 ※ 数値は、「事前評価 → 事後評価」である。

岡高キー・コンピテンシー ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を統合する力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

課題発見力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

文章表現力 人 → 人 人 → 人 人 → 人
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表より、知識を統合する力や文章表現力については、評価を伸ばすことができた。特に知識を

統合する力については、「エクストラサクセス」とする者の割合が事後に著しく伸びており、今回

の取組が十分な成果をあげたといえる。文章表現力については「ミニマムアクセス」とする者の

割合が減ったものの、「エクストラサクセス」とする者の割合が伸びず、実験レポートを提出でき

なかった生徒も数名いた。また、課題発見力については、事前評価と事後評価に大きな変化がみ

られなかった。これらの考えられる原因としては、今年は参加者が多く、一人ひとりにきめ細く

指導できなかったことなどが挙げられる。

一方、アンケートの自由記述欄については、「授業での既習事項と、事前講義で新しく得た知識

を組み合わせて、実験内容および操作の意味や注意点を理解することができた」「実験結果を考察

する際、事前講義の内容だけでなく授業で学習した内容も総動員する必要があるなど、日々の学

習内容と結びつく部分も多く理解が深まった」「なぜその反応が起こるのかを反応機構を考える

ことでより深く理解することができた」など、事前講義および実験をとおして知識を統合する力

を中心に岡高キー・コンピテンシーを大きく伸ばすことができたことがわかる記述が多かった。

実験レポートの課題については、レポート提出者においては概ね記述できていたが、事前に講

義を行っているとはいえ授業では未履修の分野のため、内容を十分に理解できなかった生徒も見

受けられた。今後も、レポート課題の内容や事前指導における講義内容を工夫していきたい。

部活動（学習会・ ）

仮説

マイコンボード （ 互換機の一種）を用いた測定器の製作（電子工

作及びプログラミング）を行うことで、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合する力、課題発

見力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中に本校スーパーサイエンス部を含む希望者を対象に、特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

テ ー マ：「マイコンボード を用いた測定器の製作」

日 時：令和 年 月 日（土） 時 分から 時 分

実施場所：本校化学教室

参加生徒：岡崎高校及びあいち科学技術教育推進協議会連携校の希望生徒 名

（岡崎高校 名、岡崎北高校 名、一宮高校 名、半田農業高校 名、瑞陵高校 名）

ｲ 実施内容

電子制御プログラミングによって、スーパーサイエンス部での探究活動や 学校設定教科

「探究 」の課題研究等での実用に耐えられる機能を備えた測定器を作製させることを目標

とした。測定器は、センサによって加速度・角速度・磁束密度を同時に測定し、各値を

カードに保存することができるように設計した。センサが取得した値の処理にはマイコンボー

ド （小型の 互換機）を用いた。メインテーマはプログラミ

ングのため、回路を円滑に作製させられるよう、事前に生徒用のプリント基板を作製した。プ

部活動（学習会・化学）

仮説

高大接続にかかる高度な実験実習を行うことで、岡高キー・コンピテンシーのうち、知識を統合す

る力、課題発見力、文章表現力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中にスーパーサイエンス部を含む希望者（主に第 学年理型生徒）を対象に、特別課

外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 背景

本プログラムは、平成 年度から平成 年度までの 年間に、名古屋大学で実施したスー

パーサイエンス特別課外活動を基に、本校教員が校内で指導できるように修正、改善したもの

である。

ｲ 実施日程等

テーマ：有機化学実験」 実験 「酢酸エチル」の合成・精製（蒸留）

実験 「アセトアニリド」の合成・精製（再結晶）と加水分解反応

日 時：令和 年 月 日 金 時 分～ 時 分 事前指導

月 日 月 時 分～ 時 分 実験実習

場 所：本校化学教室

参加者：岡崎高校及びあいち科学技術教育推進協議会連携校の希望生徒 名

（岡崎高校 年生 名、岡崎北高校 名、大府東高校 名、豊橋東高校 名）

ｳ 実施内容

事前指導 では、実験ノートの書き方や「酢酸エチル」、「アセトアニリド」の性質及び有機

電子論を用いた合成反応の反応機構を学習、考察させた。また、実験上の注意事項や各実験操

作の意味を考えさせることで、生徒が化学的視点をもって実験実習に取り組めるように指導内

容を工夫した。

実験実習 では、実験班ごとに実験 と実験 を午前と午後で入れ替えて実施した。その際、

生成物の収率を求めたり、融点測定法を用いた精製純度の評価を行ったりした。

ウ 成果

上記の取組では、本校生徒 名について、岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセ

スクライテリア（ルーブリック）を用いた自己評価及び実験レポートにより評価を行った。

表 ルーブリックを用いた評価 ※ 数値は、「事前評価 → 事後評価」である。

岡高キー・コンピテンシー ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を統合する力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

課題発見力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

文章表現力 人 → 人 人 → 人 人 → 人
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リント基板は を利用して設計し、本校でエッチング処理などを行い自作した。

午前は、回路を作製させ、プログラミングの基礎（ の使い方、 の点滅、繰り

返し処理）を学習させた。午後は、センサ、 の処理を学習させた。最後に、作製させた

測定器を利用して簡易実験をさせた。実験計画は生徒に立案させ、得られたデータを

でグラフ化させ、事前の予想と比較させた。

ウ 成果

上記の取り組みでは、実施後の生徒アンケートを用いて評価を行った。 割以上の生徒が「内

容は難しかった」と回答したが、 割以上の生徒が「内容を理解できた」と回答した。また、全生

徒が「興味が持てた」「さらに学習したい」と回答した。また、 割以上の生徒が「知識を統合す

る力」、 割以上の生徒が「課題発見力」が身に付いたと回答した。

アンケート結果の抜粋

【知識を統合する力】 できるようになったこと（自由記述）

・ 実験結果を、学習したことを応用して予想することができた。

・ 目的に対して何が必要かを整理することができた。

・ 物理の知識と計測したデータの関係を理解することができた。

【課題発見力】 できるようになったこと（自由記述）

・ エラーの原因を考えることができた。

・ 身の回りの現象を、物理的に考えるきっかけが得られた。

【感想（自由記述）】 生徒

・ 実践的で試行錯誤することが楽しかった。

・ 上でのプログラミングは経験があったが、ハードの制御は初めてで本当に楽しかった。

・ プログラミングの基礎はあったが、一つ一つのプログラムを組み合わせて応用すること

を学べてよかった。簡易実験では物理量のデータを分かりやすく取ることができた。今

後いろいろと試してみたい。

・ の明るさを徐々に変えることができたときは大きな達成感があった。

【感想（自由記述）】 引率教員

・ 初めはテキスト通りに操作をしていたが、実際に実験をする段階になり、自ら考えグル

ープで話し合いを行うなど、探究的な学びに結びついていた。生徒にとっても有意義な

時間となった。

・ 生徒自ら実験結果を考察し、追実験を行う姿勢を初めて見ることができた。

本研修の特徴は、生徒自身が問題解決を行う機会をプログラミングによるハードウェアの制御

を通して設けていることである。今年度は「内容の精選による実験時間の確保」を強く意識して

研修を再構成した。（令和 ・ 年度の学習会では、加速度・角速度・磁束密度センサと

カードの制御だけでなく、温度・気圧・湿度センサと有機 ディスプレイの制御も扱っていたた

め、自作の測定器による実験の時間を十分に確保できていなかった。）その結果、参加者全員が測

定器作製とプログラミングを完成し、学習会時間内に実験を行うことができた。アンケートの記

述には、実験結果を考察する意義に触れるものも多く、今年度も知識を統合する力、課題発見力

を高める絶好の機会とすることができた。
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後日、参加した本校生徒の中に探究 での課題研究やスーパーサイエンス部での研究に応用

する生徒が現れた。また、他校の引率教員からも、自校での課題研究に活用しているという報告

を受けることができた。

部活動（ウスバキトンボ調査会）

仮説

市・地域ボランティア団体と連携した調査会の運営や市との共同研究成果の発表を通して、岡高キー・

コンピテンシーのうち、課題発見力・プレゼンテーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中に特別課外活動として実施した。本校の教員やスーパーサイエンス部の生徒がスタ

ッフを務め、一般希望者を対象に開催した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

テ ー マ：「世界を旅するトンボの謎を解明しよう！ウスバキトンボ調査会」

共 催：岡崎市、岡崎市動植物調査会

日 時：令和 年 月 日（土） 時 分から 時 分

実施場所：岡崎市わんパーク

参 加 者： 名（本校生徒・教職員 名、一般 名、岡崎市役所職員 名、岡崎市動植物

調査会 名、報道関係 名）

ｲ 実施内容

岡崎市と地域ボランティア団体（岡崎市動植物調査会）と連携し、一般市民向けの調査会を

実施した。参加者の募集・集約等は岡崎市環境政策課の自然共生係が担当している。なお、本

調査は 「ダーウィンが来た！」と連携した「ウスバキトンボ全国調査」の一環である。世界

を旅するウスバキトンボの生態についての講義を受講した後、本校スーパーサイエンス部の生

徒・教職員らが補助員を務め、参加者全員でマーキング調査を行った。また、スーパーサイエ

ンス部が岡崎市と連携して実施している北山湿地保全活動の研究成果の発表も行った。

ウ 成果

名の定員に対し、 名以上の応募があった。参加者の大部分は小学生であり、実施後の本

事業に対するアンケート（岡崎市が実施）に対しては、全参加者が「大変満足」「満足」と回答し

た。以下は参加者の感想の抜粋である。

・ ウスバキトンボの生態のヒミツを知ることができ、親子共に大変楽しませていただきまし

た。娘はトンボ獲りの名人になりました。これから毎年トンボを観察することがとても楽

しみです。有意義な経験をありがとうございました。

・ 子供達も大人も、とても楽しくウスバキトンボをつかまえることができ、良い思い出にな

りました。またこのようなイベントがあった際には、ぜひ参加したいです。ありがとうご

ざいました。

リント基板は を利用して設計し、本校でエッチング処理などを行い自作した。

午前は、回路を作製させ、プログラミングの基礎（ の使い方、 の点滅、繰り

返し処理）を学習させた。午後は、センサ、 の処理を学習させた。最後に、作製させた

測定器を利用して簡易実験をさせた。実験計画は生徒に立案させ、得られたデータを

でグラフ化させ、事前の予想と比較させた。

ウ 成果

上記の取り組みでは、実施後の生徒アンケートを用いて評価を行った。 割以上の生徒が「内

容は難しかった」と回答したが、 割以上の生徒が「内容を理解できた」と回答した。また、全生

徒が「興味が持てた」「さらに学習したい」と回答した。また、 割以上の生徒が「知識を統合す

る力」、 割以上の生徒が「課題発見力」が身に付いたと回答した。

アンケート結果の抜粋

【知識を統合する力】 できるようになったこと（自由記述）

・ 実験結果を、学習したことを応用して予想することができた。

・ 目的に対して何が必要かを整理することができた。

・ 物理の知識と計測したデータの関係を理解することができた。

【課題発見力】 できるようになったこと（自由記述）

・ エラーの原因を考えることができた。

・ 身の回りの現象を、物理的に考えるきっかけが得られた。

【感想（自由記述）】 生徒

・ 実践的で試行錯誤することが楽しかった。

・ 上でのプログラミングは経験があったが、ハードの制御は初めてで本当に楽しかった。

・ プログラミングの基礎はあったが、一つ一つのプログラムを組み合わせて応用すること

を学べてよかった。簡易実験では物理量のデータを分かりやすく取ることができた。今

後いろいろと試してみたい。

・ の明るさを徐々に変えることができたときは大きな達成感があった。

【感想（自由記述）】 引率教員

・ 初めはテキスト通りに操作をしていたが、実際に実験をする段階になり、自ら考えグル

ープで話し合いを行うなど、探究的な学びに結びついていた。生徒にとっても有意義な

時間となった。

・ 生徒自ら実験結果を考察し、追実験を行う姿勢を初めて見ることができた。

本研修の特徴は、生徒自身が問題解決を行う機会をプログラミングによるハードウェアの制御

を通して設けていることである。今年度は「内容の精選による実験時間の確保」を強く意識して

研修を再構成した。（令和 ・ 年度の学習会では、加速度・角速度・磁束密度センサと

カードの制御だけでなく、温度・気圧・湿度センサと有機 ディスプレイの制御も扱っていたた

め、自作の測定器による実験の時間を十分に確保できていなかった。）その結果、参加者全員が測

定器作製とプログラミングを完成し、学習会時間内に実験を行うことができた。アンケートの記

述には、実験結果を考察する意義に触れるものも多く、今年度も知識を統合する力、課題発見力

を高める絶好の機会とすることができた。
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本校生徒に対しては、生徒アンケートを用いて評価を行った。以下は本校生徒のアンケート結

果（「身についた能力」とその能力に関係する「できるようになったこと」）の抜粋である。

・ マーキング調査の方法を学ぶことで、自身の研究課題に対するアプローチを増やすことが

できた。

・ 研究成果を小学生に対して分かりやすく発表するのは難しかった。ポスターに写真や図が

あれば説明しやすかったので、今後プレゼンテーションを行う際には意識したい。

以上より、市や地域ボランティア団体との連携事業として一般市民に対する調査会・研究成果

発表会を実施したことで、生徒の課題発見力・プレゼンテーション力を高めることができたとい

える。また、一般参加者に関しても、本事業に参加したことで自然科学に対する興味関心が高ま

ったといえる。今後はより幅広い層を対象とした事業に発展させることで、生徒の課題発見力・

プレゼンテーション力のさらなる育成を目指したい。

科学三昧 あいち

仮説

愛知県内の高校生を中心とした科学研究の発表会を主催することにより、岡高キー・コンピテンシ

ーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力、英

語コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

愛知県内の 指定校、あいち科学技術教育推進協議会の合同発表会として行った。全県立高

校の他、近隣の大学・研究機関・企業等にも参加を依頼した。また、今年度は初めてハイブリッ

ド形式で開催し、会場での口頭発表を全国に向けてオンライン配信するとともに、配信のアーカ

イブを１カ月公開した。

ｱ 日時・日程

令和 年 月 日（水）

～ 午前受付

～ ポスター発表、口頭発表、大学・研究機関・企業による情報発信

～ 午後受付

～ ポスター発表、口頭発表、大学・研究機関・企業による情報発信

ｲ 場所

自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンター（岡崎市明大寺町）

ｳ 現地参加者数

合計 名（一昨年度 名）

高校生 名
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高校職員 名

教育委員会など 名

大学・研究機関・企業など 名

ｴ 現地参加校、参加団体

高等学校（ 校）

旭丘高校、明和高校、千種高校、守山高校、城北つばさ高校、愛知総合工科高校、瑞陵高

校、松蔭高校、中村高校、中川青和高校、春日井高校、江南高校、小牧南高校、小牧工科

高校、西春高校、一宮高校、一宮興道高校、津島高校、海翔高校、半田高校、半田農業高

校、常滑高校、東海南高校、大府東高校、武豊高校、豊田西高校、衣台高校、豊田北高校、

豊田南高校、豊野高校、岡崎高校、岡崎北高校、岡崎西高校、刈谷高校、安城東高校、安

城南高校、西尾高校、一色高校、吉良高校、知立東高校、時習館高校、豊橋東高校、豊橋

西高校、成章高校、鹿児島中央高校、岐阜高校、多治見北高校、沼津東高校、浜松北高校、

大成高校、中部大学春日丘高校、東海高校、東邦高校、向陽高校、名古屋大学教育学部附

属中･高校、南山高校女子部、桑名高校、名城大学附属高校

大学・研究機関・企業等（ 団体）

愛知教育大学教育学部、愛知県総合教育センター、大阪大学世界トップレベル研究拠点

（ ）、株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング、自然科学研究機構（基礎生

物学研究所、生理学研究所、分子科学研究所）、竹本油脂株式会社、東海光学株式会社、名

古屋大学高等研究院名大 事務局、名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子

研究所（ ）、名古屋大学理学部理学研究科、名古屋大学大学院工学研究科、愛知産業大

学、放送大学、岡崎市環境部、東海愛知新聞社、エフエム 、愛知県教育委員会（あい

ちの学び推進課、高等学校教育課）

ｵ 発表件数

合計 件（一昨年度 件）

高校生ポスター発表 件（うち英語 件）

高校生口頭発表 件（うち英語 件）

大学・研究機関・企業 件

表．高校生口頭発表の発表校・発表テーマ一覧

発表校 発表分野 発表テーマ

旭丘高校 その他
スペースバルーンプロジェクト ガス気球による高層大気で

のデータ収集の試み

半田高校 生物 温泉に生きる最強の藻を学校で育てる

時習館高校 物理 行列を用いた四次元ルービックキューブの作成

一宮高校 生物 音の有無によるメダカの記憶力の変化

明和高校 化学 ムペンバ現象と対流

刈谷高校 数学 必要条件から考えるゴールドバッハ予想

名城大学附属高校 化学 空気アルミニウム電池の固体電池化

愛知総合工科高校 地学 霞堤に基づいた治水に関する研究

名古屋大学教育学

部附属中・高校
物理 月と太陽の潮汐力を測定する装置の開発

名古屋大学教育学

部附属中・高校
物理

人工衛星 の位置特定と地球の公転面に対する月の軌道傾斜

角の算出ー数理モデルの構築と を用いた衛星画像の解析ー

本校生徒に対しては、生徒アンケートを用いて評価を行った。以下は本校生徒のアンケート結

果（「身についた能力」とその能力に関係する「できるようになったこと」）の抜粋である。

・ マーキング調査の方法を学ぶことで、自身の研究課題に対するアプローチを増やすことが

できた。

・ 研究成果を小学生に対して分かりやすく発表するのは難しかった。ポスターに写真や図が

あれば説明しやすかったので、今後プレゼンテーションを行う際には意識したい。

以上より、市や地域ボランティア団体との連携事業として一般市民に対する調査会・研究成果

発表会を実施したことで、生徒の課題発見力・プレゼンテーション力を高めることができたとい

える。また、一般参加者に関しても、本事業に参加したことで自然科学に対する興味関心が高ま

ったといえる。今後はより幅広い層を対象とした事業に発展させることで、生徒の課題発見力・

プレゼンテーション力のさらなる育成を目指したい。

科学三昧 あいち

仮説

愛知県内の高校生を中心とした科学研究の発表会を主催することにより、岡高キー・コンピテンシ

ーのうち、知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力、英

語コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

愛知県内の 指定校、あいち科学技術教育推進協議会の合同発表会として行った。全県立高

校の他、近隣の大学・研究機関・企業等にも参加を依頼した。また、今年度は初めてハイブリッ

ド形式で開催し、会場での口頭発表を全国に向けてオンライン配信するとともに、配信のアーカ

イブを１カ月公開した。

ｱ 日時・日程

令和 年 月 日（水）

～ 午前受付

～ ポスター発表、口頭発表、大学・研究機関・企業による情報発信

～ 午後受付

～ ポスター発表、口頭発表、大学・研究機関・企業による情報発信

ｲ 場所

自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンター（岡崎市明大寺町）

ｳ 現地参加者数

合計 名（一昨年度 名）

高校生 名

－63－



名大 （岡

崎高校・沼津東高校）
生物 ～

～

岡崎北高校 情報
自宅勉強に関してより興味を持ち 自主的に勉強するのを促進

するアプリの開発

岡崎高校 物理 エネルギー効率の高いレールガンの開発

豊田西高校 生物
アメリカザリガニの幼体駆除について ～産・学・公が連携し

た環境改善事業「 プロジェクト」～

向陽高校 数学 混面内接球について

ｶ オンライン配信

のライブ配信を用いて現地での口頭発表をオンライン配信（限定公開）した。配信

用 コードを配布し、希望者に視聴用の を発行した。なお、 カ月間アーカイブを残し、

大会後も動画を視聴できるようにした。

視聴申込者数： 名（うち県外 名）

申込者内訳：小中学生 名、高校生 名、高校教員 名、大学・研究機関・企業

名、保護者 名、一般 名、その他 名

動画視聴回数： 回

ウ 成果

科学三昧 あいちの参加者の大半は本校以外の生徒のため、評価規準表を用いて岡高キー・コ

ンピテンシーを評価することは困難と考えられたため、 にてアンケート調査を

行った。なお、 は今年度より新たに追加した項目である。

現地参加者によるアンケート結果。数値は％を表す。右の小さい数字は令和 年度の結果を表す。

全く

そう思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

参加してよかった

内容に満足している

来年度以降も続けるべきだ

（生徒の）科学技術に対する興味・関心が高まった

（生徒の）学習を深める意欲が増した

（生徒が）進路について考える機会になった

（生徒が）複数の視点を得ることができた

来年も参加したい

感想・意見（抜粋）

・ 様々な研究を見ることができて、新たな発見をすることができた。また、色々な学校の

人たちの考えに触れることができ、とても興味深かった。

・ 高等学校だけでなく、大学の研究所も参加していて、より高度な研究に触れることがで

きて良い経験になった。進路に対しても良い情報を得られてよかった。
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・ 多くの学生皆さんが熱量を持って参加されていたことをひしひしと感じました。このよ

うな素晴らしいイベントは是非今後も続けて欲しいと感じました。

・ 今回、文系的な発表もありました。今後、総合的な探究がより推進することで、「科学三

昧」での文系的な発表の検討も挙がってくるのではないかと思います。「あいち科学技術

推進協議会」等で議論していただければと思います。

・ 生徒さんたちの研究に対する熱意や愛情を感じました。大規模な会でありながら、良い

意味で仰々しくせず、無駄なくスリムにされていて勉強になりました。

オンライン配信視聴者によるアンケート結果。数値は％を表す。

全く

そう思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

参加してよかった

内容に満足している

アンケート結果は、各項目で良好な結果であった。ほとんどの生徒が科学三昧 あいちに参加

したことに満足しており、「複数の視点を得られた」と感じている参加者が多かった。大学・研究

機関・企業等のブースへの好意的な意見も多く、これまでもよりも「進路について考える機会に

なった」と感じた生徒もやや増加した。オンライン配信においても、１カ月の間に多くの視聴が

あり、内容に満足している参加者がほとんどだった。以上の結果より、本校生徒も含め、参加者

の知識を統合する力、課題発見力、仮説設定能力、文章表現力、プレゼンテーション力、英語プ

レゼンテーション力を伸ばす場として、本事業は愛知県の探究活動の推進に貢献できていると考

えられる。

次年度はオンライン配信の案内をより広範囲に配布し、本事業を東海地区・全国区に広く発信

できるようにしたい。また、今年度の大会では、発表分野が多岐に渡り、従来の発表区分に当て

はまらない発表も複数存在した。今後は多分野の発表受け入れを検討する等、分野融合を意識し

た取り組みにも挑戦していきたい。

名大 （岡

崎高校・沼津東高校）
生物 ～

～

岡崎北高校 情報
自宅勉強に関してより興味を持ち 自主的に勉強するのを促進

するアプリの開発

岡崎高校 物理 エネルギー効率の高いレールガンの開発

豊田西高校 生物
アメリカザリガニの幼体駆除について ～産・学・公が連携し

た環境改善事業「 プロジェクト」～

向陽高校 数学 混面内接球について

ｶ オンライン配信

のライブ配信を用いて現地での口頭発表をオンライン配信（限定公開）した。配信

用 コードを配布し、希望者に視聴用の を発行した。なお、 カ月間アーカイブを残し、

大会後も動画を視聴できるようにした。

視聴申込者数： 名（うち県外 名）

申込者内訳：小中学生 名、高校生 名、高校教員 名、大学・研究機関・企業

名、保護者 名、一般 名、その他 名

動画視聴回数： 回

ウ 成果

科学三昧 あいちの参加者の大半は本校以外の生徒のため、評価規準表を用いて岡高キー・コ

ンピテンシーを評価することは困難と考えられたため、 にてアンケート調査を

行った。なお、 は今年度より新たに追加した項目である。

現地参加者によるアンケート結果。数値は％を表す。右の小さい数字は令和 年度の結果を表す。

全く

そう思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

参加してよかった

内容に満足している

来年度以降も続けるべきだ

（生徒の）科学技術に対する興味・関心が高まった

（生徒の）学習を深める意欲が増した

（生徒が）進路について考える機会になった

（生徒が）複数の視点を得ることができた

来年も参加したい

感想・意見（抜粋）

・ 様々な研究を見ることができて、新たな発見をすることができた。また、色々な学校の

人たちの考えに触れることができ、とても興味深かった。

・ 高等学校だけでなく、大学の研究所も参加していて、より高度な研究に触れることがで

きて良い経験になった。進路に対しても良い情報を得られてよかった。
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④ 実施の効果とその評価

分野融合プログラムの開発と体系的な実践

学校設定科目や 特別課外活動において、複数の分野融合プログラムを開発して実践した。

特に探究 Ⅰ（第 学年）では、複数の教科の教員が連携して「分野融合基礎プログラム」を開発

し、学年単位で体系的に実践することができた。また、国際研修（米国研修・ 研修）や研究施設・

企業訪問研修（第 学年）、探究活動発表会等も内容を発展させ、分野融合を意識したプログラムを積

極的に導入した。パフォーマンス評価やアンケート調査の結果より、これらのプログラムを通して多

くの生徒が「複数の視点」を獲得したと判断できる。

仮説設定能力の変容に関する調査の分析

探究AKCⅠ（第 学年）で扱った「 枚カード」問題を活用し、生徒の仮説設定能力の変容を調査し

た。その結果、「 枚カード」が生徒の仮説設定能力を図る上で有用な教材になり得ることが分かった。

また、グループワークを取り入れると多くの生徒が反証の重要性を理解し、授業内において正しく仮

説設定を行えるようになることも明らかになった。一方、追跡調査の結果、 年半以上経過すると反

証の重要性を意識できなくなる生徒が多くなってしまうことが明らかになった。 年次の 枚カード

問題を「仮説設定能力の向上のための基礎」と明確に位置づけ、その後の様々な活動を有機的に関連

させられるように、引き続き事業の改善に努めていきたい。

新たな国際研修（さくらサイエンスプログラム・ ）の実施

さくらサイエンスプログラムでは、探究 Ⅰ（第 学年）において国際交流プログラム「ブラッ

クボックス」を開発し、海外高校生と合同で探究活動を行った。第 学年（文型・理型）は、海外高

校生と合同で課題研究発表会を実施し、文系総合や探究 Ⅱ、各種研修で取り組んだ課題研究の成

果を英語で発表した。また、 研修の一環として新たに「 」を企画し、出身

や研究分野（文理を含む）の異なる複数の講師を招き、少人数形式のグループワーク実習も実施した。

これらの国際研修を通し、生徒の「国際性」が大きく向上した。

生徒の探究活動の研究成果の科学コンテスト等での受賞

今年度は、スーパーサイエンス部の生徒が第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ）で敢

闘賞、第 回 サイエンス大賞で優秀賞（自然科学部門）を受賞した。また、外部プログラム名大

みらい育成プロジェクトで 年生 名、名大 で 年生 名が最終ステージに進出した。名

大 で最終ステージに進出した生徒の 名は、サイエンスカンファレンス で研究発表

を行い、全国 位に相当する審査員長特別賞を受賞した。以下は該当生徒と研究テーマである。

・第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ） 敢闘賞

「テスラコイルの動作解析」 年 新宅隼士

・第 回 サイエンス大賞 優秀賞（自然科学部門）

「イシクラゲを用いたマルチング材の開発」 年 加納柊馬

・サイエンスカンファレンス 審査員長特別賞

「 ～

～（

寸の虫にもある複雑なリアルタイムの行動制御～キイロショウジョウバエからひも解く

昆虫における聴覚フィードバックの存在～）」 年 山本侑理湖
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⑤⑤ 校校内内ににおおけけるる のの組組織織的的推推進進体体制制

校務分掌としての 部とは別の校内組織として「 企画プロジェクト」を設けている。 企画

プロジェクトは、探究 の運営（計画立案、教材開発、評価）、 をはじめとした教科間連携授業

の調整などを担当している。教員間の連携強化を図るために、学年・教科のバランスを考えて 人の

メンバーを選出した。今年度は火曜日 時限目に会議を実施しており、年間で 回開催した。

校長

運運営営

指指導導委委員員会会

福山 透
（東京大学名誉教授）

青山 和浩
（東京大学大学院

工学系研究科教授）

寺崎 一郎
（名古屋大学大学院

理学研究科教授）

渡辺 芳人
（分子科学研究所所長）

小林 悟
（筑波大学生存ダイナ

ミクス研究センター

教授）

小泉 周
（自然科学研究機構

特任教授）

遠藤 優介
（筑波大学人間系助教）

事務長

教頭

事務

総務部

教務部

図書部

生徒指導部

特活部

進路指導部

部部

保健部

教育相談部

責任者

事業への

助言、評価

事業の管理、

指導

、教育委員会

との連絡

講演会の実施、

米国研修・ 研修での生徒の指導、

海外の連携先や外国出身研究者との

連絡

学校設定教科・科目の総括、

単位の認定

ホームページの作成・更新、

機器の管理

部活動の総括

進学先の集計と分析

関連図書の管理

生徒の生活と安全の指導

経理の管理、

指導

事業全般の運営

・事業の企画立案、実施、評価

・分掌、教科、学年との連絡

・講師の依頼

・連携先との連絡、報告

・部活動の指導

・科学オリンピック、科学コンテスト

等の指導

・外部への情報発信

経理の実務全般

経理関係書類の作成

生徒、教員の健康管理

生徒、教員の健康管理

企企画画

ププロロジジェェククトト

学校設定教

科「探究 」の

企画運営

・計画立案

・教材開発

・評価

（各学年、各教科

の担当者により

構成）

各教科会

カリキュラムマ

ネジメントによ

る教科間連携を

推進

④ 実施の効果とその評価

分野融合プログラムの開発と体系的な実践

学校設定科目や 特別課外活動において、複数の分野融合プログラムを開発して実践した。

特に探究 Ⅰ（第 学年）では、複数の教科の教員が連携して「分野融合基礎プログラム」を開発

し、学年単位で体系的に実践することができた。また、国際研修（米国研修・ 研修）や研究施設・

企業訪問研修（第 学年）、探究活動発表会等も内容を発展させ、分野融合を意識したプログラムを積

極的に導入した。パフォーマンス評価やアンケート調査の結果より、これらのプログラムを通して多

くの生徒が「複数の視点」を獲得したと判断できる。

仮説設定能力の変容に関する調査の分析

探究AKCⅠ（第 学年）で扱った「 枚カード」問題を活用し、生徒の仮説設定能力の変容を調査し

た。その結果、「 枚カード」が生徒の仮説設定能力を図る上で有用な教材になり得ることが分かった。

また、グループワークを取り入れると多くの生徒が反証の重要性を理解し、授業内において正しく仮

説設定を行えるようになることも明らかになった。一方、追跡調査の結果、 年半以上経過すると反

証の重要性を意識できなくなる生徒が多くなってしまうことが明らかになった。 年次の 枚カード

問題を「仮説設定能力の向上のための基礎」と明確に位置づけ、その後の様々な活動を有機的に関連

させられるように、引き続き事業の改善に努めていきたい。

新たな国際研修（さくらサイエンスプログラム・ ）の実施

さくらサイエンスプログラムでは、探究 Ⅰ（第 学年）において国際交流プログラム「ブラッ

クボックス」を開発し、海外高校生と合同で探究活動を行った。第 学年（文型・理型）は、海外高

校生と合同で課題研究発表会を実施し、文系総合や探究 Ⅱ、各種研修で取り組んだ課題研究の成

果を英語で発表した。また、 研修の一環として新たに「 」を企画し、出身

や研究分野（文理を含む）の異なる複数の講師を招き、少人数形式のグループワーク実習も実施した。

これらの国際研修を通し、生徒の「国際性」が大きく向上した。

生徒の探究活動の研究成果の科学コンテスト等での受賞

今年度は、スーパーサイエンス部の生徒が第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ）で敢

闘賞、第 回 サイエンス大賞で優秀賞（自然科学部門）を受賞した。また、外部プログラム名大

みらい育成プロジェクトで 年生 名、名大 で 年生 名が最終ステージに進出した。名

大 で最終ステージに進出した生徒の 名は、サイエンスカンファレンス で研究発表

を行い、全国 位に相当する審査員長特別賞を受賞した。以下は該当生徒と研究テーマである。

・第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ） 敢闘賞

「テスラコイルの動作解析」 年 新宅隼士

・第 回 サイエンス大賞 優秀賞（自然科学部門）

「イシクラゲを用いたマルチング材の開発」 年 加納柊馬

・サイエンスカンファレンス 審査員長特別賞

「 ～

～（

寸の虫にもある複雑なリアルタイムの行動制御～キイロショウジョウバエからひも解く

昆虫における聴覚フィードバックの存在～）」 年 山本侑理湖
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⑥ 成果の発信・普及

ホームページでの新教材の公開と 事業報告の充実

本校ホームページ（ ）にて、今年度新た

に開発した 学校設定科目「探究 Ⅰ」の分野融合プログラムと国際交流プログラム、 学校設

定科目「 」のデータサイエンスに関する教材を公開した。また、今年度は実施したほぼ全ての事業（約

）の活動報告を行い、積極的に成果の発信・普及を行った。

探究 Ⅰ ・「方丈記を様々な角度から見てみよう」教員指導案

・「海外生徒との交流／ブラックボックス」教員指導案・ワークシート等

数学 ・「仮説・検定を用いたデータサイエンス」教員指導案・ワークシート等

市民に向けた部活動（スーパーサイエンス部）の成果の発信・普及

スーパーサイエンス部の生徒が、自然科学研究機構が主催する「せいりけん市民講座」や「分子研

一般公開」、岡崎市のイベントである「岡崎市小中学校第 回理科作品展」等で科学のワークショッ

プやサイエンスショー、ポスター発表を実施し、子どもを含む市民に向けて成果を広く普及した。

スーパーサイエンス部では、令和元年度に市との間で締結した「岡崎市と愛知県立岡崎高等学校と

の連携協定に関する包括協定」を活かし、岡崎市環境部環境政策課・市民ボランティア・愛知教育大

学と連携して北山湿地の保全活動及び生態調査活動も継続して実施している。今年度は、これらの成

果を「令和 年度 生徒研究発表会」や「科学三昧 あいち 」等の研究大会で発表するとと

もに、研究ポスターを北山湿地に掲示して頂くこともできた。さらに、岡崎市との連携事業を発展さ

せ、岡崎市環境部環境政策課・市民ボランティアとの共催で 月にウスバキトンボ調査会を実施した。

スーパーサイエンス部の生徒がスタッフを務め、市民に向けて調査法の説明や研究紹介を行い、幅広

い層に成果を広く発信・普及した。

科学三昧 あいちのハイブリッド開催

従来のポスター発表やブース発表に加え、高校生による口頭発表を実施し、会場での口頭発表を全

国に向けてオンライン配信した（アーカイブを カ月間公開）。発表件数は 件（高校生ポスター

件、高校生口頭 件、大学・研究機関・企業等 件）で、会場参加者数は 名（高校生

名、高校職員 名、教育委員会等 名、大学・研究機関・企業等 名）、配信動画の視聴申込者数

は 名、動画視聴回数は 回だった。今年度の発表者や配信動画の視聴申込者の中には、保護者

や中学生、県外の高校生・教員、県外の大学・研究機関・企業等の関係者も含まれており、本事業の

対象・公開範囲が拡大しつつあるといえる。また、本事業を探究活動の授業の一環として位置付けて

いる県内の高校が増加している上に、本事業は愛知県の理科初任者研修としても活用されている。そ

のため、今後も県内における本事業の重要度は高くなっていくと考えられる。

あいち科学技術教育推進協議会の主催

あいち科学技術教育推進協議会は、県内の理数教育推進校 校（ 校を含む）からなる連携組

織であり、本校が幹事（代表）を務めている。今年度は 月に第 回幹事会（オンライン）、 月に第

回協議会議（オンライン）、 月に第 回幹事会（オンライン）・第 回協議会議（対面）を開催し

た。これらの会議では、県立 校が主催するイベントをまとめた資料を配布し、連携校への参加を

呼びかけた。その結果、今年度本校が主催した 事業や協議会の合同発表会の位置づけでもある「科

学三昧 あいち 」にも連携校から多くの生徒・教員の参加があった。特に、「学習会（ ）」

に参加した連携校の生徒は、本校の研修で作製した測定機器を用いて課題研究等に取り組み、科学コ
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ンテストに参加した。

対面方式で開催した第 回協議会議では、教育課程に特色のある 校が探究活動の実践例を紹介す

るとともに、各校の「『探究』に関する課題」をテーマに研究協議を行った。研究協議は グループに

分かれて実施し、各グループの司会進行を担当する 校の教員が中心となり、課題解決につながる

教材や実践例等を紹介し合った。愛知県内では探究活動に力を入れ始めた高校も多いため、本校を含

む県内の 校の成果を普及還元し、愛知県の理数教育を発展させていく場として、本協議会は今後

も重要な役割を果たすと考えられる。

学校訪問の受け入れ

今年度は、岡山県立倉敷店城高等学校、石川県立小松高等学校、大分県立大分舞鶴高等学校、群馬

県立高崎高等学校、島根県立松江南高等学校、学校法人池田学園池田中学・高等学校の 担当教員

等が、 事業の視察のため本校を訪問した。先導的改革型Ⅰ期における本校の 事業の特徴や校

内推進体制、 学校設定科目、文理融合に関する取組、科学三昧 あいち、あいち科学技術教育推

進協議会等について情報を提供した。今後も本校の 事業の成果を広く普及・還元するとともに、

多くの 校と情報を共有し、 事業の改善に努めたい。

事業のメディアでの紹介

今年度は各 事業の情報を報道関係者に積極的に提供した。その結果、複数の事業がメディアで

取り上げられ、事業の成果等を外部に発信・普及することができた。「❸関係資料：⑥」に一部の資料

を掲載した。

・さくらサイエンスプログラム

中日新聞（ ）、岡崎ホームニュース（ ）

・せいりけん市民講座

中日こども （ ）

・ウスバキトンボ調査会

東海愛知新聞（ ）、中日新聞（ ）、おはよう日本（ ）（ ）、

午後 ニュースーン（ ）（ ）、岡崎ホームニュース（ ）、ダーウィ

ンが来た！（ ）（ ）

・科学三昧 あいち

ひる・ （エフエム ）（ ）、東海愛知新聞（ ）

⑥ 成果の発信・普及

ホームページでの新教材の公開と 事業報告の充実

本校ホームページ（ ）にて、今年度新た

に開発した 学校設定科目「探究 Ⅰ」の分野融合プログラムと国際交流プログラム、 学校設

定科目「 」のデータサイエンスに関する教材を公開した。また、今年度は実施したほぼ全ての事業（約

）の活動報告を行い、積極的に成果の発信・普及を行った。

探究 Ⅰ ・「方丈記を様々な角度から見てみよう」教員指導案

・「海外生徒との交流／ブラックボックス」教員指導案・ワークシート等

数学 ・「仮説・検定を用いたデータサイエンス」教員指導案・ワークシート等

市民に向けた部活動（スーパーサイエンス部）の成果の発信・普及

スーパーサイエンス部の生徒が、自然科学研究機構が主催する「せいりけん市民講座」や「分子研

一般公開」、岡崎市のイベントである「岡崎市小中学校第 回理科作品展」等で科学のワークショッ

プやサイエンスショー、ポスター発表を実施し、子どもを含む市民に向けて成果を広く普及した。

スーパーサイエンス部では、令和元年度に市との間で締結した「岡崎市と愛知県立岡崎高等学校と

の連携協定に関する包括協定」を活かし、岡崎市環境部環境政策課・市民ボランティア・愛知教育大

学と連携して北山湿地の保全活動及び生態調査活動も継続して実施している。今年度は、これらの成

果を「令和 年度 生徒研究発表会」や「科学三昧 あいち 」等の研究大会で発表するとと

もに、研究ポスターを北山湿地に掲示して頂くこともできた。さらに、岡崎市との連携事業を発展さ

せ、岡崎市環境部環境政策課・市民ボランティアとの共催で 月にウスバキトンボ調査会を実施した。

スーパーサイエンス部の生徒がスタッフを務め、市民に向けて調査法の説明や研究紹介を行い、幅広

い層に成果を広く発信・普及した。

科学三昧 あいちのハイブリッド開催

従来のポスター発表やブース発表に加え、高校生による口頭発表を実施し、会場での口頭発表を全

国に向けてオンライン配信した（アーカイブを カ月間公開）。発表件数は 件（高校生ポスター

件、高校生口頭 件、大学・研究機関・企業等 件）で、会場参加者数は 名（高校生

名、高校職員 名、教育委員会等 名、大学・研究機関・企業等 名）、配信動画の視聴申込者数

は 名、動画視聴回数は 回だった。今年度の発表者や配信動画の視聴申込者の中には、保護者

や中学生、県外の高校生・教員、県外の大学・研究機関・企業等の関係者も含まれており、本事業の

対象・公開範囲が拡大しつつあるといえる。また、本事業を探究活動の授業の一環として位置付けて

いる県内の高校が増加している上に、本事業は愛知県の理科初任者研修としても活用されている。そ

のため、今後も県内における本事業の重要度は高くなっていくと考えられる。

あいち科学技術教育推進協議会の主催

あいち科学技術教育推進協議会は、県内の理数教育推進校 校（ 校を含む）からなる連携組

織であり、本校が幹事（代表）を務めている。今年度は 月に第 回幹事会（オンライン）、 月に第

回協議会議（オンライン）、 月に第 回幹事会（オンライン）・第 回協議会議（対面）を開催し

た。これらの会議では、県立 校が主催するイベントをまとめた資料を配布し、連携校への参加を

呼びかけた。その結果、今年度本校が主催した 事業や協議会の合同発表会の位置づけでもある「科

学三昧 あいち 」にも連携校から多くの生徒・教員の参加があった。特に、「学習会（ ）」

に参加した連携校の生徒は、本校の研修で作製した測定機器を用いて課題研究等に取り組み、科学コ
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⑦ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性

探究 Ⅱα・βの教材の公開

第Ⅳ期に探究 Ⅰ・Ⅱ（理型）の教材の多くを学校ホームページ上で公開したが、文型の課題研

究指導や分野融合プログラムに関する教材の公開数はまだ少ない。令和 年度に開講する探究 Ⅱ

α・βの教材を学校ホームページ上で積極的に公開することで、成果を広く普及還元できるようにし

たい。

文理合同で実施する研修の充実

今年度は第 学年の研究施設・企業訪問研修に分野融合プログラムを取り入れ、初めて文理合同で

研修を実施することができた。一方で、現段階では理型のみで実施している研修も多い。今後はより

多くの研修に分野融合プログラムを導入し、文理合同で実施できるプログラムに改善することで、生

徒の岡高キー・コンピテンシーの育成を図りたい。

探究活動におけるテーマ設定法の改善

第Ⅳ期には、探究 等で生徒が主体的に課題研究のテーマ設定を行えるプログラムを開発した。

これらは岡高キー・コンピテンシーの育成に一定の効果を与えたが、テーマの新規性や発展性が見え

にくいという課題に直面している。また、探究 Ⅱ（第 学年）で実施する分野融合プログラムで

は、「核兵器」や「南海トラフ巨大地震」等をテーマに設定してきたが、問題の規模が大きいため、生

徒が具体的な課題や解決策を発見しにくいという問題点がある。

今後は、本校における過去の研究を参照しやすい環境を整えるなどし、テーマの発展につなげたい。

また、講座で共通の課題研究テーマを設定する（❷実施報告書（本文）： 参照）、生徒により身

近なテーマを扱うなどし、解決すべき課題を具体化した上で探究活動に取り組ませることも検討して

いる。

課題研究の質の向上につながるデータサイエンス教材の開発

探究 Ⅱ（第 ・２学年）や 数学、 情報、 学習会（誤差処理）等でデータサイエンスに

関する教材を開発して実践したが、学習内容を課題研究に活かせている生徒は少ない。今後は 学

校設定科目をより強く連動させるとともに、大学・研究機関・企業・市等とも連携してデータサイエ

ンスに関する教材を開発することで、課題研究の質の向上につなげたい。

アジアの高校等と連携した新たな国際研修の開発

「国際性」はやや向上したものの、他の項目と比較し「英語による表現力・国際性」には今年度も

課題が残った。アジアの高校等と連携した新たな国際研修（オンライン研修も含む）の開発、 英語

との連携を強化するなど、これらの資質・能力を育成する方策を考える必要がある。

科学コンテストへの出品・科学オリンピックへの出場等の奨励

第Ⅳ期には、探究 での課題研究が学生科学賞や高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ）等

で評価された。ただし、 事業をきっかけにして科学コンテスト・科学オリンピック等に自ら積極

的にチャレンジする生徒の数は多くはない。今後は、このような生徒を増やす方策を検討するととも

に、大学・研究機関・企業等とも連携し、科学コンテスト・科学オリンピック参加生徒に対する指導

を充実させていきたい。
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「岡高リベラルアーツ」形成・獲得を評価する評価規準表の開発

第Ⅳ期には、「岡高キー・コンピテンシー」を基にした評価規準表（ルーブリック）を開発し、これ

らを用いたパフォーマンス評価を実施した。先導的改革型Ⅰ期では、「岡高キー・コンピテンシー」の

向上が「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得につながったかどうか評価できる評価規準表を開発し、

評価を実施する予定である。今年度は、 企画プロジェクトを中心に評価規準の検討を行ったが、

具体的な評価規準を設定するという点で課題が残ったため、引き続き開発を進めていきたい。

⑦ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性

探究 Ⅱα・βの教材の公開

第Ⅳ期に探究 Ⅰ・Ⅱ（理型）の教材の多くを学校ホームページ上で公開したが、文型の課題研

究指導や分野融合プログラムに関する教材の公開数はまだ少ない。令和 年度に開講する探究 Ⅱ

α・βの教材を学校ホームページ上で積極的に公開することで、成果を広く普及還元できるようにし

たい。

文理合同で実施する研修の充実

今年度は第 学年の研究施設・企業訪問研修に分野融合プログラムを取り入れ、初めて文理合同で

研修を実施することができた。一方で、現段階では理型のみで実施している研修も多い。今後はより

多くの研修に分野融合プログラムを導入し、文理合同で実施できるプログラムに改善することで、生

徒の岡高キー・コンピテンシーの育成を図りたい。

探究活動におけるテーマ設定法の改善

第Ⅳ期には、探究 等で生徒が主体的に課題研究のテーマ設定を行えるプログラムを開発した。

これらは岡高キー・コンピテンシーの育成に一定の効果を与えたが、テーマの新規性や発展性が見え

にくいという課題に直面している。また、探究 Ⅱ（第 学年）で実施する分野融合プログラムで

は、「核兵器」や「南海トラフ巨大地震」等をテーマに設定してきたが、問題の規模が大きいため、生

徒が具体的な課題や解決策を発見しにくいという問題点がある。

今後は、本校における過去の研究を参照しやすい環境を整えるなどし、テーマの発展につなげたい。

また、講座で共通の課題研究テーマを設定する（❷実施報告書（本文）： 参照）、生徒により身

近なテーマを扱うなどし、解決すべき課題を具体化した上で探究活動に取り組ませることも検討して

いる。

課題研究の質の向上につながるデータサイエンス教材の開発

探究 Ⅱ（第 ・２学年）や 数学、 情報、 学習会（誤差処理）等でデータサイエンスに

関する教材を開発して実践したが、学習内容を課題研究に活かせている生徒は少ない。今後は 学

校設定科目をより強く連動させるとともに、大学・研究機関・企業・市等とも連携してデータサイエ

ンスに関する教材を開発することで、課題研究の質の向上につなげたい。

アジアの高校等と連携した新たな国際研修の開発

「国際性」はやや向上したものの、他の項目と比較し「英語による表現力・国際性」には今年度も

課題が残った。アジアの高校等と連携した新たな国際研修（オンライン研修も含む）の開発、 英語

との連携を強化するなど、これらの資質・能力を育成する方策を考える必要がある。

科学コンテストへの出品・科学オリンピックへの出場等の奨励

第Ⅳ期には、探究 での課題研究が学生科学賞や高校生・高専生科学技術チャレンジ（ ）等

で評価された。ただし、 事業をきっかけにして科学コンテスト・科学オリンピック等に自ら積極

的にチャレンジする生徒の数は多くはない。今後は、このような生徒を増やす方策を検討するととも

に、大学・研究機関・企業等とも連携し、科学コンテスト・科学オリンピック参加生徒に対する指導

を充実させていきたい。
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令和 年度入学生用教育課程編成表

教科 科目 標準単位 年
年 年 計

文型 理型 文型 理型 文型 理型

国語 現代の国語
言語文化
論理国語
文学国語
国語表現
古典探究

地理歴史 地理総合
地理探究 ◎ ◆ ◇ ◆ ★
歴史総合
日本史探究 ◎ ◆ ◇ ◆ ★
世界史探究 ◎ ◆ ◇ ◆ ★

公民 公共
倫理 ◇ ★
政治・経済

数学 数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学
数学
数学
☆iA数学
＊数学総合α ▲ ▲
＊数学総合β
＊文型数学探究
＊理型数学探究

理科 ☆iA物理Ⅰ
☆iA物理Ⅱ
☆iA化学Ⅰ
☆iA化学Ⅱ
☆iA生物Ⅰ
☆iA生物Ⅱ
☆iA化学生物

保健体育 体育
保健

芸術 音楽Ⅰ
音楽Ⅱ ▲ ▲
美術Ⅰ
書道Ⅰ

外国語 英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ
☆iA英語Ⅰ

☆iA英語Ⅱ

家庭 家庭基礎

情報 ☆iA情報

理数 理数探究基礎
理数探究

特別活動 ホームルーム活動

総合的な探究の時間

※ 探究
☆ 探究 Ⅰ
☆ 探究 Ⅱ

計

備考
※は 学校設定教科、☆は 学校設定科目、＊は 以外の学校設定科目。
▲は他教科間選択科目であり、数学総合αまたは音楽Ⅱを選択する。

・ 学年数学の丸数字は「数学Ⅰ」及び「数学 」の終了後「数学Ⅱ」を履修することを、 学年数学の丸数字は「数学Ⅱ」の終了後「数学Ⅲ」を履修することを示す。
・ 理科の丸数字は「 化学Ⅰ」の終了後「 化学Ⅱ」を履修することを示す。
・ 地理歴史、理科の選択科目については、 ･ 学年において同一科目を履修する。
・ 地理歴史・公民は◎から 科目、◇から探究 科目または探究 科目＋公民 科目、◆から 科目を選択する。なお、文型の計欄の★印は、探究 科目（ 単位）、または探究

科目（ 単位）及び倫理（ 単位）を選択することを示す。
・ 「英語コミュニケーションⅠ」は「 英語Ⅰ」で、「英語コミュニケーションⅡ」は「 英語Ⅱ」で、「情報Ⅰ」は「 情報」で、 学年の「総合的な探究の時間」は「探究

AKCⅠ」で、理型の「総合的な探究の時間」は「探究AKCⅡ」で、それぞれ代替する。
・ 「物理基礎」は「 物理Ⅰ」で、「化学基礎」は「 化学Ⅰ」で、「生物基礎」は「 生物Ⅰ」で代替し、「 物理Ⅰ」は「物理」、「 化学Ⅰ」は「化学」、「 生物Ⅰ」は「生

物」の内容を一部扱う。また、「 化学生物」は、化学分野と生物分野に分けて実施する。
・ 「文型数学探究」は数学Ⅰ･ ･Ⅱ･ ･ と発展的な内容を含み、「理型数学探究」は数学Ⅰ･ ･Ⅱ･ ･Ⅲ･ と発展的な内容を含む。

⑤
④

④

❹　関係資料

①　教育課程編成表
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令和 年度入学生用教育課程編成表

教科 科目 標準単位 年
年 年 計

文型 理型 文型 理型 文型 理型

国語 現代の国語
言語文化
論理国語
文学国語
国語表現
古典探究

地理歴史 地理総合
地理探究 ◎ ◆ ◇ ◆ ★
歴史総合
日本史探究 ◎ ◆ ◇ ◆ ★
世界史探究 ◎ ◆ ◇ ◆ ★

公民 公共
倫理 ◇ ★
政治・経済

数学 数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学
数学
数学
☆iA数学
＊数学総合α ▲ ▲
＊数学総合β
＊文型数学探究
＊理型数学探究

理科 ☆iA物理Ⅰ
☆iA物理Ⅱ
☆iA化学Ⅰ
☆iA化学Ⅱ
☆iA生物Ⅰ
☆iA生物Ⅱ
☆iA化学生物

保健体育 体育
保健

芸術 音楽Ⅰ
音楽Ⅱ ▲ ▲
美術Ⅰ
書道Ⅰ

外国語 英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ
☆iA英語Ⅰ

☆iA英語Ⅱ

家庭 家庭基礎

情報 ☆iA情報

理数 理数探究基礎
理数探究

特別活動 ホームルーム活動

総合的な探究の時間

※ 探究
☆ 探究 Ⅰ
☆ 探究 Ⅱ

計

備考
※は 学校設定教科、☆は 学校設定科目、＊は 以外の学校設定科目。
▲は他教科間選択科目であり、数学総合αまたは音楽Ⅱを選択する。

・ 学年数学の丸数字は「数学Ⅰ」及び「数学 」の終了後「数学Ⅱ」を履修することを、 学年数学の丸数字は「数学Ⅱ」の終了後「数学Ⅲ」を履修することを示す。
・ 理科の丸数字は「 化学Ⅰ」の終了後「 化学Ⅱ」を履修することを示す。
・ 地理歴史、理科の選択科目については、 ･ 学年において同一科目を履修する。
・ 地理歴史・公民は◎から 科目、◇から探究 科目または探究 科目＋公民 科目、◆から 科目を選択する。なお、文型の計欄の★印は、探究 科目（ 単位）、または探究

科目（ 単位）及び倫理（ 単位）を選択することを示す。
・ 「英語コミュニケーションⅠ」は「 英語Ⅰ」で、「英語コミュニケーションⅡ」は「 英語Ⅱ」で、「情報Ⅰ」は「 情報」で、 学年の「総合的な探究の時間」は「探究

AKCⅠ」で、理型の「総合的な探究の時間」は「探究AKCⅡ」で、それぞれ代替する。
・ 「物理基礎」は「 物理Ⅰ」で、「化学基礎」は「 化学Ⅰ」で、「生物基礎」は「 生物Ⅰ」で代替し、「 物理Ⅰ」は「物理」、「 化学Ⅰ」は「化学」、「 生物Ⅰ」は「生

物」の内容を一部扱う。また、「 化学生物」は、化学分野と生物分野に分けて実施する。
・ 「文型数学探究」は数学Ⅰ･ ･Ⅱ･ ･ と発展的な内容を含み、「理型数学探究」は数学Ⅰ･ ･Ⅱ･ ･Ⅲ･ と発展的な内容を含む。

⑤
④

④
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令和 年度入学生用教育課程編成表

教科 科目 標準単位 年
年 年 計

文型 理型 文型 理型 文型 理型

国語 現代の国語
言語文化
論理国語
文学国語
国語表現
古典探究

地理歴史 地理総合
地理探究 ◎ ◆ ◇ ◆ ★
歴史総合
日本史探究 ◎ ◆ ◇ ◆ ★
世界史探究 ◎ ◆ ◇ ◆ ★

公民 公共
倫理 ◇ ★
政治・経済

数学 数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学
数学
数学
☆iA数学
＊数学総合α ▲ ▲
＊数学総合β
＊文型数学探究
＊理型数学探究

理科 ☆iA物理Ⅰ
☆iA物理Ⅱ
☆iA化学Ⅰ
☆iA化学Ⅱ
☆iA生物Ⅰ
☆iA生物Ⅱ
☆iA化学生物

保健体育 体育
保健

芸術 音楽Ⅰ
音楽Ⅱ ▲ ▲
美術Ⅰ
書道Ⅰ

外国語 英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ
☆iA英語Ⅰ

☆iA英語Ⅱ

家庭 家庭基礎

情報 ☆iA情報

特別活動 ホームルーム活動

総合的な探究の時間

※ 探究
☆ 探究 AKCⅠ
☆ 探究 Ⅱα
☆ 探究 Ⅱβ

計

備考
※は 学校設定教科、☆は 学校設定科目、＊は 以外の学校設定科目。
▲は他教科間選択科目であり、数学総合αまたは音楽Ⅱを選択する。

・ 学年数学の丸数字は「数学Ⅰ」及び「数学 」の終了後「数学Ⅱ」を履修することを、 学年数学の丸数字は「数学Ⅱ」の終了後「数学Ⅲ」を履修することを示す。
・ 理科の丸数字は「 化学Ⅰ」の終了後「 化学Ⅱ」を履修することを示す。
・ 地理歴史、理科の選択科目については、 ･ 学年において同一科目を履修する。
・ 地理歴史・公民は◎から 科目、◇から「探究２科目」または「『日本史探究または世界史探究』＋倫理」、◆から 科目を選択する。なお、文型の計欄の★印は、探究 科目

（ 単位）、または探究 科目（ 単位）及び倫理（ 単位）を選択することを示す。
・ 「英語コミュニケーションⅠ」は「 英語Ⅰ」で、「英語コミュニケーションⅡ」は「 英語Ⅱ」で、「情報Ⅰ」は「 情報」で、 学年の「総合的な探究の時間」は「探究

AKCⅠ」で、文型の「総合的な探究の時間」は「探究AKCⅡα」で、理型の「総合的な探究の時間」は「探究AKCⅡβ」で、それぞれ代替する。
・ 「物理基礎」は「 物理Ⅰ」で、「化学基礎」は「 化学Ⅰ」で、「生物基礎」は「 生物Ⅰ」で代替し、「 物理Ⅰ」は「物理」、「 化学Ⅰ」は「化学」、「 生物Ⅰ」は「生

物」の内容を一部扱う。また、「 化学生物」は、化学分野と生物分野に分けて実施する。
・ 「文型数学探究」は数学Ⅰ･ ･Ⅱ･ ･ と発展的な内容を含み、「理型数学探究」は数学Ⅰ･ ･Ⅱ･ ･Ⅲ･ と発展的な内容を含む。

⑤
④

④
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② 事業評価のための評価規準表（ルーブリック）

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

探究 □分野融合プログラムを

開発し、年間に 回以上

体系的に実践できた。

☑分野融合プログラムを

開発し、学期に 回以上

体系的に実践できた。

□分野融合プログラムを

開発し、学期に 回以上

体系的に実践し、パフォ

ーマンス評価を実施で

きた。

□他の 学校設定科目

と連携し、分野融合プロ

グラムを年間に 回以

上実施できた。

☑他の 学校設定科目

と連携し、分野融合プロ

グラムを学期に 回以

上実践できた。

□他の 学校設定科目

と連携し、分野融合プロ

グラムを月に 回以上

実施できた。

大学・研究機関・

企業・市と連携し

た課題研究指導

□文型・理型において、研

究者からの発表指導を

導入することができた。

☑文型・理型において、研

究者からの発表指導や

研究指導を導入するこ

とができた。

□文型・理型、部活動にお

いて、研究者からの発表

指導や研究指導を導入

することができた。

データサイエンス □データサイエンスに関

する教材を開発し、実践

できた。

☑データサイエンスに関

する教材を開発し、体系

的に実践できた。

□データサイエンスに関

する教材を開発して体

系的に実践し、その内容

を ％以上の生徒が課

題研究で活用できた。

特別課外活動

（全体）

□ 特別課外活動で、

％以上の研修に分野

融合プログラムを導入

できた。

☑ 特別課外活動で、

％以上の研修に分野

融合プログラムを導入

できた。

□ 特別課外活動で、

％以上の研修に分野

融合プログラムを導入

できた。

国際研修 ☑アジアの高校等と連携

した新たな国際研修を

年間に 回以上実施で

きた。

□アジアの高校等と連携

した新たな国際研修を

学期に 回以上実施で

きた。

□アジアの高校等と連携

した新たな国際研修を

学期に 回以上実施し、

現地研修も実施できた。

科学三昧 あいち □科学三昧 あいちをハ

イブリッド開催するこ

とができた。

☑科学三昧 あいちをハ

イブリッド開催し、大会

規模を「東海地区」に拡

大することができた。

□科学三昧 あいちをハ

イブリッド開催し、大会

規模を「全国」に拡大す

ることができた。

普及・還元 □ 事業の成果を県内

外に普及・還元できた。

☑ 事業の成果を県内

外に普及・還元し、実際

に開発内容が県内で活

用された。

□ 事業の成果を県内

外で普及・還元し、実際

に開発内容が県内外で

活用された。

「岡高リベラルア

ーツ」の形成・獲得

の評価

☑「岡高リベラルアーツ」

の形成・獲得を評価する

ための評価規準を検討

することができた。

□「岡高リベラルアーツ」

の形成・獲得を評価する

ための評価規準を作成

し、評価を実施できた。

□「岡高リベラルアーツ」

の形成・獲得を評価する

ための評価規準を開発

して評価を実施し、分析

することができた。
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③ 令和 年度 意識調査＜生徒用＞校内集計結果

在校生のアンケート調査

ア 調査の目的

全校生徒を対象に調査を行い、事業の成果を検証し、今後の活動に向けて問題点を明らかにし、

改善することを目的とする。

イ 調査の方法

ｱ 調査対象と回答数

～ 年生の全校生徒を対象とし、令和 年度は合計 名の回答が得られた。（令和和

年度の回答数は合計 名）。以下の表では点線右側に昨年度の回答を示している。なお、一

部の項目に関しては、比較のため、平成 年度～令和 年度（平成 年度：第Ⅲ期 最終

年度、平成 年度：経過措置、平成 年度～令和 年度：第Ⅳ期、令和 年度：経過措置）

の結果も併せて示した。

ｲ 質問フォームと集計

科学技術振興機構 の｢令和 年度 意識調査＜生徒用＞｣から一部を抜粋し、

を用いて回答を集約し、本校にて集計を行った。

ウ 調査結果

以下に質問項目と回答を示した。

問 Ａ あなたは 参加にあたって以下のような利点を意識していましたか。

Ｂ 参加によって以下のような効果はありましたか。

アンケート項目 Ａ意識 Ｂ効果

していた していなかった あった なかった

科学技術、理科･数学の面白そうな取組に参加

できる

科学技術、理科･数学に関する能力やセンス向

上に役立つ

理系学部への進学に役立つ

大学進学後の志望分野探しに役立つ

将来の志望職種探しに役立つ

国際性の向上に役立つ

問 に参加したことで、科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか（○は一つ）

大変増した やや増した 効果がなかった もともと高かった わからない
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問 に参加したことで、科学技術に関する学習に対する意欲が増しましたか（○は一つ）

大変増した やや増した 効果がなかった もともと高かった わからない

問 の取組において、教師や他の生徒と議論をする際に、文系と理系の分野を越えて議論をしてい

ますか。

している していない どちらともいえない（わからない）

問 の取組において、理系と文系の知識を組み合わせるなどして、新たな物事の見方ができるよう

になりましたか。

出来ている 出来ていない どちらともいえない（わからない）

問 に参加したことで、あなたの学習全般や科学技術、理科･数学に対する興味、姿勢、能力が

向上しましたか。

アンケート項目 結果

大変

向上した

やや

向上した

効果が

なかった

もともと

高かった

わから

ない

未知の事柄への興味（好奇心）

科学技術、理科･数学の理論・原理への興味

観測や観察への興味

学んだ事を応用することへの興味

社会で科学技術を正しく用いる姿勢

自分から取組む姿勢（自主性、やる気、挑戦心）

周囲と協力して取組む姿勢（協調性、リーダーシップ）

粘り強く取組む姿勢

独自なものを創り出そうとする姿勢（独創性）

発見する力（問題発見力、気づく力）

問題を解決する力

真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心）

考える力（洞察力、発想力、論理力）

成果を発表し伝える力（レポート作成、プレゼンテーション）

英語による表現力

国際性（国際感覚）

③ 令和 年度 意識調査＜生徒用＞校内集計結果

在校生のアンケート調査

ア 調査の目的

全校生徒を対象に調査を行い、事業の成果を検証し、今後の活動に向けて問題点を明らかにし、

改善することを目的とする。

イ 調査の方法

ｱ 調査対象と回答数

～ 年生の全校生徒を対象とし、令和 年度は合計 名の回答が得られた。（令和和

年度の回答数は合計 名）。以下の表では点線右側に昨年度の回答を示している。なお、一

部の項目に関しては、比較のため、平成 年度～令和 年度（平成 年度：第Ⅲ期 最終

年度、平成 年度：経過措置、平成 年度～令和 年度：第Ⅳ期、令和 年度：経過措置）

の結果も併せて示した。

ｲ 質問フォームと集計

科学技術振興機構 の｢令和 年度 意識調査＜生徒用＞｣から一部を抜粋し、

を用いて回答を集約し、本校にて集計を行った。

ウ 調査結果

以下に質問項目と回答を示した。

問 Ａ あなたは 参加にあたって以下のような利点を意識していましたか。

Ｂ 参加によって以下のような効果はありましたか。

アンケート項目 Ａ意識 Ｂ効果

していた していなかった あった なかった

科学技術、理科･数学の面白そうな取組に参加

できる

科学技術、理科･数学に関する能力やセンス向

上に役立つ

理系学部への進学に役立つ

大学進学後の志望分野探しに役立つ

将来の志望職種探しに役立つ

国際性の向上に役立つ

問 に参加したことで、科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか（○は一つ）

大変増した やや増した 効果がなかった もともと高かった わからない
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問 の で「大変向上した」「向上した」と回答した割合（％）の経年変化

エ 考察

今年度は、問１ 「国際性の向上に役立つ」に関して「効果があった」と回答した生徒の割合

が大きく増加し、問 「国際性（国際感覚）」においても、「大変向上した・やや向上した」と

回答した生徒の割合が増加した。これらは、新型コロナウイルス感染症の拡大により、数年間大

きく衰退していた項目である。今年度は「米国研修」の成果を多くの生徒に普及還元する機会を

設けたり、「さくらサイエンスプログラム」、「 研修」で多くの生徒が海外留学生等と交流でき

る機会を設けたりしたため、肯定的に回答した生徒が多くなったと考えられる。

また、今年度は複数の視点を身に付けて課題を解決する力を育成するため、探究 を中心と

する 学校設定科目や 特別課外活動で分野融合プログラムを積極的に導入した。問 ・問

や問 「問題を解決する力」の結果より、これらのプログラムの効果が表れていると言える。

一方、問 「英語による表現力」に関しては、「大変向上した・やや向上した」と回答した生徒

の割合は昨年度同様に低いままである。 科目との連携を充実させる、アジアの高校と連携した

新たな国際研修を企画するなどし、生徒の力を育成していきたい。

第Ⅳ期には、「岡高キー・コンピテンシー」を基にした評価規準表（ルーブリック）を開発し、

これらを用いたパフォーマンス評価を実施した。先導的改革型Ⅰ期では、「岡高キー・コンピテン

シー」の向上が「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得につながったかどうか評価できる評価規準

表を開発する予定である。

国際性 国際感覚

英語による表現力

考える力

問題を解決する力

発見する力
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ア イ ウ エ

④ 仮説設定能力の変容に関する調査の分析

ア 目的

生徒の仮説設定能力の変容の実態を明らかにし、事業の成果を検証することを目的とする。

イ 概要

第 学年の「探究AKCⅠ」で扱った「 枚カード」問題について、生徒の正答・誤答がグループ

ワーク前後でどのように変容したかをまとめた。 枚カード問題を通じて、仮説の検証にあたり

確証バイアスに陥らないよう留意し、反証することの重要性を生徒に理解させるものである。 枚

カード問題に対する正答は、仮説設定能力があることの目安として考える。ワークシートは、戸

田山和久（ ）を参考に作成した。

ウ 結果と考察

令和 年度の第 学年の生徒の、枚カード問題に対する応答遷移ダイヤグラムを図 に示す。

応答遷移ダイヤグラムとは、グループワーク前後で生徒の応答がどのように変容したかを図示し

たものである。図中の円の面積と矢印の幅は人数を相対的に表している。作図には福岡理科学習

指導研究会（ ）によるアプリを利用した。グループワーク前は誤答が 名で、正答 名

より多かったが、そのうち 名がグループワーク後に正答に転じたことが分かる。参考として、

令和 年度の第 学年の生徒について図 に示したが、同様の結果であった。

枚のカードがあります。それぞれのカー

ドには一面にアルファベット、反対面に数字

が書いてあります。

この 枚のカードの全てについて、

「もし片面に母音が書いてあるなら必ずその裏側には奇数が書いてある」

という規則が成り立っているかを調べたいとします。最小限、どのカード、あるいはどれとどれ（と

どれ）のカードを裏返せばよいでしょうか。

正答

誤答

年 月

グループワーク前

年 月

グループワーク後

正答

誤答

年 月

グループワーク前

年 月

グループワーク後

図 「 枚カード」問題の応答遷移

ダイヤグラム（令和 年度入学生）

図 「 枚カード」問題の応答遷移

ダイヤグラム（令和 年度入学生）

問 の で「大変向上した」「向上した」と回答した割合（％）の経年変化

エ 考察

今年度は、問１ 「国際性の向上に役立つ」に関して「効果があった」と回答した生徒の割合

が大きく増加し、問 「国際性（国際感覚）」においても、「大変向上した・やや向上した」と

回答した生徒の割合が増加した。これらは、新型コロナウイルス感染症の拡大により、数年間大

きく衰退していた項目である。今年度は「米国研修」の成果を多くの生徒に普及還元する機会を

設けたり、「さくらサイエンスプログラム」、「 研修」で多くの生徒が海外留学生等と交流でき

る機会を設けたりしたため、肯定的に回答した生徒が多くなったと考えられる。

また、今年度は複数の視点を身に付けて課題を解決する力を育成するため、探究 を中心と

する 学校設定科目や 特別課外活動で分野融合プログラムを積極的に導入した。問 ・問

や問 「問題を解決する力」の結果より、これらのプログラムの効果が表れていると言える。

一方、問 「英語による表現力」に関しては、「大変向上した・やや向上した」と回答した生徒

の割合は昨年度同様に低いままである。 科目との連携を充実させる、アジアの高校と連携した

新たな国際研修を企画するなどし、生徒の力を育成していきたい。

第Ⅳ期には、「岡高キー・コンピテンシー」を基にした評価規準表（ルーブリック）を開発し、

これらを用いたパフォーマンス評価を実施した。先導的改革型Ⅰ期では、「岡高キー・コンピテン

シー」の向上が「岡高リベラルアーツ」の形成・獲得につながったかどうか評価できる評価規準

表を開発する予定である。

国際性 国際感覚

英語による表現力

考える力

問題を解決する力

発見する力
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続いて、令和 年度の第 学年の一部の生徒（理型の探究 Ⅱの物理講座の選択者）を対象

とした、追跡調査の結果を図 に示す。 年次の 月の授業でグループワーク後に正答が増えた

（ 名）にも関わらず、 年半以上経過した 年次の 月にはまた正答が減っている（ 名）。

このうち、 年次 月のグループワーク前の誤答 名のうち、グループワーク後に正答に転じ

た 名に注目する。図 には示していないが、この 名のうち 名が 年次 月に誤答に戻っ

ている。このことは、一度、グループワークを通して反証の重要性を理解したにもかかわらず、

年半以上経過した時点で、それを意識できなくなる生徒が多いことを表している。

年次の 枚カード問題を「仮説設定能力の向上のための基礎」と明確に位置づけ、その後の

様々な活動を有機的に関連させられるように、引き続き事業の改善に努めていきたい。

参考文献：

戸田山和久（ ）『「科学的思考」のレッスン～学校で教えてくれないサイエンス』

出版新書

角屋重樹 監修 ソニー教育資金受賞校連盟 福岡南支部 編 『知と人間関係を築く理

科学習 子ども相互の学び合いが拓く知の世界 』 東洋館出版社

正答

誤答

年 月

グループワーク前

年 月

グループワーク後
年 月

図 「 枚カード」問題の応答遷移ダイヤグラム

（令和 年度入学生の 年次から 年次にかけての変化）
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⑤ 事業と進路指導

本校における （先導的改革Ⅰ期）の研究開発課題は｢未来社会を切り拓く国際リーダーを育成す

るための『岡高リベラルアーツ形成・獲得プログラム』の開発｣である。岡高リベラルアーツとは「答

えを見いだせていない課題を解決するために獲得した知識および複数の視点（総合知）」であり、従来

本校が重視してきた岡高キーコンピテンシー（①知識を統合する力、②課題発見力・仮説設定能力、

③文章表現力・プレゼンテーション力・英語コミュニケーション力）の向上により、形成・獲得され

るものであると考える。

岡高キーコンピテンシーの向上、岡高リベラルアーツの獲得のための活動の一つが、課題研究を主

軸とする学校設定教科「探究 （ ）」である。文型は個人で問い

を立てて研究論文を作成し、理型はグループで実験を行い、その結果を論文にまとめている。文理と

もに３年次の６月に研究結果をポスターにまとめ、発表を行う。この取り組みが生徒の進路希望や本

校の大学進学実績にどのような影響を与えているかを検証するのは困難である。しかし、大学入試に

直接対応した内容ではないものの、自ら課題を見つけ、論理的な思考を重ねて仮説を立て、実験方法

を工夫して研究を進めていくというプロセスを体験することが、生徒の思考力や問題解決能力、主体

的に学ぶ姿勢の育成につながっていることは間違いないと考える。それによって、大学進学後のより

高度な研究や社会に出た後の様々な活動、さらに大きな視点で言うのであれば、「よりよく生きる」上

でプラスに働いていると思われる。

また既に長年の実績がある東京大学での研究室体験研修も、本校生徒の進路意識の向上に大きく貢

献している。研究室体験研修は、東京大学・名古屋大学の協力を得て平成 年度から始まり、現在ま

で続いている事業である。以前は２大学で ～ 名程度の生徒が参加してきたが、現在は東京大学の

みとなり、参加者は毎年 名程度である。コロナ禍で一時実施不可能となり、３年間、代替措置とし

て東京大学の研究者を指導者としたオンライン講義を行ったが、数年前より現地での体験を復活させ

ている。今年度は工学系研究科・農学生命科学研究科に９名の生徒が参加し、大学教授や大学院生の

指導のもとに研究テーマに沿った実験実習、探究活動を行った。以下は、参加した生徒の感想である。

僕は「オーバーツーリズム」というテーマで研究をした。これまでこの社会問題について深く考

えたり、調べたりすることはなかったので、初めてオーバーツーリズムについて詳しく学ぶ機会と

なった。オーバーツーリズムによる弊害（環境問題、インフラ悪化など）同士がどう働きあうのか、

それらが人口などにどのような影響を与えるのかといった関わりを考え、プログラミングするのは

なかなか大変だったが、視野を広げるとても良い機会となった。

シミュレーションを作成するのは、プログラミング要素が強く、新しく関数もいくつか学んだの

で、今後の学校生活に生かせると感じた。他の人の発表を聞く中で、多くの社会問題について知識・

関心とも深まり、今後ニュース等を見る目も変わってくると思う。本格的な研究をしたことで、様々

な力が育ち、今後の生活や の研究にも生かせると感じた。

今まで、何か実験をする時は、今やっている操作が何につながるのかを考えずに、なんとなく行

うということが多く、自分が証明したいことと実験の内容が合っていないことが多くありましたが、

今回の研修では、今やっている操作が何につながるかを理解しながら実験をしようと心がけていた

ので、普段よりもしっかりと頭を使いながら実験できたと思います。また、実験への理解を深める

ために積極的に質問できたのも良かったと思います。

反省点としては、 が見づらいつくりになってしまったということ。研修の中で

は大切というお話もあったので、初めて見る人の気持ちになってより見やすいものが作

れるように努力したいと思う。

続いて、令和 年度の第 学年の一部の生徒（理型の探究 Ⅱの物理講座の選択者）を対象

とした、追跡調査の結果を図 に示す。 年次の 月の授業でグループワーク後に正答が増えた

（ 名）にも関わらず、 年半以上経過した 年次の 月にはまた正答が減っている（ 名）。

このうち、 年次 月のグループワーク前の誤答 名のうち、グループワーク後に正答に転じ

た 名に注目する。図 には示していないが、この 名のうち 名が 年次 月に誤答に戻っ

ている。このことは、一度、グループワークを通して反証の重要性を理解したにもかかわらず、

年半以上経過した時点で、それを意識できなくなる生徒が多いことを表している。

年次の 枚カード問題を「仮説設定能力の向上のための基礎」と明確に位置づけ、その後の

様々な活動を有機的に関連させられるように、引き続き事業の改善に努めていきたい。

参考文献：

戸田山和久（ ）『「科学的思考」のレッスン～学校で教えてくれないサイエンス』

出版新書

角屋重樹 監修 ソニー教育資金受賞校連盟 福岡南支部 編 『知と人間関係を築く理

科学習 子ども相互の学び合いが拓く知の世界 』 東洋館出版社

正答

誤答

年 月

グループワーク前

年 月

グループワーク後
年 月

図 「 枚カード」問題の応答遷移ダイヤグラム

（令和 年度入学生の 年次から 年次にかけての変化）
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私は東大研修に参加する前、内容が難しくてついていけないのではないかととても不安でした。

しかし、実際に東大研修に参加して同じ研究室の仲間と研究内容について話し合っていく中で、自

分がこれまでに習った知識と難しい研究内容が結びついた時に、研究の面白さを実感しました。東

大研修は体力的につらいことも多くありましたが、研究の楽しさや大学の様子、話し合いの大切さ

を学ぶことができたので、参加して本当に良かったと思いました。

得られた実験のデータ、画像に対してできる限り情報を手に入れることが大切。オートファジー

では 、 というタンパク質が重要で、 というオートファジー誘導剤がある。生

物分野と言っても、物理の知識や科学の知識が役に立つこともあり、進学に役立つ、役立たないだ

けで判断せず、様々な知識に触れていこうと思った。

研修参加生徒は、一様に研究に対する新たな気づき、体験前には思いもよらなかった困難や面白さ、

気持ちの高揚について述べている。興味・関心の範囲が広がり、学んだことを今後の生活に活かした

いとの感想も見られる。最先端の研究に触れることによって、生徒の好奇心が刺激され、視野が広が

り、将来について考えるきっかけとなっていることが研究室体験後の感想から読み取れる。この研修

の参加者は、そもそも高い進路希望を掲げている成績上位の生徒が多いが、体験終了後もモチベーシ

ョンを維持して、より一層意欲的に学習に励む様子が、例年多く見られる。本年度の参加生徒 名の

進路希望（１月段階）は、東京大学 名・京都大学 名・名古屋大学 名であり、志望校合格に向け

て現在もひたむきに努力を重ねている。研究職に対する理解が深まるだけでなく、進路意識の高まり

や、学習習慣の確立にもつながっているという点において、研究室体験研修は本校におけるキャリア

教育の一環として非常に意義のある事業の一つとなっている。

上記の研究室体験や毎年 月に実施している米国研修など普段の学校生活では得られない体験が、

生徒の学習意欲や進路意識に与える影響は大きい。もちろんこれらの研修に参加できるのはごく一部

の生徒に過ぎないが、その体験報告や参加生徒の日々の学校生活における前向きな姿勢が、周囲の生

徒に刺激を与え、目に見える形で数値化はできないものの、学校全体の学習意欲や進路意識の向上に

つながっている。

このようにスーパーサイエンス事業で取り組んでいる様々な活動は、学校全体の雰囲気や今後の生

徒の生き方に大きな影響を与えていると考えられる。高等学校における進路指導とは、合格可能な大

学を探し、入試を突破させることではない。卒業後の長い人生の中で、岐路に立った時、壁にぶつか

った時に、広い視野で様々な角度から思考し、選択し、前向きに乗り越えていく力を身に着けさせる

ことが進路指導である。その意味で、スーパーサイエンス事業と進路指導との関連は深いと考えられ

る。
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⑥ メディア等での紹介

今年度は複数の事業がメディアで取り上げられ、事業の成果等を外部に発信・普及することができ

た。以下の資料はそれらの一部である。なお、これらの記事・写真等は、中日新聞社、岡崎ホームニ

ュース、東海愛知新聞社、 エガオの許諾を得て転載している。

せいりけん市民講座

中日こども （ ）

私は東大研修に参加する前、内容が難しくてついていけないのではないかととても不安でした。

しかし、実際に東大研修に参加して同じ研究室の仲間と研究内容について話し合っていく中で、自

分がこれまでに習った知識と難しい研究内容が結びついた時に、研究の面白さを実感しました。東

大研修は体力的につらいことも多くありましたが、研究の楽しさや大学の様子、話し合いの大切さ

を学ぶことができたので、参加して本当に良かったと思いました。

得られた実験のデータ、画像に対してできる限り情報を手に入れることが大切。オートファジー

では 、 というタンパク質が重要で、 というオートファジー誘導剤がある。生

物分野と言っても、物理の知識や科学の知識が役に立つこともあり、進学に役立つ、役立たないだ

けで判断せず、様々な知識に触れていこうと思った。

研修参加生徒は、一様に研究に対する新たな気づき、体験前には思いもよらなかった困難や面白さ、

気持ちの高揚について述べている。興味・関心の範囲が広がり、学んだことを今後の生活に活かした

いとの感想も見られる。最先端の研究に触れることによって、生徒の好奇心が刺激され、視野が広が

り、将来について考えるきっかけとなっていることが研究室体験後の感想から読み取れる。この研修

の参加者は、そもそも高い進路希望を掲げている成績上位の生徒が多いが、体験終了後もモチベーシ

ョンを維持して、より一層意欲的に学習に励む様子が、例年多く見られる。本年度の参加生徒 名の

進路希望（１月段階）は、東京大学 名・京都大学 名・名古屋大学 名であり、志望校合格に向け

て現在もひたむきに努力を重ねている。研究職に対する理解が深まるだけでなく、進路意識の高まり

や、学習習慣の確立にもつながっているという点において、研究室体験研修は本校におけるキャリア

教育の一環として非常に意義のある事業の一つとなっている。

上記の研究室体験や毎年 月に実施している米国研修など普段の学校生活では得られない体験が、

生徒の学習意欲や進路意識に与える影響は大きい。もちろんこれらの研修に参加できるのはごく一部

の生徒に過ぎないが、その体験報告や参加生徒の日々の学校生活における前向きな姿勢が、周囲の生

徒に刺激を与え、目に見える形で数値化はできないものの、学校全体の学習意欲や進路意識の向上に

つながっている。

このようにスーパーサイエンス事業で取り組んでいる様々な活動は、学校全体の雰囲気や今後の生

徒の生き方に大きな影響を与えていると考えられる。高等学校における進路指導とは、合格可能な大

学を探し、入試を突破させることではない。卒業後の長い人生の中で、岐路に立った時、壁にぶつか

った時に、広い視野で様々な角度から思考し、選択し、前向きに乗り越えていく力を身に着けさせる

ことが進路指導である。その意味で、スーパーサイエンス事業と進路指導との関連は深いと考えられ

る。
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さくらサイエンスプログラム

岡崎ホームニュース

（ ）

ウスバキトンボ調査会

岡崎ホームニュース

（ ）
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科学三昧 あいち

東海愛知新聞

（ ）

エフエム ひる ！（ ）

放送アーカイブ

さくらサイエンスプログラム

岡崎ホームニュース

（ ）

ウスバキトンボ調査会

岡崎ホームニュース

（ ）
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⑦ 運営指導委員会などの記録

令和 年度 運営指導委員会

日時 令和 年 月 日（水） ～

場所 本校校長室（オンライン）

次第

校長挨拶

出席者紹介

委員 東京大学大学院工学系研究科 教授 青山 和浩

筑波大学人間系 助教 遠藤 優介

自然科学研究機構 共創戦略統括本部 特任教授 小泉 周

筑波大学生存ダイナミクス研究センター 教授 小林 悟

東京大学 名誉教授 福山 透

自然科学研究機構 分子科学研究所 所長 渡辺 芳人

愛知県教育委員会高等学校教育課 指導主事 辻本 智子

愛知県立岡崎高等学校 校長 髙井 俊直

教頭 岩瀬 雄高、鈴木 真紀

教諭 市川 雄太、新海 德則

事業の取組の報告（令和 年度 の成果等）

助言

青山先生：

・ 身近なテーマは探究活動の題材として非常に適しており、問題を解決できれば生徒の成

功体験になって自信をつけさせることもできる。

・ 問題解決力を育成するプログラムを作るためには、困った人を探すのがポイント。

遠藤先生：

・ 分野融合プログラムを核にする場合、「融合」という部分を具体的に考える必要がある。

・ 分野融合プログラムの開発を進めるためには、教員間の連携も重要になってくる。

小泉先生：

・ 課題研究のためのスキルだけでなく、思考のプロセスに注目したプログラムを開発して

いる点が評価できる。

・ 課題発見を短時間で行うなど、形だけの課題研究にならないよう注意する必要がある。

小林先生：

・ エッセンスを伝えることを意識し、誰にでも分かりやすく伝える力を身に付けてほしい。

・ 伝える力の育成は、英語でのコミュニケーション力の育成にもつながる。

福山先生：

・ 事業では、入試に直接は関係のないことも重要である。

・ 高校生のうちに、 にできることと人間にできることの差別化をしておくとよい。

渡辺先生：

・ 探究 Ⅰで取り組んでいる「ニュース番組の構成を考える」は、生徒の表現力を育成

する上で非常に面白いプログラムだと思われる。

・ 新たに直面した課題にも柔軟に対応できる力をもった生徒を育成する必要がある。

辻本先生：

・ 探究活動に関する授業時間数を見直すなど、より探究活動を充実させることができるカ

リキュラムの開発に力を入れてほしい。

校長謝辞
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⑧ 課題研究テーマ一覧

令和 年度 第 学年 探究 Ⅰ 課題研究テーマ 一覧表

クラス 分野 班 課題研究テーマ

物理 熱効率は熱容量に比例するのか

物理 建物を揺れに強くするにはどうしたらいいんだろう？

物理 ダ・ヴィンチ構造の長さと力の性質

生物 石焼き芋を再現したい！

生物 キレイキレイ

物理 折れない消しゴムのカバーの形は何か

物理 地球の大きさを測りたい！～エラトステネスを見習って～

物理 テーブルクロスと摩擦力の関係

生物 肉の硬さは熱される温度によってどう変わるか

生物 熱が髪の毛に与える影響

物理 パンフルートのストローの長さと音の関係

物理 物質の変化と電気の関係

物理 水をかき混ぜる物質の表面積と水の温まり方の違い

生物 色々な食品のアミノ酸量の測定

生物 イースト菌の発酵

物理 息を吹きかけたときの気柱の長さと振動数の関係

物理 タイヤの直径と速度の関係

物理 ボトルフリップにおける運動エネルギーと水量の関係

生物 みかんの白い筋の取り除き方

生物 光合成に最も適した光の色は何か

物理 紙吹雪における紙の形状と滞空時間

物理 ペットボトルフリップの成功率を上げる方法

物理 おこせ！ ～波の大きさに関係するものは？～

生物 ジャムをはやく食べたい（ペクチンの量によるジャムの固まり方のちがい）

生物 キウイフルーツに含まれるアクチニジンの真相に迫る．

物理 テーブルクロス引き

物理 熱気球をつくりたい！

物理 音の高さ・大きさがイヤフォンの音漏れに与える影響

生物 ホットミルクの膜の変化

生物 野菜の部位による甘さの違い

物理 より音が聞こえやすい糸電話でのグループ通話

物理 一般的に不快だと言われている音の波形には特徴があるのか

物理 ノートの紙を交互に重ねたときの枚数・紙質と摩擦の関係

生物 胃で消化されやすい果物は何か？

生物 音楽が植物に与える影響

物理 定規でできるだけモノを飛ばしたいんだ！

⑦ 運営指導委員会などの記録

令和 年度 運営指導委員会

日時 令和 年 月 日（水） ～

場所 本校校長室（オンライン）

次第

校長挨拶

出席者紹介

委員 東京大学大学院工学系研究科 教授 青山 和浩

筑波大学人間系 助教 遠藤 優介

自然科学研究機構 共創戦略統括本部 特任教授 小泉 周

筑波大学生存ダイナミクス研究センター 教授 小林 悟

東京大学 名誉教授 福山 透

自然科学研究機構 分子科学研究所 所長 渡辺 芳人

愛知県教育委員会高等学校教育課 指導主事 辻本 智子

愛知県立岡崎高等学校 校長 髙井 俊直

教頭 岩瀬 雄高、鈴木 真紀

教諭 市川 雄太、新海 德則

事業の取組の報告（令和 年度 の成果等）

助言

青山先生：

・ 身近なテーマは探究活動の題材として非常に適しており、問題を解決できれば生徒の成

功体験になって自信をつけさせることもできる。

・ 問題解決力を育成するプログラムを作るためには、困った人を探すのがポイント。

遠藤先生：

・ 分野融合プログラムを核にする場合、「融合」という部分を具体的に考える必要がある。

・ 分野融合プログラムの開発を進めるためには、教員間の連携も重要になってくる。

小泉先生：

・ 課題研究のためのスキルだけでなく、思考のプロセスに注目したプログラムを開発して

いる点が評価できる。

・ 課題発見を短時間で行うなど、形だけの課題研究にならないよう注意する必要がある。

小林先生：

・ エッセンスを伝えることを意識し、誰にでも分かりやすく伝える力を身に付けてほしい。

・ 伝える力の育成は、英語でのコミュニケーション力の育成にもつながる。

福山先生：

・ 事業では、入試に直接は関係のないことも重要である。

・ 高校生のうちに、 にできることと人間にできることの差別化をしておくとよい。

渡辺先生：

・ 探究 Ⅰで取り組んでいる「ニュース番組の構成を考える」は、生徒の表現力を育成

する上で非常に面白いプログラムだと思われる。

・ 新たに直面した課題にも柔軟に対応できる力をもった生徒を育成する必要がある。

辻本先生：

・ 探究活動に関する授業時間数を見直すなど、より探究活動を充実させることができるカ

リキュラムの開発に力を入れてほしい。

校長謝辞
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物理

物理 静止摩擦係数は本当に一定か？

生物 皮と果肉の 量の違い

生物 最終回 肉の脂 岡高生 ～残酷な脂のテーゼ～

物理 ボールに入れる空気の体積と床の材質との跳ね上がりの関係

物理 紙飛行機の材質と羽の面積の飛行の距離の散らばりへの影響

物理 紙飛行機の飛行距離と材料・折り方の相関関係

生物 どの果物の皮が最も滑りやすいか

生物 ゆで卵のきみの色が変化する条件

物理 物を落としたときの水しぶきの高さの変化

物理 味噌汁を早く冷ます

物理 豆腐を落としても崩れない限界の高さとは

生物 パイナップルゼリーを作る方法

生物 牛乳の鮮度の保ち方

令和 年度 第２学年 文型 文系総合（令和 年度より探究 Ⅱα）課題研究テーマ 一覧表

分野 課題研究テーマ

経済

という 企業の発展の理由

名古屋に次ぐ県内 は何市なのか？

での政治的宣伝

日本はどのような税を導入すべきか

あれおれ今お金なくない？ってならないためには？

日本のドラマが世界で戦えるのか

に多くの人を集めた方法

企業に成功するには？〜梨泰院クラスに学ぶ経済学〜

どのように日本企業の人材育成問題を解決するか

日本の労働生産性は本当に低い？

なぜ日本の高齢単身女性の 人に 人が相対的貧困なのか

技術の発展が業種別雇用・所得環境に与える影響

を世界へ広めよう

はなぜファストファッション業界シェア一位となるほどの会社になったのか

日本で売れる音楽の特異性

テレビ の与える経済効果

社会の変化と流行曲の関係性から見るこれからの流行曲の特徴

シンガポール経済

個人投資家が株式投資を行う際に を活用する恩恵や注意すべき問題点とは。

日本の物価上昇が与える家計への影響と政府の政策

新たなベーシックインカム案を打ち出す

バイナリーオプションは投資といえるのか

世界での日本食の受容から学ぶ日本の海外進出

企業の価格戦略
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日本とドイツの財政制度

中国の不動産不況は何故起きたのか

日本の音楽産業における顧客からの の価値の変遷

日本経済の低迷の理由

かつて が憧れた日本企業

日本で歯科医院がコンビニより多い現状と理由

コロナ禍によって物流の規模は縮小したのか

コメ輸出の可能性と海外における和食ブーム

なぜギャンブルをするのか

札幌ドームの衰退と復活

国際

ココ・シャネルのファッション

なぜトランプはグリーンランドを買うのか

球団の親会社の業績の相互関係性はあるか

航空機の存在が国際関係に与えたもの

海外で最も喜ばれるお菓子はなに

なぜ多国籍 ー グループにはオーストラリア人が加入させられる傾向にあるのか。

トランプ氏が対日貿易や安全保障に与える影響

日本で国際スポーツイベントを開催するのはいいことなのか？

インドのバンガロールにおける 産業の発展理由

なぜ日本は欧米諸国ほどフェアトレードが浸透していないのか

「日本人」はどこからきたか

東アジアの大学受験競争の激しさの由来

地域における数字の意味の違いとその理由

北欧から学ぶ”幸せ”

東アジア諸国の高齢化について

日本人は本当に英語を話せないのか

民主主義はなぜ後退しているのか

現代の国際司法

人種差別の歴史

アフリカの民主主義

「もし海外で漫才をしてこられてきてたとしたら、絶対に笑われてこられたと思うか？」

アイドル 男女別人気の違い

なぜ発展途上国が貧困に陥るのか

米中貿易摩擦を読み解く

アメリカで貧困層ほど肥満率が高いのは何故？

ポピュリズムと民主主義の違いは何か

日本人はなぜ英語が話せないの？

なぜこの世界は存在するのか

発展途上国における子ども兵士

ウィーン体制における集団安全保障はなぜ崩壊したか－大国間協調の形成と限界－

日本は幸せな国なのか

日本の核共有と世界に与える影響

旅行が家族や子どもに及ぼす影響

物理

物理 静止摩擦係数は本当に一定か？

生物 皮と果肉の 量の違い

生物 最終回 肉の脂 岡高生 ～残酷な脂のテーゼ～

物理 ボールに入れる空気の体積と床の材質との跳ね上がりの関係

物理 紙飛行機の材質と羽の面積の飛行の距離の散らばりへの影響

物理 紙飛行機の飛行距離と材料・折り方の相関関係

生物 どの果物の皮が最も滑りやすいか

生物 ゆで卵のきみの色が変化する条件

物理 物を落としたときの水しぶきの高さの変化

物理 味噌汁を早く冷ます

物理 豆腐を落としても崩れない限界の高さとは

生物 パイナップルゼリーを作る方法

生物 牛乳の鮮度の保ち方

令和 年度 第２学年 文型 文系総合（令和 年度より探究 Ⅱα）課題研究テーマ 一覧表

分野 課題研究テーマ

経済

という 企業の発展の理由

名古屋に次ぐ県内 は何市なのか？

での政治的宣伝

日本はどのような税を導入すべきか

あれおれ今お金なくない？ってならないためには？

日本のドラマが世界で戦えるのか

に多くの人を集めた方法

企業に成功するには？〜梨泰院クラスに学ぶ経済学〜

どのように日本企業の人材育成問題を解決するか

日本の労働生産性は本当に低い？

なぜ日本の高齢単身女性の 人に 人が相対的貧困なのか

技術の発展が業種別雇用・所得環境に与える影響

を世界へ広めよう

はなぜファストファッション業界シェア一位となるほどの会社になったのか

日本で売れる音楽の特異性

テレビ の与える経済効果

社会の変化と流行曲の関係性から見るこれからの流行曲の特徴

シンガポール経済

個人投資家が株式投資を行う際に を活用する恩恵や注意すべき問題点とは。

日本の物価上昇が与える家計への影響と政府の政策

新たなベーシックインカム案を打ち出す

バイナリーオプションは投資といえるのか

世界での日本食の受容から学ぶ日本の海外進出

企業の価格戦略
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家族・

ジェン

ダー

自己肯定感の高い子に育つ親の特徴

一人で苦しむ同世代「ヤングケアラー」

社交性と会話の関係

日本に極右ポピュリズムは生まれるか

介護士の人手不足

日本の選択的夫婦別姓制度について

犯罪の加害者家族支援

メイクのニューノーマル

同性カップルと子供への懸念

人形遊びの役割の変化

友情！努力！勝利！女性？！

今と昔の結婚観の違い

「毒親」の急速な広まり

現代版竹取物語 セーラームーンにおける「戦う少女」の表象

ゲームアバターから見つける「理想の自分」像

父親の役割とは？

平和と女性の関係

日本の離婚

どうすれば大河ドラマの経済効果を関連施設以外にも広げられたのか

男の子プリキュアと社会情勢の関係

なぜ日本でゲイカップルが代理母で子どもを作れないのか

子供番組はジェンダー形成に影響を与えるか

日本とアメリカの家族間での感情表現

女子における「ボクっ娘」「オレっ娘」増加の原因

日中の離婚制度の違いと離婚率～二国の離婚の実情～

ファッションドールから見るジェンダーレス化

なぜ男性の育児休業取得率は低いのか。

本当に全員が大学にいくべきなのか

おかま文化がある日本で、なぜ 認知度が低いのだろうか

女性が女性アイドルを推す心理的背景

男女のイメージカラーの確立と及ぼす影響

江戸時代の男性による育児

沖縄の離婚率を下げるにはどうすればよいか

化粧品のジェンダーレス化における影響

地域

地方商店街でのイベントは商店街再生に繋がるのか

なぜ、近年歴史的建造物保護が進んでいるのか

シュルレアリスムの発展と変遷

奥三河における修験道と伝統文化の関わり

愛知県民が名古屋から出たがらない理由

どうするふるさと納税

若年人口の自然増加を目指したまちずくりはどうしたら成功するか

地域と子育て

日本における移民が国内の人口変動に与える影響について
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地方自治体間の人口獲得競争

愛知県の方言

地域伝統における価値とは何か

民主党政権と全国知事会

地域ごとの適切な移動手段について

過疎化と関係人口

日本における出生率を高めている要因は何か。

銀河鉄道の夜における天上とは何なのか

犬山祭りは地域にどんな影響を与えたか

政治において不正が起きる原因は何だろう？

地理的に離れている地域でも似た方言があるのはなぜか

駄菓子屋の持つ機能と現在のかたち

名古屋～北海道間の長距離フェリー輸送はなぜ生き残ったのか

地方水族館が地域振興に果たす役割

アニメが地域に与える影響

近所に必要とされている施設とは

ふるさと納税の納税額を増やすためには何をすればよいのか

世界の「わらしべ長者」

三河の言葉と東京の言葉について

地域の子育て支援体制を効果的に整えるには何が必要か

標高、土壌、降水量からみる日本

令和 年度 第 学年 理型 探究 Ⅱ 課題研究テーマ 一覧表

分野 班 課題研究テーマ

数学

協議クイズ 〇 ×における適正問題数とは

勝ちたい、ブラックジャック

ゴロ補給マスターになろう！

最大ダメージから見るポケモンのインフレ

席替えで好きな人と隣になろう

休日が一番多くなるのは何年？

中学生でもわかる？東大受験数学

パスカルの三角形～ 項展開での空間拡張～

命中注定的人存在的概率

大谷翔平に勝つためには ～ ・ と得点力の関係～

線形計画法を用いた旅行計画の最適化

三次元における の成立条件

確率を用いて部分和問題を効率よく解こう

究極のじゃんけん～早く勝負が決まるじゃんけん～

フーリエ級数を用いたソファ問題への新アプローチ

正多角形の有理数への拡張

モンテカルロ法を用いた打順の最適化

家族・

ジェン

ダー

自己肯定感の高い子に育つ親の特徴

一人で苦しむ同世代「ヤングケアラー」

社交性と会話の関係

日本に極右ポピュリズムは生まれるか

介護士の人手不足

日本の選択的夫婦別姓制度について

犯罪の加害者家族支援

メイクのニューノーマル

同性カップルと子供への懸念

人形遊びの役割の変化

友情！努力！勝利！女性？！

今と昔の結婚観の違い

「毒親」の急速な広まり

現代版竹取物語 セーラームーンにおける「戦う少女」の表象

ゲームアバターから見つける「理想の自分」像

父親の役割とは？

平和と女性の関係

日本の離婚

どうすれば大河ドラマの経済効果を関連施設以外にも広げられたのか

男の子プリキュアと社会情勢の関係

なぜ日本でゲイカップルが代理母で子どもを作れないのか

子供番組はジェンダー形成に影響を与えるか

日本とアメリカの家族間での感情表現

女子における「ボクっ娘」「オレっ娘」増加の原因

日中の離婚制度の違いと離婚率～二国の離婚の実情～

ファッションドールから見るジェンダーレス化

なぜ男性の育児休業取得率は低いのか。

本当に全員が大学にいくべきなのか

おかま文化がある日本で、なぜ 認知度が低いのだろうか

女性が女性アイドルを推す心理的背景

男女のイメージカラーの確立と及ぼす影響

江戸時代の男性による育児

沖縄の離婚率を下げるにはどうすればよいか

化粧品のジェンダーレス化における影響

地域

地方商店街でのイベントは商店街再生に繋がるのか

なぜ、近年歴史的建造物保護が進んでいるのか

シュルレアリスムの発展と変遷

奥三河における修験道と伝統文化の関わり

愛知県民が名古屋から出たがらない理由

どうするふるさと納税

若年人口の自然増加を目指したまちずくりはどうしたら成功するか

地域と子育て

日本における移民が国内の人口変動に与える影響について
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化学

濡れた紙を元に戻すには？

布だって美白になりたいんだ

ピンクの炎を作り出そう！

界面活性剤の効果

最も有効な香水製造

化粧品の秘密を探ろう

メレンゲの泡立ちと安定性

食材による微生物燃料電池の発電量変化

紫外線吸収剤を植物等の他の物質で代替する方法について

金属樹によるイオン化傾向表の作成

窒素酸化物による光化学スモッグの発生

化学

ゼラチンと寒天の混合におけるパイナップルゼリーの作製

水中シャボン玉の形成における最適条件

調理によるほうれん草の栄養素の変化

溶解エンタルピーの測定と式量の関係

魔法のチョークで色の合成をしよう‼

テルミット反応の還元効率

の結晶の形状を決める要因

エチレンガスがキウイフルーツの糖度に与える影響

ルミノール反応を用いた酵素のイメージング

物理

「こより」はなぜ強固なのか

ブランコを大きく漕ごう

ダーツでブルを狙うには

チョンボを防げ 麻雀物理学

スライムとビー玉との間の反発係数に関する研究

音が大きく聞こえる糸電話を作る

ばね定数と弾性限度の関係

ビル風が速くなる条件とは

バナナの皮は本当に滑るのか

紙飛行機をより遠くに飛ばすには～無限の彼方へさあ行くぞ～

物理

精密測定 ～ ～

剛体振り子を用いた重力加速度の測定

ケーターの振り子による𝑔𝑔への挑戦

原始的な道具で目指せ有効数字 桁 ～単振り子を用いた重力加速度の測定～

マイコンを用いた𝑔𝑔の測定装置の開発

自由落下運動を用いた重力加速度の高精度な測定

浮力で重力加速度を測定する

～ を用いた重力加速度𝑔𝑔の計測～

百均で買えるものだけで重力加速度を測定する
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モデルロケットの形状と飛行時間の関係

紙飛行機の形状と飛距離の関係

生物

塩害のため 出ろ出ろ！ アイスプラント

ゴキブリを惹くもの！？

カイワレ大根をたくましくしたい！！

蜜源の違いによるはちみつの殺菌力・抗菌力を調べる

植物の重力屈性について

香辛料でカビは防げるのか

走れ！曲がれ！ダンゴムシ！

染め上げて、花。～人工染色と遺伝子発色がガーベラに与える影響～

アリの記憶力調査

令和 年度 第 学年 文型 文系総合（令和 年度より探究 Ⅱα）課題研究テーマ 一覧表

分野 課題研究テーマ

教育

現代日本の奨学金制度の改善方法

高校生の通塾率はなぜ増加しているのか

特別支援学級の設置とインクルーシブ教育によって障がい者への意識は変化したか？

ひとり親家庭への支援

頭のいいひとは悲観主義者が多いのか

不登校はなぜ増えているのか

日本の恋愛教育の現状と今後

日本に適した英語の教育方法

虐待は少年にどのような影響を与え、被虐待経験を持つ少年の非行を防ぐにはどうしたらよいか

学校制服は生き残れるのか

日本でインクルーシブ教育を実現するために必要なことは何か

なぜセンター試験は廃止されたのか ～思考力の必要性～

日本の大学の世界的地位を上げるには

兄弟構成における性格の傾向

現代の学校運動部活動における新たな体罰問題対策

両親と子供の学力

義務教育における音楽の授業の必要性

校則改革を行うために必要なことは何か

の人々は学校生活をどのように送っているのか

大学の工学部における女子枠の設置とジェンダーギャップの解消

日本のジェンダー教育は今後どうなっていくのか

日本がヤングケアラー支援先進国になるために必要なことは何か

公教育制度は、なぜ近代のイギリス・フランスで成立したのか

テレビゲームと教育

親の経済力と子どもの学力

学校に を導入すべきか

教員不足の原因とその解決方法

化学

濡れた紙を元に戻すには？

布だって美白になりたいんだ

ピンクの炎を作り出そう！

界面活性剤の効果

最も有効な香水製造

化粧品の秘密を探ろう

メレンゲの泡立ちと安定性

食材による微生物燃料電池の発電量変化

紫外線吸収剤を植物等の他の物質で代替する方法について

金属樹によるイオン化傾向表の作成

窒素酸化物による光化学スモッグの発生

化学

ゼラチンと寒天の混合におけるパイナップルゼリーの作製

水中シャボン玉の形成における最適条件

調理によるほうれん草の栄養素の変化

溶解エンタルピーの測定と式量の関係

魔法のチョークで色の合成をしよう‼

テルミット反応の還元効率

の結晶の形状を決める要因

エチレンガスがキウイフルーツの糖度に与える影響

ルミノール反応を用いた酵素のイメージング

物理

「こより」はなぜ強固なのか

ブランコを大きく漕ごう

ダーツでブルを狙うには

チョンボを防げ 麻雀物理学

スライムとビー玉との間の反発係数に関する研究

音が大きく聞こえる糸電話を作る

ばね定数と弾性限度の関係

ビル風が速くなる条件とは

バナナの皮は本当に滑るのか

紙飛行機をより遠くに飛ばすには～無限の彼方へさあ行くぞ～

物理

精密測定 ～ ～

剛体振り子を用いた重力加速度の測定

ケーターの振り子による𝑔𝑔への挑戦

原始的な道具で目指せ有効数字 桁 ～単振り子を用いた重力加速度の測定～

マイコンを用いた𝑔𝑔の測定装置の開発

自由落下運動を用いた重力加速度の高精度な測定

浮力で重力加速度を測定する

～ を用いた重力加速度𝑔𝑔の計測～

百均で買えるものだけで重力加速度を測定する
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部活動廃止の是非

なぜ自治体により教員の不足状況に差が生まれるのか

なぜ人は制服を着るのか

キリスト教系学校が子供に与える影響

やる気を高めるにはどうしたら良いのか

経済

企業から学ぶ成功への秘訣

どのようにセブンイレブンは売上を伸ばしたのか

日本の自然遺産において世界遺産登録は観光客数の増加要因になるのか

生物学的観点から分析した貯金ができない理由

社会・経済の変化とスイーツのブーム化

地産地消で町おこし

愛着度最下位のグランパスはなぜ観客数日本一のクラブになれたのか

東京ディズニーリゾートの驚異のリピーター率の理由

日本ハムファイターズの 年の本拠地移転は成功しているか

オリンピックの開催と の推移、経済効果

コンビニが生き残る秘訣

少子高齢化社会における介護ビジネス

少子高齢社会下での日本の教育産業市場

韓国から学ぶ今後の日本の スポーツ発展

マーケティング的思考とは何か

キャッシュレス化による消費行動の変化

大名の兵糧調達とその輸送

シナモロールに学ぶ 地方創生

日米における賃金の変動への不確実性の影響度

より効果的な動画広告の特徴

消費者の購買意欲を高める陳列 〜コンビニ編〜

にみる が世界進出を果たすためのグローバル戦略

ギャンブル一般における経済的行動選択の非合理性の原因分析と改善

英国 から見る新 の展望と課題

新たなファストファッションブランドを設立にあたっての”条件”とは何か

宝くじは悪いもの？～所得格差拡大の可能性と改善案～

アシックスのブランド戦略と海外進出

行動経済学から考える効率の良い勉強方法とは

岡高生に渡すおこづかいの適正額

大河ドラマで見る聖地巡礼と経済効果

絵本が与える経済効果

日本の電気自動車普及の意義と暮らしへの影響

プロ野球において「 」と「 」の年俸格差はなぜうまれるのか

「異次元の少子化対策」は少子化の根本的解決となるか

地域

沖縄の人口はなぜ増加しているのか

未来の期待の星〚昆虫食〛

中日ドラゴンズはなぜ地元ファンが多いのか

古事記とギリシャ神話に共通点があるのはなぜなのか
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コンテンツツーリズムが地域に与える影響

日本のへき地医療におけるドクターヘリの運用拡大

都市の満足度とその要因

観光需要による地方ローカル線の再生

聖地巡礼の変遷と地域振興への活用

文献が持つ歴史研究を前進させる鍵

愛知県で開催される音楽イベントを増やすために

ふるさと納税による地域活性化

愛知県、岡崎市における空間の利用と人口の移動からみる路上パフォーマンス

外国人が考える日本

話しことばの地域差

「聖地巡礼（コンテンツツーリズム）」が地域に与える影響

遠く離れた地域に同じような方言があるのはなぜか

現代社会の中の方言の使用について

日本のテーマパークが地域活性化に与える影響

どのようにしてふるさと納税の岡崎市の人気を上げるか

坂道が消費エネルギーに与える影響と活用方法について〜高齢者の生活圏拡大のために〜

返礼品が魅力的であるほど、 人あたり納税額は少なくなる。 ーふるさと納税の分析と施策の提案ー

三河弁から見る方言の未来

地域性から繙くフィンランドと日本の国民性と幸福度の違い

夜行列車が存続していくためには

新幹線がもたらす経済効果

ふるさと納税による地域活性化を目的とした資金提供者へのアプローチ

Ｊリーグが世界に通用するようになるには

ゆるキャラを成功に導く要因は何か

日本の首都を移転しよう

聖地巡礼の観光における可能性

移動型無料スーパーによる食品ロス削減の可能性

文化

なぜ犬と猫はペットの代表格となったのか

の人気拡大から見る が世界的人気を獲得する方法

音楽の都ウィーン

社会の風潮と『プリキュア』の関連性

バーチャル 文化の発展

グリム童話と魔女狩り

愛に生きるとは‐オペラ「トスカ」から見る‐

「銀魂」の神楽から学ぶ第二言語習得論

日本人はなぜ空気が読めるのか

日本における擬人化文化

近年の流行から見る高校生の 利用目的

平成ギャル文化はなぜ令和で再流行したのか

なぜ日本でアイドルの推し文化が流行っているのか

日本と海外のコンビニ文化の違い

日本に潜む同調圧力について

部活動廃止の是非

なぜ自治体により教員の不足状況に差が生まれるのか

なぜ人は制服を着るのか

キリスト教系学校が子供に与える影響

やる気を高めるにはどうしたら良いのか

経済

企業から学ぶ成功への秘訣

どのようにセブンイレブンは売上を伸ばしたのか

日本の自然遺産において世界遺産登録は観光客数の増加要因になるのか

生物学的観点から分析した貯金ができない理由

社会・経済の変化とスイーツのブーム化

地産地消で町おこし

愛着度最下位のグランパスはなぜ観客数日本一のクラブになれたのか

東京ディズニーリゾートの驚異のリピーター率の理由

日本ハムファイターズの 年の本拠地移転は成功しているか

オリンピックの開催と の推移、経済効果

コンビニが生き残る秘訣

少子高齢化社会における介護ビジネス

少子高齢社会下での日本の教育産業市場

韓国から学ぶ今後の日本の スポーツ発展

マーケティング的思考とは何か

キャッシュレス化による消費行動の変化

大名の兵糧調達とその輸送

シナモロールに学ぶ 地方創生

日米における賃金の変動への不確実性の影響度

より効果的な動画広告の特徴

消費者の購買意欲を高める陳列 〜コンビニ編〜

にみる が世界進出を果たすためのグローバル戦略

ギャンブル一般における経済的行動選択の非合理性の原因分析と改善

英国 から見る新 の展望と課題

新たなファストファッションブランドを設立にあたっての”条件”とは何か

宝くじは悪いもの？～所得格差拡大の可能性と改善案～

アシックスのブランド戦略と海外進出

行動経済学から考える効率の良い勉強方法とは

岡高生に渡すおこづかいの適正額

大河ドラマで見る聖地巡礼と経済効果

絵本が与える経済効果

日本の電気自動車普及の意義と暮らしへの影響

プロ野球において「 」と「 」の年俸格差はなぜうまれるのか

「異次元の少子化対策」は少子化の根本的解決となるか

地域

沖縄の人口はなぜ増加しているのか

未来の期待の星〚昆虫食〛

中日ドラゴンズはなぜ地元ファンが多いのか

古事記とギリシャ神話に共通点があるのはなぜなのか
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リア充になりたい！

推し活によって人々が幸福感を感じるのはなぜか

人を惹きつける物語とは

自己主張が苦手な日本人

から見る時代の変化

なぜ は自分探しをテーマにする歌詞が多いのか？

「推し」の存在の幸福感への影響

日本の タイム型人間と他国の タイム型人間の文化的摩擦の解消に必要なことは何か

学校で多文化共生を実現するにはどうしたらよいのか。

転調の視点からみる の魅力

空気を読めない友人の言動に対する対処行動の分類とその心理

音楽サブスク・ストリーミングの普及と の海外進出

中世ヨーロッパのユダヤ人迫害とナチスによるホロコースト

平成レトロブームから見る現代における平成ギャルの魅力

現代漫画・アニメに見る日本語の一人称表現の特徴

文明開化以前と以後での裸体の価値観の変化

音楽を純粋に楽しむ人は減ってきているのか

宗教弾圧はなぜ起こったかー太武帝の思想に基づき考える

令和 年度 第 学年 理型 探究 Ⅱ 課題研究テーマ 一覧表

分野 班 英語 課題研究テーマ

数学

◎ チキンマックナゲットの定理の拡張

◎ 国士無双十三面待ちを聴牌する確率に関する考察

じゃんけんの手数とその勝率

石とりゲームの必勝シミュレーターを作る

愛する人を守ろう。

君の席が先生に狙われている！？ ～桂馬指名 ～

コラッツ予想もどき ～３倍は甘え～

◎ 二元二次不定方程式の整数解を求めよう！！

私の希少性はどれぐらい？

ポーカー・テキサスホールデムはどの手札なら勝負するべき？

虚数を記数法に適用してみた

数直線は円だった

正多面体を展開すると……！？

新・人口論

統計学に基づくＪリーグの順位予想

有馬記念で帯を取ろう！！

野球の戦術においてバントは有効なのか

◎ 第 次知り合い関数の導出による六次の隔たりの法則の検証

◎ ナッチ数列の可視化とその探求

三角比の真の値を求める ～ １°への挑戦～

れっつ！じゃまいか！！
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化学１

過冷却

野菜電池の秘密に迫る

しゃぼん玉に入りたい！！！

◎ 紙おむつリサイクル計画

コーヒーリング効果とその抑制

◎ 界面活性剤による表面張力の変化

◎ 水素自動車に最適な溶質は何か

ケモメカニカる条件

カラメル化反応

コスメの色の正体は？

ペクチンのゲル化の仕組みと条件

化学

温度変化とケミカルライトの発光の関係

◎ ルミノール反応で美しいグラデーションを作ろう

燃料電池の製作

◎ 色相環 炎色反応

◎ 泡立て 軟水・硬水

〇 シャボン玉のバウンド回数を増やすには

つるっと皮むき～化学で果物と野菜の皮をむこう～

汗の酸化臭を防いでいい匂いにしたい

〇 ご飯をやわらかいままたべたい！

導電性ポリアニリンの特性の推定

物理

複数の層を持つ物体と衝突したときの反発係数

芯を折らないシャー芯の扱い方

重力加速度を計測したい！

防音材を強化しよう！

よく飛ぶ紙トンボを作ろう

最も効率的にプロペラを回すには

より強いアーチ型の橋を作るには

◎ 消波ブロックの形状の違いによる波のエネルギーの減衰

物理

カーブレール上を動く小球の脱線条件

重力蓄電池の作成

自転車で県高坂を走った際の最高速度

◎ ペンダントで本当に銃弾を防げるのか

揺れに強い構造をつくろう

◎ 舞台投影技術”ペッパーズゴースト”の最適条件に関する研究

ダイラタント流体に加わる力と硬化時間の関係

空気抵抗に関する研究

ガウス加速器に限界はあるのか

生物

◎ ミジンコはどんな色が好き？

◎ 光がショウジョウバエの行動に与える影響

から学ぶモテの秘訣♡

クモの糸の本数と強度の関係～人類スパイダーマン化計画～

◎ じゃがいもが愛するベストコンディションとは？

リア充になりたい！

推し活によって人々が幸福感を感じるのはなぜか

人を惹きつける物語とは

自己主張が苦手な日本人

から見る時代の変化

なぜ は自分探しをテーマにする歌詞が多いのか？

「推し」の存在の幸福感への影響

日本の タイム型人間と他国の タイム型人間の文化的摩擦の解消に必要なことは何か

学校で多文化共生を実現するにはどうしたらよいのか。

転調の視点からみる の魅力

空気を読めない友人の言動に対する対処行動の分類とその心理

音楽サブスク・ストリーミングの普及と の海外進出

中世ヨーロッパのユダヤ人迫害とナチスによるホロコースト

平成レトロブームから見る現代における平成ギャルの魅力

現代漫画・アニメに見る日本語の一人称表現の特徴

文明開化以前と以後での裸体の価値観の変化

音楽を純粋に楽しむ人は減ってきているのか

宗教弾圧はなぜ起こったかー太武帝の思想に基づき考える

令和 年度 第 学年 理型 探究 Ⅱ 課題研究テーマ 一覧表

分野 班 英語 課題研究テーマ

数学

◎ チキンマックナゲットの定理の拡張

◎ 国士無双十三面待ちを聴牌する確率に関する考察

じゃんけんの手数とその勝率

石とりゲームの必勝シミュレーターを作る

愛する人を守ろう。

君の席が先生に狙われている！？ ～桂馬指名 ～

コラッツ予想もどき ～３倍は甘え～

◎ 二元二次不定方程式の整数解を求めよう！！

私の希少性はどれぐらい？

ポーカー・テキサスホールデムはどの手札なら勝負するべき？

虚数を記数法に適用してみた

数直線は円だった

正多面体を展開すると……！？

新・人口論

統計学に基づくＪリーグの順位予想

有馬記念で帯を取ろう！！

野球の戦術においてバントは有効なのか

◎ 第 次知り合い関数の導出による六次の隔たりの法則の検証

◎ ナッチ数列の可視化とその探求

三角比の真の値を求める ～ １°への挑戦～

れっつ！じゃまいか！！
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◎ 甘くて長い豆苗を育てた～い

ぴえん

アレルゲンのない牛乳をつくりたい！

一寸の虫にも高度なＡＴＡＭＡ

◎：発表・ポスターともに英語、○：ポスターのみ英語

特別課外活動「米国研修」研究テーマ 一覧

さくらサイエンスプログラム 合同発表会 研究テーマ一覧

’
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◎ 甘くて長い豆苗を育てた～い

ぴえん

アレルゲンのない牛乳をつくりたい！

一寸の虫にも高度なＡＴＡＭＡ

◎：発表・ポスターともに英語、○：ポスターのみ英語

特別課外活動「米国研修」研究テーマ 一覧

さくらサイエンスプログラム 合同発表会 研究テーマ一覧

’
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特別課外活動「研究室体験研修」（東京大学） 研究テーマ 一覧

森林の切り開きが人口に与える影響のシミュレーション

過疎地域における観光産業が都市人口に与える影響についてのシミュレーション

観光客数の変化によって生じるオーバーツーリズム問題についてのシミュレーション

スポーツイベントの運営

発電方法が人口の増減に与える影響のシミュレーション

真核微生物におけるオートファジーの観察

真核微生物および酵母のオートファジーの観察

スーパーサイエンス部・数学部 研究テーマ 一覧表

紙の構造体で反発係数をコントロールする

テスラコイルの動作解析

エネルギー効率の高いレールガンの開発

真空砲における筒に占める球の断面積の割合と球の運動の関係

温度と反発係数及び動摩擦係数の関係

コーヒーの成分と水の硬度の関係

植物発電の発電量増加について

北山湿地におけるトウカイハルリンドウとヒメカンアオイの調査と 湿地の再生

イシクラゲを用いたマルチング材の開発

ゾウリムシの電気走性

植物の昼夜の班別

流体の材料と性質の関係

隣接 項間の漸化式の一般項を求める

格子図形の道順列の拡張

漸化式から広げる高次元空間の考察

∑ 𝑘𝑘𝑃𝑃𝑛𝑛
𝑘𝑘=1   (𝑃𝑃 ∈ ℕ)  の一般化への挑戦

互いに素な 、 の倍数の和で表される整数がずっと続くとき、そのはじめの値はなにか？（ ＜ ）
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令和６年度指定

スーパーサイエンスハイスクール

研究開発実施報告書・第１年次

令和７年３月発行

愛知県立岡崎高等学校
〒444－0864　愛知県岡崎市明大寺町伝馬１

電話　0564－51－0202
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